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「桐朋シェイクスピア～その悪と愛～」
桐朋学園芸術短期大学専攻科演劇専攻は、昨
年夏に『桐朋シェイクスピア』（越光照文学
長演出）として、「リチャード三世」「ロミオ
とジュリエット」「リア王」「夏の夜の夢」を
本学小劇場において上演しました。「リア王」
は 10 月に北京で開催された第 1 回世界演劇
教育連盟（WTEA）国際演劇フェスティバル
でも上演され、最優秀作品として「ベスト・
パフォーマンス賞」を受賞しました。

越光照文
桐朋学園芸術短期大学学長。劇団
青年座所属。日本演出者協会会員。
ATEC（アジア演劇教育センター）
理事。主な演出作品に「風のクロ
ニクル」「ONE WEEK」「亜矢子」
「火の起源」「見よ、飛行機の高く
飛べるを」「虹のクロニクル」「紙
屋悦子の青春」。

特集１　せんがわのホームドクターたち
特集２　入間町2丁目緑地の蝶たち
特集３　「新しき村」100周年を迎えて

2018・初夏2018・初夏
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神 代 書 店
書籍と文具

桐 朋 学 園 前 ☎ 3300－5633

地元で愛され 60 年

仙川商店街通り中央 ☎ 03 - 3300 - 5016 http://www.sengawa.com/satodenki_sengawa/

1957年創業 2015年店舗改築へ 2016年新装開店

海を臨む 2万坪の 新しき村南伊豆

e-mail ikoinosato@teraikooi.com
URL http://teraikoi.com/

TEL 0558-62-3141
FAX 0558-62-3181

静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂 899
代表　金子晶子

祝〈新しき村〉創設 100周年
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地域に根ざした空間を目指して。

株式会社グローバル設計

TEL：03-3300-0081
調布市仙川町1-15-47 ひなたビル

休診日　日・祭・金曜日
診療時間　10：00～13：00　15：00～18：30

TEL3308-0707
歯並びに関するお問い合わせ・ご予約はお電話にてお願いいたします

03-3300-5655
03-3300-8093FAX

営 業 時 間  11：45~14：00
　　　　 17：30~
定   休   日  不 定 休

うなぎ ●丸正

西友● ●交番

桐朋学園●

　セブン
●イレブンミスド●

仙川駅

四季折々の旬菜や活魚を
生かした逸品から
ボリューム感のある料理まで。
素材を吟味し、持ち味を
引き出す三進のお料理。
ご家族や職場の皆様
お揃いでご賞味下さい。

★大小宴会
　ご予約承ります！

ペルシャ絨毯・陶器・ハワイキルト

オーダーカーテン・パンジー室内履き

輸入商品フ ェ リ カ

01_口絵.indd   1 18/06/19   11:12



撮影：衛藤譲二

上　ミドリヒョウモン　下　イチモンジセセリ

ユウガギク ムラサキシキブとチャバネアオカメムシ

マンリョウ ノイバラ

クロスジフユエダシャク

入間町２丁目緑地の蝶たち

アオスジアゲハ

ヤマユリ

ゴマダラカミキリ・イタドリの葉に

ウラナミアカシジミ

ツマキチョウ

クロスジフユエダシャク

ヒトリシズカ

キンラン

入間町２丁目緑地の蝶たち
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1　

　
今
年
の
３
月
に
、
調
布
市
に
お
い
て
、
第
７
期

調
布
市
高
齢
者
総
合
計
画
（
平
成
30
年
度
〜
32
年

度
）
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
重
点
施
策
と
し

て
、「
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
療
養
病
床
の
再
編
等
に
伴
い
、
慢
性
疾

患
患
者
の
療
養
は
、
病
院
か
ら
在
宅
に
移
行
し
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
在
宅
で
の
医
療
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
療
・
福
祉
の
関

係
者
が
連
携
し
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を

包
括
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内
に
10
か
所

あ
り
、
地
域
の
高
齢
者
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
、
医

療
や
介
護
等
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
の
担
当
エ
リ
ア
は
、
仙
川
町
、
緑
ヶ
丘
、
若

葉
町
、
入
間
町
１
丁
目
で
、
場
所
は
仙
川
駅
か
ら

徒
歩
10
分
ほ
ど
の
、
若
葉
町
２
丁
目
の
住
宅
街
に

あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
士
、
看
護
師
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
の
三
職
種
の
他
に
、
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
「
み
ま
も
っ
と
」
の
担
当
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
認
知
症
の
相
談
支

援
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
と
、
医
療
と
介
護
の
両
方
を
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
在
宅
医
療
介
護
連

携
推
進
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
仙
川
地
域
と
そ
の
周
辺
に
は
、
救
急
病
院
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
多
数
あ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

も
増
加
す
る
中
で
、
医
療
・
介
護
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
体
制
も
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
に

と
っ
て
は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
と
言
え
ま
す

が
、
医
療
・
介
護
双
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

た
め
に
は
、
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
専

門
職
が
不
可
欠
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う

た
め
に
、
病
院
の
相
談
員
、
地
域
の
か
か
り
つ
け

医
、
薬
局
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
関
係
者
と
、
顔
の
見
え
る
関
係
作
り

を
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
や
看
護
師
さ
ん
ら
か
ら
、
直

接
ご
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
も
増
え
て
お
り
、
と

て
も
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
と
福
祉
・
介
護
の
関
係
者
が
よ
り
連
携
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
住
む
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
仙
川
セ
ン
タ
ー
長

　麻
生

　和
仁

医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
〜
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
〜
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　2

ご宴会 25名様まで ご宴会 30 名様まで

03-3308-9457 03-3308-9288

仙川駅改札口東側線路沿い仙川駅改札口東側線路沿い

いわし料理・天ぷら

うな重・なべもの
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■口絵写真　入間町２丁目緑地の蝶たち
　　　　　　六所坂の景観変貌
□巻頭言　医療と介護の連携について
	 　調布市地域包括支援センター仙川センター長　麻生　和仁　…………… 　1
■特集１　せんがわのホームドクターたち	 　…………… 　4
■特集２　入間町２丁目緑地の蝶たち	 　入間の蝶マニア　衛藤譲二　…………… 　9
□姿変える仙川商店街　35年間で残ったのは１／４	 　村野　坦　……………　13
□私の履歴書　仙川で創業して 56年余の地縁の中で
　　～地元の発展を願い、微力ながら貢献できたら～	 　後迫　巌　……………　13
□地図　仙川商店街のうつりかわり
□茶安土の 31年目を迎えて	 　前川かおる　……………　17
□桐朋音大に木造校舎、全員参加でコンサート　	 　村野　坦　……………　19
□ゲルダさんから仙川びとへのメッセージ	 ゲルダ・ソケリテ　……………　20
□ツォモリリ文庫が 7月 21日にプレオープン	 　浜尾和徳　……………　20
□せんがわの医院・歯科医院・病院一覧	 　……………　21
■マップ 21　せんがわのドクターマップ	 仙川地図研究所　……………　22
■特集３　「新しき村」100周年を迎えて	 　……………　26
○ここをどう乗り越えるか
　〜いま、私たちの「新たな村づくり運動」が直面していること
	 　日々新しき村の会　前田速夫　……………　26
○「新しき村」百年を問われてのエッセイ
　～前田速夫『「新しき村」の百年』を参考に～
	 　文化科学高等研究院　山本哲士　………………30
○「新しき村」とは何か	 　新しき村村外会員　小島真樹　………………32
○新村党宣言	 　新しき村村外会員　日比野英次　………………37
○中空の《せんがわ毛呂山あびこ南伊豆》環状鉄道	 　
	 　山奥大学自由学芸七科　デザイン研究所　松尾欣治　………………39
■サークルメンバー大募集　イベントニュース	 　………………40
□“実篤と新しき村”仙川フォーラム’18　会則	 　………………41
□まちニティショップカタログ	 　………………42
□編集・制作スタッフ　人財・カンパ大募集	 　………………43
□編集室　編集後記　奥付	 　………………44
■グラビア　まちの話題／桐朋　木の香りコンサート／コトリボイス

口絵：六所坂の景観変貌／絶滅危惧種も生育する国分寺崖線樹林に接して宅地開発が進む。
開発地との間には、樹高約 20mのシラカシ十数本が並んでいた。� （大村哲夫）

2018・初夏

せんがわのホームドクターたち
入間町 2丁目緑地の蝶たち
「新しき村」100周年を迎えて
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　4

　
仙
川
町

愛
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
１
―
15
―
47　

ひ
な
た
ビ
ル

１
Ｆ

　

０
３
―
３
３
０
７
―
５
４
７
７

　

０
３
―
３
３
０
７
―
５
４
７
９

③http://w
w
w
.aiw
a-clinic.jp/

⑤
宮
﨑
健
二

⑥
内
科
・
呼
吸
器
内
科

⑦
月
～
金
９
：
00
～
13
：
00
、
14
：
30

～
18
：
30
／
土
９
：
00
～
13
：
00

　

休
診
日
：
日
・
祝
日

⑧
無

⑨
至
誠
会
第
二
病
院
、
杏
林
大
学
医
学

部
付
属
病
院　

他

⑩
Ｅ
Ｂ
Ｍ
を
基
本
と
し
た
、
よ
り
ベ
タ

ー
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。

⑪
適
宜
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

⑫
学
生
の
方
が
多
い

⑬
禁
煙
、
運
動
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
⑭
自
分
自
身
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と

⑮
模
索
中

⑯
子
ど
も
の
サ
ッ
カ
ー
の
応
援

川
端
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
１
―
13
―
16

　

０
３
―
３
３
０
８
―
２
２
８
６

　
医
院

⑬
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
で
体
を
き
た
え
ま
し
ょ

う
。

⑭
本
能
的
な
も
の
で
す
。
心
身
の
健
康

が
一
番
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

⑯
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ

ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
、
な
ど
な
ど

︻
質
問
事
項
︼ 

①
医
院
名

②
所
在
地
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

③
Ｕ
Ｒ
Ｌ

④
当
地
で
の
開
業
年
月

⑤
代
表
者
名
（
年
齢
／
出
身
地
）

⑥
主
な
診
療
科
目

⑦
診
療
日
時

⑧
訪
問
診
療
の
有
無

⑨
提
携
・
協
力
機
関

⑩
診
療
方
針

⑪
東
洋
・
統
合
・
融
合
医
療
の
評
価

と
取
り
組
み

⑫
仙
川
に
お
け
る
病
気
の
傾
向
や
患

者
の
特
徴

⑬
健
康
観
や
健
康
法
へ
の
一
言

⑭
医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

⑮
現
在
の
研
究
テ
ー
マ

⑯
趣
味
・
道
楽

⑰
『
せ
ん
が
わ
21
』
誌
へ
の
感
想

　

０
３
―
３
３
０
８
―
２
２
８
６

③http://w
w
w
.kaw

abata-cl.com
/

④
２
０
０
２
年
７
月

⑤
川
端
康
浩
（
56
歳
）

⑥
皮
膚
科

⑦
月
～
水
・
金
10
：
00
～
12
：
30
、

15
：
00
～
18
：
00
／
木
・
土
10
：
00

～
13
：
00　

休
診
日
：
日
・
祝
日

⑧
無

⑨
虎
の
門
病
院

⑩
皮
膚
科
全
般
に
診
療
し
て
い
ま
す
。

⑪
特
に
行
っ
て
い
な
い
。

く
し
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
１
―
11
―
２

　

０
３
―
５
３
１
３
―
５
１
５
１

　

０
３
―
５
３
１
３
―
５
１
５
１

④
２
０
０
０
年
４
月

⑤
串
山
紀
夫
（
東
京
都
）

⑥
内
科
・
小
児
科
・
循
環
器
科

⑦
月
～
水
・
金
９
：
00
～
12
：
00
、

15
：
00
～
18
：
00
／
土
９
：
00
～

12
：
00　

休
診
日
：
木
、
日
、
祝
日

⑧
有

⑨
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院
な

ど
⑩
患
者
さ
ん
本
位
の
治
療
を
す
る
こ
と

⑫
小
児
よ
り
高
齢
者
ま
で
全
般
的
に
診

療
し
て
い
ま
す
。

特集１

　一病息災・健康長寿のためには、身近な “かかりつけ医” が大切。本誌第 2 号
（1978 年）、16号（95年）から 23年ぶりのプロフィールのご紹介……。
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5　

仙
川
さ
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
２
―
18
―
15　

メ
ゾ
ン
仙
川

１
Ｆ

　

０
３
―
５
３
１
５
―
７
３
７
３

　

０
３
―
５
３
１
５
―
７
３
７
３

④
１
９
９
７
年
10
月

⑤
佐
藤
正
邦
（
62
歳
／
新
潟
県
）

⑥
内
科
・
小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・

皮
膚
科

⑦
月
・
火
・
木
・
金
９
：
00
～
12
：
30
、

15
：
00
～
18
：
30
／
水
・
土
９
：
00

～
12
：
30　

休
診
日
：
日
・
祝
日

⑧
有

⑨
患
者
さ
ん
の
容
態
・
状
態
に
よ
り
近

隣
の
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、

至
誠
会
第
二
病
院
の
他
、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院
、
調
布

東
山
病
院
な
ど
へ
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。

⑩
開
業
医
と
し
て
患
者
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
訴
え
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
、

病
気
・
状
態
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
昔

な
が
ら
の
町
医
者
を
目
指
し
て
い
る

⑪
症
状
に
よ
り
漢
方
薬
の
処
方
、
一
般

薬
と
の
併
用
を
行
っ
て
い
る
。

⑫
こ
の
地
域
は
小
児
も
高
齢
者
も
ど
ち

ら
も
多
い
準
都
内
的
地
域
で
、
ま
さ

に
現
代
的
な
疾
病
構
造
で
あ
る
。
仙

川
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
近
頃

は
気
候
・
住
宅
環
境
の
変
化
か
ら
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
を
持
っ
た
人
に
症
状

が
出
や
す
く
な
り
、
風
邪
の
後
、
鼻

閉
傾
向
か
ら
口
呼
吸
の
人
が
多
く
な

り
、
気
道
の
乾
燥
を
起
こ
し
て
咳
の

長
引
く
人
が
多
い
。
感
染
症
で
は
な

い
た
め
か
え
っ
て
治
療
に
難
渋
す
る

こ
と
が
多
い
。

⑬
質
実
剛
健

⑭
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
経
験
し
、
組
織
内

の
一
人
と
し
て
働
く
よ
り
、
直
接
、

人
の
為
に
な
れ
る
仕
事
を
し
た
く
て

転
職
し
た
。

⑮
一
般
診
療
に
専
念
し
て
い
て
、
特
別

に
研
究
的
な
こ
と
は
行
っ
て
い
な
い
。

⑯
旧
車
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
）、
上
手
に
な
ら

な
い
健
康
の
た
め
の
ゴ
ル
フ

⑰
地
域
誌
と
し
て
今
の
仙
川
の
情
報
が

得
ら
れ
る
と
と
も
に
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
か
ら
は
変
わ
っ
て
き
た
仙
川
の

以
前
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
雑
誌
で
あ
る
。

仙
川
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
３
―
９
―
５
モ
ン
ヴ
ィ
ラ
ー

ジ
ュ
仙
川
１
Ｆ

　

０
３
―
５
９
６
９
―
８
０
６
１

　

０
３
―
５
９
６
９
―
８
０
６
５

③https://sncl.jp/

④
２
０
１
６
年
７
月

⑤
山
口
竜
一
（
46
歳
／
埼
玉
県
）

⑥
脳
神
経
外
科
、
内
科

⑦
月
～
水
・
金
９
：
00
～
13
：
00
、

15
：
00
～
18
：
30
／
土
９
：
00
～

13
：
00　

休
診
日
：
木
、
日
、
祝
日

⑧
無

⑨
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
脳
神
経

外
科
・
脳
卒
中
科

⑩
患
者
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

⑰
地
域
に
根
付
い
た
雑
誌
で
よ
い
と
思

い
ま
す
。

仙
川
耳
鼻
咽
喉
科

②
仙
川
町
１
─
12
─
46
根
岸
ビ
ル
２
Ｆ

　

０
３
─
５
３
１
３
─
３
２
８
１

③http://fdoc.jp/clinic/detail/
index/id/23627/

④
平
成
４
年

⑤
竹
田
数
章

⑥
耳
鼻
咽
喉
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
・
漢
方

治
療

⑦
月
〜
水
・
金
10
：
00
〜
12
：
30
、

14
：
30
〜
19
：
00
／
土
10
：
00
〜

13
：
00　

休
診
日
：
木
、
日
、
祝
日

⑧
有

⑨
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院
、

至
誠
会
第
二
病
院
、
日
本
医
科
大
学

多
摩
永
山
病
院
、
日
本
医
科
大
学
付

属
病
院
。
院
長
は
桐
朋
学
園
大
学
、

洗
足
学
園
音
楽
大
学
の
音
声
生
理

学
・
臨
床
音
声
学
非
常
勤
講
師

⑩
当
院
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
象
で
、
仏
教

で
は
象
は
慈
悲
を
表
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
慈
悲
に
は
苦
し
み
を
取
り

除
い
て
、
薬
を
与
え
る
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
い
、
慈
悲
の
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に

し
て
診
療
に
あ
た
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　
　

耳
鼻
咽
喉
科
領
域
全
般
の
診
療
に

携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
音
声
医
学

を
特
に
専
門
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た

ア
レ
ル
ギ
ー
、
漢
方
治
療
に
も
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

⑪
東
洋
医
学
、
漢
方
治
療
は
西
洋
医
学

に
な
い
、
優
れ
た
面
も
持
っ
て
い
る

た
め
に
積
極
的
に
と
り
い
れ
て
い
ま

す
。

⑫
桐
朋
学
園
が
あ
る
こ
と
と
、
音
楽
や

演
劇
関
係
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
が

仙
川
に
は
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
芸
術
、

芸
能
関
係
の
方
が
比
較
的
多
く
来
院

さ
れ
ま
す
。

　
　

当
院
は
音
声
を
特
に
専
門
に
し
て

い
る
た
め
、
声
を
使
う
職
業
の
方
、

声
楽
家
、
歌
手
、
音
楽
家
、
音
大
生
、

邦
楽
関
係
、
演
劇
関
係
、
俳
優
、
演
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劇
を
学
ぶ
学
生
、
声
優
、
教
師
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
る
比
率

が
高
い
で
す
。

⑬
頭
も
体
も
動
か
し
て
、
食
生
活
に
も

気
を
つ
け
、
社
会
生
活
に
関
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
し
、
で
き
れ
ば
趣
味
を

持
ち
、
漢
方
薬
や
呼
吸
法
な
ど
も
取

り
入
れ
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
腸

内
細
菌
な
ど
お
腹
の
健
康
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑭
父
が
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
。
医
学
を

通
じ
て
病
気
で
苦
し
む
人
の
手
助
け

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
。

　
　

自
分
が
能
管
の
演
奏
を
す
る
こ
と

で
、
芸
術
、
芸
能
と
医
学
の
接
点
領

域
に
興
味
が
あ
り
、
医
学
の
立
場
か

ら
芸
術
、
芸
能
の
人
を
助
け
、
芸
術

の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
た
か

ら
で
す
。

⑮
音
声
医
学
、
下
脳
医
学
、A
tem
-

T
onus-T

on

（
呼
吸
─
体
の
使
い
方

─
音
声
）
呼
吸
法
、
聴
覚
医
学
、
漢

方
医
学
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ヒ
ト
と
音

の
関
係

⑯
能
管
演
奏
、
フ
ル
ー
ト
、
観
劇
、
ラ

グ
ビ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
写
真
、

書
道
、
園
芸
（
花
蓮
、
バ
ラ
な
ど
）、

将
棋
、
中
国
象
棋
、
チ
ェ
ス
、
旅
行
、

美
術
館
・
博
物
館
め
ぐ
り
、
食
べ
歩

き
⑰
せ
ん
が
わ
に
対
す
る
愛
情
に
あ
ふ
れ
、

地
元
に
密
着
し
て
い
て
、
仙
川
の
歴

史
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
興

味
深
い
雑
誌
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
東
つ
つ
じ
个
丘

山
田
病
院

②
東
つ
つ
じ
ヶ
丘
２
―
36
―
１

　

０
３
―
３
３
０
８
―
８
２
８
１

　

０
３
―
３
３
０
５
―
８
７
８
０

③http://w
w
w
.m
yclinic.ne.jp/

hpyam
ada/pc/

④
１
９
５
７
年
5
月

⑤
院
長　

永
野　

満
（
57
歳
／
神
奈
川

県
）

⑥
精
神
科（
不
眠
、う
つ
症
状
な
ど
、「
物

忘
れ
外
来
」
も
あ
り
ま
す
）

⑦
月
～
金
９
：
30
～
11
：
30
、
13
：
30

～
15
：
00
／
土
９
：
30
～
11
：
00
、

13
：
30
～
15
：
00

⑧
無

⑨
至
誠
会
第
二
病
院
、
調
布
東
山
病
院
、

東
京
慈
恵
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院
、

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
都
立

松
沢
病
院
、
昭
和
大
学
附
属
烏
山
病

院
、
デ
ン
マ
ー
ク
Ｉ
Ｎ
Ｎ
調
布
（
有

料
老
人
ホ
ー
ム
）、
デ
ン
マ
ー
ク
Ｉ

Ｎ
Ｎ
深
大
寺
（
同
）
な
ど

⑩
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ
が
、「
こ
こ

ろ
」
の
健
康
の
た
め
に
、
人
に
よ
り

そ
う
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

⑪
必
要
に
応
じ
て
漢
方
薬
の
処
方
も
行

い
ま
す
。

⑫
比
較
的
若
い
方
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
が
、
お
年
寄
り
も
お
み
え
に
な

り
ま
す
。

⑬
「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
の
た
め
に
は
、

仕
事
と
趣
味
、
会
社
と
家
庭
な
ど
自

分
の
な
か
で
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

（
複
数
の
価
値
基
準
）
を
持
っ
て
い

る
と
よ
い
。

⑭
「
こ
こ
ろ
」
の
治
療
に
関
心
が
あ
っ

た
。

⑮
統
合
失
調
症
の
治
療

⑯
ピ
ア
ノ

⑰
こ
れ
を
機
会
に
講
読
し
た
い
。

　
仙
川
町

石
川
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

②
仙
川
町
１
―
18
―
２　

３
１
１
０
ビ

ル
３
Ｆ

　

０
３
―
６
９
０
９
―
１
７
１
０

　

０
３
―
６
７
０
６
―
１
７
４
０

③http://w
w
w
.i28.jp/

④
２
０
１
１
年
12
月

　
歯
科
医
院

⑤
石
川
創
一
（
43
歳
／
世
田
谷
区
）

⑥
一
般
歯
科
・
矯
正
歯
科
・
小
児
歯
科
・

口
腔
外
科

⑦
月
～
金
10
：
00
～
13
：
30
、
14
：
30

～
19
：
00
／
土
10
：
00
～
13
：
30
、

14
：
30
～
17
：
00　

休
診
日
：
日
・

祝
日

⑧
無

⑨
東
京
医
科
大
学
口
腔
外
科
、
ほ
か
歯

科
大
学
病
院
多
数
あ
り

⑩
な
る
べ
く
現
状
よ
り
悪
く
さ
せ
な
い
、

歯
を
抜
か
な
い
、
簡
単
に
削
ら
な
い

⑪
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
良
い
と
思
い

ま
す
。

⑫
口
腔
内
は
そ
こ
ま
で
悪
い
人
は
少
な

い
。
み
な
自
分
の
健
康
に
興
味
が
あ

る
。

⑬
予
防
が
一
番

⑭
代
々
歯
科
医
師
だ
っ
た
た
め
、
物
心

が
付
い
た
時
か
ら

⑮
矯
正
治
療
、
か
み
あ
わ
せ
と
全
身
の

健
康
の
関
係

⑯
サ
ー
フ
ィ
ン
、
子
供
と
遊
ぶ
こ
と

仙
川
デ
ン
タ
ル
ケ
ア

②
仙
川
町
３
―
11
―
６　

Brillia

仙
川　

１
Ｆ

　

０
３
―
３
３
２
６
―
４
６
１
８

　

０
３
―
３
３
２
６
―
４
６
１
７

③https://w
w
w
.sengaw

a-dental.
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④
２
０
０
４
年
10
月
5
日

⑤
阿
部
正
人（
48
歳
／
栃
木
県
足
利
市
）

⑥
歯
科
口
腔
外
科
・
矯
正
歯
科
・
一
般

歯
科
・
小
児
歯
科

⑦
月
・
火
・
木
・
金
10
：
00
～
13
：
30
、

15
：
00
～
19
：
00
／
水
10
：
00
～

13
：
30
、
15
：
00
～
18
：
30
／
土
９
：

30
～
13
：
30
、
15
：
00
～
18
：
00

　

休
診
日
：
日
、
祝
日

⑧
無

⑨
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
東
京
医
科
大

学
、
国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
、
東

京
慈
恵
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院
、

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院

⑩
天
然
歯
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
共
存

⑯
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ゴ
ル
フ

た
ま
歯
科
医
院

②
仙
川
町
１
―
32
―
29

　

０
３
―
３
３
０
５
―
７
０
０
５

　

０
３
―
３
３
０
５
―
７
３
３
３

④
１
９
９
２
年
10
月

⑤
杉
原
珠
子
（
56
歳
／
東
京
都
）

⑥
一
般
歯
科
・
予
防
歯
科

⑦
月
～
金
９
：
30
～
12
：
30
、
14
：
30

～
20
：
00
／
土
９
：
30
～
12
：
30

　

休
診
日
：
日
、
祝
日

⑧
有

⑨
東
京
慈
恵
医
科
大
学
附
属
第
三
病
院

な
ど

⑩
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
地
域
に
貢
献

す
る

⑫
意
識
の
高
い
人
が
多
い
が
、
も
っ
と

自
分
の
歯
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

歯
科
に
予
防
で
も
来
て
ほ
し
い
。

⑬
口
は
全
身
の
入
り
口
な
の
で
、
口
腔

衛
生
を
大
切
に
。

⑭
自
分
の
父
親
を
早
く
亡
く
し
て
、
健

康
の
大
切
さ
を
感
じ
た

⑮
糖
尿
病
と
歯
科

⑯
旅
行
、
歴
史
研
究
、
天
文

ち
ゃ
い
る
ど
歯
科
医
院

②
仙
川
町
１
―
19
―
17　

仙
川
パ
テ
ィ

オ
２
Ｆ

　

０
３
―
５
３
１
５
―
７
４
７
７

　

０
３
―
３
３
０
８
―
８
２
０
０

③http://w
w
w
.eedent.jp/child1

④
２
０
０
８
年
６
月
20
日

⑤
中
野
潤
三
郎

⑥
一
般
歯
科
・
小
児
歯
科
・
矯
正
歯
科

⑦
月
～
金
９
：
30
～
13
：
00
、
14
：
30

～
18
：
30
／
土
９
：
00
～
12
：
00
、

13
：
00
～
17
：
00　

休
診
日
：
日
・

祝
日

⑧
有

若
葉
歯
科
医
院

②
仙
川
町
１
―
33
―
35

　

０
３
―
３
３
０
８
―
８
０
１
８

　

０
３
―
３
３
０
８
―
８
０
３
３

③http://w
w
w
.w
akaba-d.or.jp/

④
１
９
９
２
年
４
月

⑤
泉
川
正
興

⑥
一
般
歯
科
・
小
児
歯
科
・
審
美
歯
科
・

予
防
歯
科
・
口
腔
外
科
・
イ
ン
プ
ラ

ン
ト

⑦
月
～
金
９
：
00
～
12
：
30
、
14
：
00

～
21
：
00
／
土
９
：
00
～
12
：
30
、

14
：
00
～
～
18
：
00　

休
診
日
：
日
・

祝
日

⑧
有　

火
・
木
・
金
曜
日

⑨
至
誠
会
第
二
病
院
、
東
京
慈
恵
医
科

大
学
附
属
第
三
病
院

⑩
出
来
る
だ
け
会
話
の
時
間
を
持
ち
患

者
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ
た
治
療
を
す

る
こ
と

⑪
以
前
、
日
本
統
合
医
療
学
会
会
員
で

し
た
。

⑫
近
年
若
い
人
の
増
加
と
共
に
虫
歯
治

療
が
増
え
て
き
た
。

⑬
正
し
い
食
生
活

⑭
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
や
赤
ひ
げ
に
憧

れ
た
。

⑮
歯
科
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
菌
性
上
顎
洞

炎
の
治
療
。

⑯
ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
（
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｉ

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
Ｉ
テ
ッ
ク
デ
ィ
ー

プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

⑰
以
前
か
ら
応
援
し
て
ま
す
。

　
入
間
町

ゆ
う
歯
科
医
院

②
入
間
町
１
―
29　

西
友
調
布
入
間
町

店
２
Ｆ

　

０
３
―
５
３
１
４
―
３
３
８
１

　
③http://w

w
w
.you-shika.jp/

④
２
０
０
２
年
６
月

⑤
横
溝
裕
司
（
神
奈
川
県
）

⑥
歯
科
一
般
・
小
児
歯
科
・
口
腔
外
科
・

矯
正
歯
科

⑦
月
・
火
・
木
・
金
10
：
00
～
13
：
00
、

14
：
30
～
21
：
00
／
水
10
：
30
～

13
：
00
、
14
：
30
～
17
：
00
／
土
・
日
・

祝
日
10
：
00
～
13
：
00
、
14
：
30
～

19
：
00

⑧
現
在
は
無
し

⑨
都
内
・
都
外
の
大
学
病
院

⑩
治
療
終
了
後
→
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
重

視
⑪
興
味
は
あ
り
ま
す
が
…
…
。

⑫
若
年
層
～
年
配
の
方
ま
で
広
い
年
代

に
分
布

⑬
予
防
に
勝
る
医
療
は
な
し

⑭
身
近
に
医
療
関
係
者
が
多
数
い
た
た

め
、
必
然
と
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⑮
再
生
医
療
を
も
っ
と
身
近
に

⑯
映
画
・
音
楽
鑑
賞

⑰
タ
ウ
ン
誌
の
範
を
越
え
た
随
筆
・
紀

行
集
で
し
ょ
う
か
？

成
城
皮
膚
形
成
外
科

②
入
間
町
３
─
10
─
４

　

０
３
─
３
４
８
２
─
８
２
４
４

　

０
３
─
３
４
８
２
─
８
２
４
５

③http://w
w
w
.seijokeisei.com

/

④
２
０
０
３
年
11
月
12
日

⑤
原
田　

学

⑥
形
成
外
科
、
美
容
皮
膚
科
、
皮
膚
科
、

内
科

⑦
月
・
火
・
木
・
金
９
：
00
～
11
：
30
、

15
：
00
～
18
：
30
、
土
９
：
00
～

11
：
30　

休
診
日
：
水
、
日
、
祝
日

⑧
有

⑨
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
、
仙
川

さ
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク

⑩
ア
ト
ピ
ー
、
ニ
キ
ビ
を
中
心
に

⑫
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粉
瘤
）
を
放
置
す
る

傾
向
。
ア
テ
ロ
ー
ム
と
は
い
わ
ゆ
る

「
お
で
き
」
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

自
然
に
治
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
受
診

を
せ
ず
に
放
置
し
て
い
る
う
ち
に
化

膿
し
て
慌
て
て
受
診
し
に
来
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
、
治
療
期
間

が
延
び
て
し
ま
い
ま
す
。
行
く
の
は

面
倒
、
き
っ
と
治
る
だ
ろ
う
な
ど
の

思
い
込
み
は
、
逆
に
受
診
回
数
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

⑬
歩
く

⑭
手
術
を
し
た
い

⑮
成
長
ホ
ル
モ
ン
と
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
ど

う
生
か
す
か

⑯
ス
キ
ー

地域に根差した〝ほねつぎ〟として
けいじゅ整骨院　院長　高橋景樹

　私は仙川で生まれ育って 40 年以上が経過しました。生ま
れたのは至誠会第二病院、幼少期はわかば幼稚園（現在の入
間地域センター）に通っていました。祖父母が現在の整骨院
開業地に家を建てたのが昭和 32 年、当時は電話線を引くの
にも相当な距離があって大変だったと聞いた記憶があります。
　ゆけむりの里から至誠会第二病院の方に向かってすぐの距
離にある建物は、もう築 60 年以上経過していますが、なる
べく当時の建物の雰囲気を変えないために自力で改装して、
平成 26 年の夏に開業しました。
　患者さんは遠方から来られる方は特にスポーツをされる方
が多いですが、私が調布の弓道連盟に在籍していることもあ
り、特に弓道でどこか痛めた患者さんが多いのが特徴です。
ご近所では、私の幼少期をご存じのご近所の方々もたくさん
通院していただき、地域の温かさとご縁に感謝する毎日です。
　近年は整骨院というと、マッサージをしてもらうために行
く方が多くなっているようですが、本業は骨折・脱臼・ねん
ざなどを治療するのが専門で、ケガ直後の治療が本業ですが、
病院から退院した後の患者さんを治療することもあります。
　私は地域の皆様に「どこか痛めた！」という時に、気軽に
ご来院いただける整骨院を目指しています。院内の段差は一
つも無いようにして、トイレも車イスで入れるように広めに
しました。
　治療に関しては出し惜しみせず、なるべく最短でスポーツ
現場や日常生活に戻すことを目指しています。しかし、そう
は言っても専門外の疾患や精密検査を要するケガもあります
ので、病院との提携をしてサポート体制を整えています。
　また、もともとトレーナーという職業にあこがれもあり、
資格も国家資格をはじめ取得し、現在は日本オリンピック委
員会医科学強化スタッフとしての委嘱も受けて、アスリート
のサポートにも力を注いでいます。
　平成 27 年から、調布の地域に根ざしたフットサルのチー
ムをサポートしており、近い目標としては、ラグビーワール
ドカップや 2020 の東京オリンピック・パラリンピックにサ
ポートをできるようになりたいと思っています。
　これからも地域の方々が何歳になってもスポーツを楽しみ、
自力で動いて快適に楽しく生活していけるように、地域に根
ざした“ほねつぎ”であり続けたいと思います。
� （若葉町２丁目）
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国
分
寺
崖
線
の
仙
川
近
く
に
あ
る
入

間
町
２
丁
目
緑
地
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
央
研

修
セ
ン
タ
と
野
川
に
挟
ま
れ
た
、
約

一
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
の
土

地
で
す
。
緑
地
は
、
夏
に
は
草
ぼ
う
ぼ

う
に
な
る
草
地
を
従
え
て
手
付
か
ず
に

放
置
さ
れ
て
き
た
自
然
豊
か
な
空
間
で

す
。

　

平
成
17
年
に
世
田
谷
の
喜
多
見
に
移

り
住
み
、
こ
の
緑
地
に
通
っ
て
い
る
う

ち
に
、

①　

こ
こ
は
蝶
が
多
い
な
と
感
じ
一
年

を
通
し
て
ど
ん
な
蝶
が
い
る
の
か
そ

の
実
態
を
掴
み
た
い

②　

緑
地
に
隣
接
し
て
大
規
模
マ
ン
シ

ョ
ン
と
学
園
建
設
の
話
が
聞
こ
え
て

来
ま
し
た
。
開
発
で
生
態
系
が
変
わ

っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
開
発

が
蝶
の
生
態
系
に
ど
の
様
な
影
響
を

与
え
る
か
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
、

２
０
１
４
年
か
ら
週
一
回
、
観
察
記

録
と
写
真
を
撮
る
調
査
を
始
め
ま
し

た
。

　

こ
こ
で
２
０
１
７
年
ま
で
の
４
年
間

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

１
　
蝶
に
つ
い
て

　

ま
ず
種
の
数
で
す
が
、
２
０
１
４
年

は
34
種
、
15
年
は
39
種
、
16
年
は
38
種

そ
し
て
17
年
は
39
種
と
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
記
録
で
き
ま
し
た
。
４
年
間
の
通
算

で
は
、
41
種
に
な
り
ま
し
た
（
別
表
を

参
照
願
い
ま
す
）。

　

こ
の
数
の
凄
さ
は
、
２
０
１
２
年
に

出
版
さ
れ
た
『
新
版
東
京
都
の
蝶
』
に

あ
る
「
東
京
都
蝶
類
分
布
一
覧
表
」
で

の
調
布
市
の
記
録
は
55
種
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
自
然
が
残
り
多
摩
川
と
野

川
を
抱
え
面
積
が
広
い
調
布
市
全
体
の

記
録
と
比
べ
て
も
こ
の
緑
地
が
い
か
に

豊
か
に
保
全
さ
れ
て
い
る
事
が
分
か
り

ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
東
京
２
０
１
３
」
で
区
部
絶
滅

危
惧
Ⅰ
類
の
ウ
ラ
ナ
ミ
ア
カ
シ
ジ
ミ
と

今
後
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
る
ミ
ズ
イ
ロ
オ
ナ
ガ
シ
ジ
ミ
が

い
ま
す
。
併
せ
て
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
が
、
情
報
不
足

の
た
め
判
定
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る

ア
カ
シ
ジ
ミ
が
い
ま
す
。

　

雑
木
林
に
棲
む
こ
の
３
種
の
記
録
は
、

本
腰
を
い
れ
て
こ
の
緑
地
を
守
り
後
世

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
示
唆

し
て
い
ま
す
。

₂
　
他
の
昆
虫
に
つ
い
て

　

私
の
力
不
足
で
記
録
（
写
真
）
を
取

り
な
が
ら
の
種
の
同
定
は
中
々
進
み
ま

せ
ん
が
、
種
名
が
判
明
し
た
も
の
だ
け

で
、
蛾
は
ビ
ロ
ー
ド
ハ
マ
キ
、
キ
ム
ジ

ノ
メ
イ
ガ
、
ヤ
マ
ト
カ
ギ
バ
等
約
40
種
、

蜻
蛉
は
オ
オ
ア
オ
イ
ト
ト
ン
ボ
、
ハ
グ

ロ
ト
ン
ボ
、
コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ
等
11
種
、

亀
虫
類
は
ヨ
コ
ズ
ナ
サ
シ
ガ
メ
、
ア
カ

ス
ジ
キ
ン
カ
メ
ム
シ
、
ハ
サ
ミ
ツ
ノ
カ

メ
ム
シ
等
24
種
、
蝉
は
ツ
ク
ツ
ク
ホ
ウ

シ
等
５
種
、
甲
虫
類
は
キ
マ
ワ
リ
、
ノ

コ
ギ
リ
カ
ミ
キ
リ
、
ラ
ミ
ー
カ
ミ
キ
リ

等
34
種
、
他
に
蜘
蛛
、
蜂
、
蝿
等
が
棲

ん
で
い
ま
す
。

　

又
い
つ
も
気
に
な
る
両
生
類
で
目
が

く
り
く
り
の
ニ
ホ
ン
カ
ナ
ヘ
ビ
も
棲
ん

で
い
ま
す
。

₃
　
緑
地
の
現
況
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
隣
接
地
に
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

開
校
予
定
の
学
園
は
、
植
栽
と
雑
木
を

伐
採
し
て
グ
ラ
ン
ド
を
造
成
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
２
つ
の
事
で
緑
の
緩
衝
帯
が
減

っ
て
し
ま
い
緑
地
が
明
る
く
な
り
ま
し

た
し
、
風
通
り
が
良
く
な
り
乾
燥
が
進

ん
で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

そ
の
影
響
か
ど
う
か
不
明
で
す
が
、

蝶
の
個
体
数
が
減
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
又
、
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
や
コ
シ
ア
キ

ト
ン
ボ
の
姿
も
減
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
現
象
は 

一
時
的
な
事
か

開
発
に
伴
う
影
響
か 

引
き
続
き
調
査

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

仙
川
の
皆
様
に
は
馴
染
み
の
薄
い
入

間
町
２
丁
目
緑
地
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

豊
か
な
自
然
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

蝶
を
中
心
に
昆
虫
の
種
名
を
列
挙
し
ま

し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
た
「
せ

ん
が
わ
21
」
編
集
部
の
方
に
お
礼
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
「
入
間
町
２
丁
目

緑
地
」
に
興
味
が
湧
い
た
方
は
是
非
現

地
を
観
て
下
さ
い
ま
す
か
。
た
だ
し
一

人
か
二
人
で
静
か
に
回
る
事
を
お
勧
め

致
し
ま
す
。

�

（
世
田
谷
区
喜
多
見
９
丁
目
）

入
間
町
２
丁
目
緑
地
の
蝶
た
ち

入
間
の
蝶
マ
ニ
ア
　
衛
藤
譲
二

特集2
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入間緑地センサス2017年 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

日本での記録	 約 230種

上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬
上
旬
中
旬
下
旬

東京都での記録	 約 145種

入間緑地2017年記録	 39種

科 種

アゲハチョウ科
7種

ジャコウアゲハ ○ ○ ○ ○  ○  ○      △ 　  

アオスジアゲハ   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○

キアゲハ  ○ ○ ○ ○ ○     ○    ○ ○  ○  ○

アゲハ  　 ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○  ○  ○ ○  ○ ○  

クロアゲハ  ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   △ ○   ○

ナガサキアゲハ ○  △    ○     ○  

カラスアゲハ ○ ○ ○ △

シロチョウ科
5種

モンキチョウ   ○ ○           

キタキチョウ（キチョウ）  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○

スジグロシロチョウ   ○ ○  ○  ○  ○ ○ ○ 　 ○

モンシロチョウ    ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○  △ △      

ツマキチョウ  ○ ○ ○

シジミチョウ科
11種

ムラサキシジミ ○ ○ ○ ○  ○  ○     ○ ○   

ムラサキツバメ 　 　     

アカシジミ  ○ ○    

ウラナミアカシジミ ○ ○ ○  

ミズイロオナガシジミ ○ ○  ○ ○ ○ ○

ベニシジミ     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○ ○ ○    

ウラナミシジミ ● ○ ○

ヤマトシジミ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○

ルリシジミ ○ △ ○ ○  △ ○ ○   ○     

ツバメシジミ   ○ ○ ○ ○     ○  

ウラギンシジミ      ○  ○ 　 ○  
テングチョウ科
1種 テングチョウ ○  ○  ○    

マダラチョウ科
１種 アサギマダラ  

タテハチョウ科
8種

ミドリヒョウモン ○    

ツマグロヒョウモン   ○  ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○  

コミスジ     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○

キタテハ  ○ ○ ○ ○   ○ ○   ○  ○    　  

ルリタテハ   ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○  

ヒメアカタテハ   ○   ○  ○  

アカタテハ     ○

アカボシゴマダラ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○  ○  

ジャノメチョウ科
5種

ヒメウラナミジャノメ   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○   ○

ヒカゲチョウ  ○ ○ ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○   ○

サトキマダラヒカゲ  ○ ○ ○ ○  ○ ○    

ヒメジャノメ  ○ ○  ○  ○ ○ ○ ○   ○ ○

クロコノマチョウ ○     ○   ○ ○  ○   ○      

セセリチョウ科
4種

ダイミョウセセリ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○

キマダラセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

オオチャバネセセリ   

イチモンジセセリ  ○  ○       ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

△：未確認種

入間町 2丁目緑地の蝶の年間記録科 種 調布市 狛江市 世田谷区 調布市　入間町２丁目緑地
１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

２
０
１
４
年
記
録

２
０
１
５
年
記
録

２
０
１
６
年
記
録

２
０
１
７
年
記
録

タテハチョウ科

ウラギンヒョウモン ● 高尾山で確認
オオウラギンヒョウモン ○
イチモンジチョウ ○ ○ 高尾山で確認
アサマイチモンジ ○ ○
オオミスジ ○
ミスジチョウ ○ ○
コミスジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サカハチチョウ 高尾山で確認
キタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シータテハ ●
ヒオドシチョウ ○
クジャクチョウ ● 1994 年笠取山で確認
アカタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメアカタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ルリタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオタテハモドキ ●
リュウキュウムラサキ ●
スミナガシ ● 高尾山で確認
コムラサキ ○ ○ ○
ゴマダラチョウ ○ ○ ○ 日影沢で確認
アカボシゴマダラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオムラサキ ● ○ 高尾山頂で確認

ジャノメチョウ科

ヒメウラナミジャノメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ジャノメチョウ ○ ○ ○
ヒカゲチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロヒカゲ ○ ○ 城山山頂で確認
サトキマダラヒカゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメジャノメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コジャノメ ○ ○ 明王峠と影信山の間で確認
ウスイロコノマチョウ
クロコノマチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セセリチョウ科

アオバセセリ ● 日影沢林道で確認
ダイミョウセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマセセリ ○ ○
ギンイチモンジセセリ ○ ○ ○ 多摩川（狛江市）で確認
ホソバセセリ ○ 一丁平下で確認
コチャバネセセリ ○ ○ ○ 陣馬高原バス停上で確認
ヒメキマダラセセリ ○ 陣馬高原バス停上で確認
キマダラセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオチャバネセセリ ○ ○
チャバネセセリ ○ ○ ○
ミヤマチャバネセセリ ○ ○ ○
イチモンジセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2000 年以降記録あり　計 54 39 48
記録合計 69 49 82 34 39 38 39 通算 41 種

凡例：○記録あり
　　　●偶産種ヒョウモン類や山地性タテハ類は移動性が強く、秋には山地から
　　　　飛来した個体が平地で見られる種
ホソオチョウは除外
アサギマダラは偶産種から記録ありとした
ミドリヒョウモンは偶産種から記録ありとした

2000 年以降での
調布市の記録 54 種
入間 2 丁目緑地 41 種
差 13 種

入間町 2丁目緑地及び調布市・狛江市・世田谷区の蝶の記録
参照資料：『新版　東京都の蝶』　2012年 5月 31日発行　西多摩昆虫同好会編

科 種 調布市 狛江市 世田谷区 調布市　入間町２丁目緑地
１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

２
０
１
４
年
記
録

２
０
１
５
年
記
録

２
０
１
６
年
記
録

２
０
１
７
年
記
録

アゲハチョウ科

ジャコウアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アゲハチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オナガアゲハ ○ ○ 高尾山で記録
クロアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナガサキアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モンキアゲハ ○ ○ ○ 高尾山で記録
カラスアゲハ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマカラスアゲハ ● 高尾山で記録
アオスジアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロチョウ科

ヒメシロチョウ
キタキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツマグロキチョウ ○ ○
ヤマキチョウ ●
モンキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツマキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モンシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スジグロシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジミチョウ科

ゴイシシジミ ○ ○ ○ 笹はあるが
ウラギンシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムラサキツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムラサキシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラゴマダラシジミ ○ ○ ○
ミズイロオナガシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラナミアカシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミドリシジミ ○ ○
オオミドリシジミ ○
トラフシジミ ○ ○ 高尾山で記録
コツバメ ○ ○ 裏高尾で記録
ベニシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロシジミ ○
ウラナミシジミ ○ ○ ○ ○ 2017 年記録
ヤマトシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シルビアシジミ ○
ツバメシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スギタニルリシジミ 小下沢で記録
ルリシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマシジミ

テングチョウ科 テングチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マダラチョウ科
アサギマダラ ● ● ● ○
スジグロカバマダラ ●

タテハチョウ科

ウラギンスジヒョウモン ○
オオウラギンスジヒョウモン ● ●
ミドリヒョウモン ● ● ○ ○ ○
クモガタヒョウモン ● 高尾山で確認
メスグロヒョウモン ○ ○ 高尾山で確認
ツマグロヒョウモン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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科 種 調布市 狛江市 世田谷区 調布市　入間町２丁目緑地
１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

２
０
１
４
年
記
録

２
０
１
５
年
記
録

２
０
１
６
年
記
録

２
０
１
７
年
記
録

タテハチョウ科

ウラギンヒョウモン ● 高尾山で確認
オオウラギンヒョウモン ○
イチモンジチョウ ○ ○ 高尾山で確認
アサマイチモンジ ○ ○
オオミスジ ○
ミスジチョウ ○ ○
コミスジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サカハチチョウ 高尾山で確認
キタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シータテハ ●
ヒオドシチョウ ○
クジャクチョウ ● 1994 年笠取山で確認
アカタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメアカタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ルリタテハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アオタテハモドキ ●
リュウキュウムラサキ ●
スミナガシ ● 高尾山で確認
コムラサキ ○ ○ ○
ゴマダラチョウ ○ ○ ○ 日影沢で確認
アカボシゴマダラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオムラサキ ● ○ 高尾山頂で確認

ジャノメチョウ科

ヒメウラナミジャノメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ジャノメチョウ ○ ○ ○
ヒカゲチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロヒカゲ ○ ○ 城山山頂で確認
サトキマダラヒカゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒメジャノメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コジャノメ ○ ○ 明王峠と影信山の間で確認
ウスイロコノマチョウ
クロコノマチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セセリチョウ科

アオバセセリ ● 日影沢林道で確認
ダイミョウセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマセセリ ○ ○
ギンイチモンジセセリ ○ ○ ○ 多摩川（狛江市）で確認
ホソバセセリ ○ 一丁平下で確認
コチャバネセセリ ○ ○ ○ 陣馬高原バス停上で確認
ヒメキマダラセセリ ○ 陣馬高原バス停上で確認
キマダラセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオチャバネセセリ ○ ○
チャバネセセリ ○ ○ ○
ミヤマチャバネセセリ ○ ○ ○
イチモンジセセリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2000 年以降記録あり　計 54 39 48
記録合計 69 49 82 34 39 38 39 通算 41 種

凡例：○記録あり
　　　●偶産種ヒョウモン類や山地性タテハ類は移動性が強く、秋には山地から
　　　　飛来した個体が平地で見られる種
ホソオチョウは除外
アサギマダラは偶産種から記録ありとした
ミドリヒョウモンは偶産種から記録ありとした

2000 年以降での
調布市の記録 54 種
入間 2 丁目緑地 41 種
差 13 種

入間町 2丁目緑地及び調布市・狛江市・世田谷区の蝶の記録
参照資料：『新版　東京都の蝶』　2012年 5月 31日発行　西多摩昆虫同好会編

科 種 調布市 狛江市 世田谷区 調布市　入間町２丁目緑地
１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

１
９
５
９
年
以
前

１
９
６
０
〜
70
年
代

１
９
８
０
〜
90
年
代

２
０
０
０
年
以
降

２
０
１
４
年
記
録

２
０
１
５
年
記
録

２
０
１
６
年
記
録

２
０
１
７
年
記
録

アゲハチョウ科

ジャコウアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アゲハチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オナガアゲハ ○ ○ 高尾山で記録
クロアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナガサキアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モンキアゲハ ○ ○ ○ 高尾山で記録
カラスアゲハ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマカラスアゲハ ● 高尾山で記録
アオスジアゲハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シロチョウ科

ヒメシロチョウ
キタキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツマグロキチョウ ○ ○
ヤマキチョウ ●
モンキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ツマキチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モンシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スジグロシロチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジミチョウ科

ゴイシシジミ ○ ○ ○ 笹はあるが
ウラギンシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムラサキツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムラサキシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラゴマダラシジミ ○ ○ ○
ミズイロオナガシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アカシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラナミアカシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミドリシジミ ○ ○
オオミドリシジミ ○
トラフシジミ ○ ○ 高尾山で記録
コツバメ ○ ○ 裏高尾で記録
ベニシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロシジミ ○
ウラナミシジミ ○ ○ ○ ○ 2017 年記録
ヤマトシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シルビアシジミ ○
ツバメシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スギタニルリシジミ 小下沢で記録
ルリシジミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマシジミ

テングチョウ科 テングチョウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マダラチョウ科
アサギマダラ ● ● ● ○
スジグロカバマダラ ●

タテハチョウ科

ウラギンスジヒョウモン ○
オオウラギンスジヒョウモン ● ●
ミドリヒョウモン ● ● ○ ○ ○
クモガタヒョウモン ● 高尾山で確認
メスグロヒョウモン ○ ○ 高尾山で確認
ツマグロヒョウモン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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桐朋学園正門前　☎03-3300-8667

アシッド療術
エステサロン

ひ み 家
HiMika

アシッド療術エステ師

（公社）療術師会
認定講師 渡辺ひみか

生徒募集中 !

  森のテラスは山田茂雄造園事務所が運営するオープンガーデンです。

東京都調布市若葉町1-32-13　Tel 03-3307-1987
Mail info@moritera.com　HP www.moritera.com

森のテラスは山田茂雄造園事務所が運営するオープンガーデンです。

Open 10:00～16:00　月曜定休

森のテラスは山田茂雄造園事務所が運営するオープンガーデンです。

DENTAL
WAKABA

CLINIC

月・火・水・金　9：00～12：30　14：00～21：00
木　9：00～12：30　土　9：00～18：00　日・祭休診
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仙
川
商
店
街
の
真
ん
中
に
位
置
し
地

域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
（
目
印
）
に
も
な

っ
て
い
た
丸
正
食
品
仙
川
店
が
３
月
18

日
で
46
年
間
続
け
た
店
を
閉
じ
た
。
建

物
の
契
約
期
限
が
来
た
た
め
と
さ
れ
る

が
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
島
忠
仙
川
に
食

品
館
あ
お
ば
仙
川
店
が
進
出

（
２
０
１
７
年
９
月
）、
ク
イ
ー
ン
ズ
伊

勢
丹
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

（
２
０
１
６
年
４
月
）
な
ど
地
域
の
食

品
ス
ー
パ
ー
同
士
の
激
し
い
競
争
が
も

た
ら
し
た
、
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

仙
川
商
店
街
は
旧
甲
州
街
道
（
国
道

20
号
）
か
ら
京
王
線
仙
川
駅
を
挟
ん
で

桐
朋
学
園
に
向
け
て
伸
び
る
約
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
一
本
道
と
、
そ
の
周
辺
に

広
が
る
。
こ
こ
の
商
店
街
協
同
組
合
に

加
わ
る
店
舗
や
事
業
所
の
会
員
は
現
在

二
二
〇
だ
が
、
新
規
の
チ
ェ
ー
ン
店
な

ど
加
入
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
地
域
全
体
の
店
舗

の
数
は
約
四
〇
〇
に
上
る
と
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
住
民
の
暮
ら
し
や
健

康
を
支
え
る
一
方
、
商
戦
の
中
で
浮
き

沈
み
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

変
化
を
示
す
例
証
と
し
て
、
こ
こ
に

35
年
前
の
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年 

６
月
段
階
の
商
店
街
を
記
し
た
マ
ッ
プ

が
あ
る
。
当
時
の
地
域
紙
が
調
べ
て
紙

面
に
掲
載
し
た
。
そ
れ
を
「
せ
ん
が
わ

21
」
編
集
部
が
借
用
し
て
10
年
後
の

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
９
月
、
店
舗

の
移
転
、
改
名
、
廃
業
に
よ
っ
て
消
え

た
と
こ
ろ
を
マ
ー
ク
し
て
、
そ
の
変
化

を
伝
え
た
。

　

そ
れ
か
ら
25
年
が
過
ぎ
た
今
、
さ
ら

に
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
調
べ
て
み
た
。

元
の
ま
ま
残
る
の
は
西
友
ス
ト
ア
、「
メ

ガ
ネ
の
ナ
カ
エ
」
な
ど
38
件
、
同
じ
業

態
で
名
前
を
変
え
て
残
る
の
は
、
み
ず

ほ
（
旧
第
一
勧
業
）
銀
行
調
布
仙
川
支

店
な
ど
４
件
だ
け
だ
。
つ
ま
り
昭
和
の

終
わ
り
頃
か
ら
今
も
続
く
の
は
４
分
の

１
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　

丸
正
の
よ
う
に
昨
年
１
月
以
降
、
こ

の
４
月
ま
で
の
１
年
余
り
の
間
に
和
菓

子
の
「
藤
屋
」、
書
籍
の
「
書
原
」
な

ど
19
の
店
が
姿
を
消
し
て
い
る
。
そ
れ

に
代
わ
っ
て
新
し
い
業
態
の
店
舗
の
進

出
が
あ
る
。

　

仙
川
商
店
街
は
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
当
時
の
27
店
舗
が
任
意
団
体

で
「
商
栄
会
」
を
結
成
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
60
年
代
以
降
、
周
辺
に
住
宅

団
地
や
分
譲
住
宅
が
増
え
る
と
も
な
っ

て
発
展
を
重
ね
た
。
１
９
７
８
（
昭
和

53
）
年
に
「
商
栄
会
」
が
協
同
組
合
に

法
人
化
さ
れ
て
今
の
愛
称
「
ハ
ー
モ
ニ

ー
タ
ウ
ン
」
に
至
る
。
当
初
か
ら
続
く

店
の
当
主
は
２
代
目
か
ら
３
代
目
の
時

代
を
迎
え
て
い
て
、
後
継
者
問
題
は
切

姿
変
え
る
仙
川
商
店
街

　
　
　
　

35
年
間
で
残
っ
た
の
は
１
／
４

村
野
　
坦

私
の
履
歴
書

仙
川
で
創
業
し
て
56
年
余
の
地
縁
の
中
で

　
　
～
地
元
の
発
展
を
願
い
、
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
た
ら
～

 

後
迫
　
巌

実
だ
。

　

全
国
レ
ベ
ル
で
人
口
減
少
が
進
む
の

に
東
京
圏
へ
の
集
中
は
止
ま
ら
な
い
。

区
部
に
隣
接
す
る
調
布
市
で
も
「
転
入

超
過
」
が
続
く
。
仙
川
商
店
街
の
周
辺

地
域
に
古
く
か
ら
住
む
人
た
ち
の
高
齢

化
が
進
む
一
方
、
子
育
て
世
代
を
中
心

に
新
住
民
が
増
え
て
い
る
。

　

仙
川
商
店
街
の
変
容
は
、
個
別
の
事

情
を
抱
え
な
が
ら
、
そ
う
し
た
社
会
の

変
化
や
経
済
状
況
、
時
代
の
ト
レ
ン
ド

を
映
し
出
し
て
い
る
。

�

（
若
葉
町
一
丁
目
）

　

鹿
児
島
県
出
身
の
私
は
不
思
議
な
縁

で
こ
の
地
「
仙
川
」
で
、
昭
和
37

（
一
九
六
二
）
年
に
起
業
し
て
早
く
も

55
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

６
人
兄
弟
姉
妹
の
次
男
に
生
ま
れ
た

私
は
終
戦
を
朝
鮮
半
島
で
迎
え
、
命
か

ら
が
ら
故
郷
鹿
児
島
に
引
き
上
げ
て
き

た
の
が
小
学
校
５
年
生
の
時
で
し
た
。

そ
の
後
、
自
力
で
地
元
の
国
立
大
学
を

卒
業
し
、
県
庁
の
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
貧
乏
生
活
か
ら
何
と
か
は
や
く

脱
出
し
、
戦
中
戦
後
に
苦
労
を
か
け
た

母
を
楽
に
さ
せ
た
い
と
考
え
、
決
心
し

て
東
京
に
出
て
き
た
の
は
昭
和
32

（
一
九
五
七
）
年
で
し
た
。

　

住
ま
い
は
先
に
上
京
し
て
い
た
兄
の

ア
パ
ー
ト
に
居
候
し
ま
し
た
。
場
所
は

芦
花
公
園
。
し
か
し
あ
ま
り
の
狭
さ
に

引
っ
越
し
を
決
め
、
家
賃
が
格
安
だ
っ

た
こ
と
で
「
仙
川
」
に
住
む
よ
う
に
な
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仙
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り
ま
し
た
。
川
の
仙
川
沿
い
に
あ
る
三

畳
一
間
の
安
ア
パ
ー
ト
で
す
。
周
り
は

全
て
田
ん
ぼ
で
夜
は
真
っ
暗
。
夏
は
蛙

の
合
唱
の
お
迎
え
で
し
た
。
今
で
は
緑

ヶ
丘
と
い
う
地
名
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
仙
川
商
店
街
に
は
お
世
話
に

な
り
、
中
心
地
に
あ
っ
た
銭
湯
は
よ
く

利
用
し
ま
し
た
。
給
料
が
出
た
時
に
は
、

た
ま
の
贅
沢
に
「
幡
野
屋
」
さ
ん
で
お

そ
ば
を
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

　

は
じ
め
は
当
時
銀
座
４
丁
目
に
本
社

の
あ
っ
た
エ
ス
エ
ス
製
薬
に
就
職
し
ま

し
た
。
仕
事
は
薬
の
販
売
営
業
で
、
銀

座
か
ら
三
多
磨
エ
リ
ア
の
薬
局
を
ス
ク

ー
タ
ー
で
い
そ
が
し
く
回
っ
て
い
ま
し

た
。
甲
州
街
道
は
拡
幅
前
で
、
現
在
の

道
幅
の
１
／
３
程
度
の
幅
し
か
な
か
っ

た
時
代
で
す
。
初
め
て
仙
川
で
訪
問
し

た
の
は
「
仙
川
薬
局
」
さ
ん
で
、
今
も

営
業
さ
れ
て
い
る
老
舗
の
薬
局
で
す
。

　

２
年
ほ
ど
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
成
功
し
て
母
を
東
京
に
呼

び
寄
せ
た
い
と
い
う
目
標
に
は
程
遠
い

状
況
で
し
た
。
何
と
か
い
い
方
法
が
な

い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
親
戚
か

ら
「
不
動
産
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

の
で
手
伝
わ
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
ま
し

た
。
当
時
は
不
動
産
開
発
ブ
ー
ム
も
あ

っ
て
伸
び
て
い
る
分
野
で
し
た
。
そ
の

路
は
な
く
、
そ
こ
に
道
路
を
新
設
す
る

こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
道
路
新
設
に
必
要
な
土
地
の
所
有

者
は
川
原
武
次
さ
ん
で
、
建
築
用
地
の

所
有
者
と
は
別
で
し
た
。
川
原
さ
ん
は

仙
川
の
発
展
に
こ
の
道
路
は
必
要
と
判

断
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
る
交
渉
・
協
議

の
結
果
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
北
側
に
幅
員

６
ｍ
の
道
路
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
商
店
街
の
東
西
の
行
き

来
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人

が
商
店
街
を
回
遊
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

商
圏
拡
大
し
発
展
に
つ
な
が
っ
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

50
年
前
の
仙
川
は
畑
や
空
き
地
が
目

立
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
商
店
街
の

発
展
、
変
化
は
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
を

感
じ
ま
す
。
店
舗
も
大
き
く
変
化
を
続

け
て
い
ま
す
。
た
だ
残
念
な
の
は
昔
な

が
ら
の
手
作
り
だ
っ
た
り
、
こ
こ
で
し

か
手
に
入
ら
な
い
と
い
う
お
店
が
減
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
競
争
を
勝
ち

抜
く
た
め
に
、
大
規
模
展
開
の
チ
ェ
ー

ン
店
が
増
え
て
い
る
の
は
、
安
く
て
お

い
し
い
も
の
、
い
い
も
の
を
要
求
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
か
ら
だ
と
い
え

る
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
利
用

し
て
み
る
と
が
っ
か
り
ど
こ
ろ
か
、「
い

い
ね
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
ど
こ
の
駅
も
同
じ
よ
う

な
店
ば
か
り
で
す
と
味
気
な
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
西
側
の
桐
朋
学
園
正
門
通
り
に
今
年

２
月
、
和
菓
子
の
「
餡
の
輪
」
が
開
店

し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
気
温
、
湿
度
に

合
わ
せ
て
き
め
細
か
く
調
整
し
て
作
り

上
げ
る
和
菓
子
は
や
は
り
一
味
も
二
味

も
違
う
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
通
り
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

が
楽
し
め
る
「
Ｏ
Ｈ
！
膳
屋
」
を
は
じ

め
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、
手
作
り
の
ド

ー
ナ
ツ
、
お
し
ゃ
れ
な
帽
子
屋
さ
ん
、

和
服
、
和
食
器
屋
さ
ん
な
ど
個
性
的
な

お
店
が
あ
り
ま
す
。
活
気
の
あ
る
「
仙

川
」、
元
気
な
「
仙
川
」
の
た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な
お
店
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と

な
る
個
性
的
な
お
店
に
も
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
七
回
目
の
干
支
を
迎
え
ま
し
た

が
、
い
ま
だ
に
現
役
で
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
「
仙
川
」

の
発
展
を
強
く
願
い
、
微
力
な
が
ら
少

し
で
も
貢
献
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（
土
地
・
建
物
の
武
蔵
野
グ
ル
ー
プ　

代
表
取
締
役
）

会
社
は
つ
つ
じ
ヶ
丘
に
あ
り
、
商
圏
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
ス
ク
ー
タ
ー
で

走
り
回
っ
た
三
多
摩
地
区
、
通
勤
も
好

都
合
で
し
た
。
意
を
決
し
て
不
動
産
の

世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

仙
川
に
住
み
な
が
ら
、
つ
つ
じ
ヶ
丘

の
会
社
で
２
年
ほ
ど
働
い
た
後
に
独
立
。

仙
川
商
店
街
に「
武
蔵
野
ハ
ウ
ジ
ン
グ
」

を
昭
和
37
（
一
九
六
二
）
年
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
業
績
は
当
時
の
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
順
調
に
推
移
し
、
測
量
部
門
、

不
動
産
開
発
部
門
、
不
動
産
賃
貸
・
管

理
部
門
な
ど
を
会
社
化
し
、
仙
川
に
本

社
ビ
ル
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

仙
川
商
店
街
に
お
け
る
事
業
も
お
手

伝
い
い
た
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
丸

正
が
入
っ
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
築
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
設

計
会
社
か
ら
の
依
頼
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
の
た
め
の
測
量
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
布
市
と
の
協
議
の
結
果
、
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
築
許
可
を
得
る
た
め
に
は
、

建
築
用
地
に
幅
員
６
ｍ
の
道
路
が
接
し

て
い
る
こ
と
、
そ
の
道
路
が
南
北
に
延

び
る
商
店
街
の
道
路
に
接
続
す
る
こ
と

が
条
件
で
し
た
。
当
時
、
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
中
央
に
位
置
す
る
「
中
江
時
計

店
」
さ
ん
付
近
か
ら
東
側
に
抜
け
る
道
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17　

　
〝
小
さ
い
街
で
小
さ
な
店
を
や
ろ
う
〟

と
の
夢
の
一
号
店
は
仙
川
駅
か
ら
程
近

い
と
こ
ろ
で
実
現
し
ま
し
た
。
そ
れ
は

２
階
の
広
々
と
し
た
空
間
で
奥
の
窓
か

ら
は
青
い
空
と
羊
が
出
て
き
そ
う
な
の

ど
か
な
野
原
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
八
八
（
昭
和
63
）
年
、
ナ
チ
ュ
ラ

ル
カ
フ
ェ
＆
ウ
ェ
ア
の
店
で
「teand

」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
ほ
っ
と
で
き
る
空
間
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
始
ま
る
夢
や
出
会
い
。
お

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
先
の
こ
と
は
何
も

考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
バ
ブ
ル
景
気
が
到
来
し
私
生

活
で
は
家
族
に
も
恵
ま
れ
、
怒
濤
の
勢

い
で
走
り
抜
け
た
７
年
間
で
し
た
。
大

量
生
産
・
大
量
消
費
に
違
和
感
を
持
ち
、

手
作
り
感
の
あ
る
商
品
を
求
め
、
海
外

へ
探
し
に
出
か
け
始
め
ま
し
た
。

一
九
九
六
（
平
成
６
）
年
に
は
２
番
目

の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、
ア
ジ
ア
の
手

仕
事
の
服
を
紹
介
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル

崩
壊
の
時
期
で
し
た
が
、
ワ
ク
ワ
ク
と

楽
し
い
品
々
と
共
に
充
実
し
た
日
々
が

続
き
ま
し
た
。
日
常
の
疑
問
点
諸
々
は

先
輩
の
お
客
様
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
で
店
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た

時
は
「
ま
だ
ま
だ
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
は
や
っ
て
い
な
い
。
や
り
た
い
こ
と

を
実
行
し
て
出
来
な
か
っ
た
ら
、
そ
の

時
は
辞
め
よ
う
」
と
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
四
（
平
成
17
）
年
頃
か
ら
植

物
染
め
の
手
織
り
の
服
を
布
か
ら
作
る

た
め
に
、
年
２
度
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ネ

パ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
に
織
り
元
を

探
す
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
３

番
目
の
茶
安
土
を
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
し
ま
し
た
。

今
ま
で
で
は
一
番
狭
い
店
で
す
が
、〝
小

さ
い
街
で
小
さ
い
店
を
や
る
〟
と
い
う

最
初
の
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
な
場
所

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年

で
31
年
目
に
な
る
茶
安
土
の
歴
史
は
お

客
様
の
歴
史
で
も
あ
り
、
こ
の
月
日
が

あ
っ
て
こ
そ
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
服
も

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
仙
川
で
な

け
れ
ば
た
ど
り
つ
け
な
か
っ
た
今
が
あ

り
ま
す
。
自
然
豊
か
な
仙
川
で
四
季

折
々
の
風
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
街
に

ふ
さ
わ
し
い
小
さ
な
店
を
こ
れ
か
ら
も

育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

愛
す
る
仙
川
と
人
々
に
感
謝
を
込
め

て
。�

（
茶
安
土　

店
主
）

茶テ
ィ
ア
ン
ド
安
土
の
31
年
目
を
迎
え
て

前
川
か
お
る

閉店したお店
（2017年 1月～18年 4月）

りきや化粧品店
バー　インテルメツオ
山利屋仙川店
藤屋
チャップリンK
書原
セラフ理容室
スナック入り江
Live Bar Ding Dong
菅家新聞店
ブティック伊奈河
明治屋靴店
仙川洋しょく店
ハンズビーフレンテ仙川店
キャンドゥ
サンリオ
代一元
スナック　マリ
丸正食品仙川店
（順不同）
いろいろな思い出をありがとうござ
いました。� （せんがわびと有志）
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デザート
持ち込み

OK

自家焙煎コーヒー

テイクアウトできますテイクアウトできますテイクアウトできます

デザート
持ち込み
デザート
持ち込み

OKOK
11:00~19:3011:00~19:30 火曜定休火曜定休

広島風お好み焼

11：30～23：30　月曜定休　☎ 3326－3455

『（とりあえず）にしさん』

あなたの街の電気店

若葉町 2－24－19 ☎3307－3182

ヤナバ電機商会

桐朋学園大学正門前すぐ
11:30〜17:00
定休日：日、月、祝日

070-5553-5366

なつかしい東京ラーメンの味わい

仙川アベニュー ☎3307－0709

おかげさまで創業 52 周年

煮物 焼物 揚物 やきとり 手作り総菜

仙川商店街　☎3326-4455

仙川町 1-25-4 シティハウス仙川 1F☎ 03-6909-0014

せんがわ劇場むかい

03-3308-0001

前田整骨院
午前 9：00～12：30 仙川町 1－19－23
午後 15：00～20：00 休診日：日曜・祝日

各種保険取扱い各種保険取扱い各種保険取扱い 自賠責保険自賠責保険自賠責保険

仙川町 1－21－24 ☎ 03－6321－3977

らぁめん　つけめん医薬品・漢方相談・健康アドバイザー

TEL 03-3308-5355仙川町 1-11-11（仙川駅前）

仙 川 薬 局
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「
木
造
建
築
で
は
国
内
最
大
級
」
と
い

う
桐
朋
学
園
大
学
音
楽
学
部
仙
川
キ
ャ

ン
パ
ス
の
新
校
舎
が
使
用
開
始
か
ら
２

年
目
を
迎
え
た
。
こ
の
校
舎
の
誕
生
と

と
も
に
「
木
の
香
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
と

銘
打
つ
学
生
た
ち
の
演
奏
会
が
定
期
的

に
開
か
れ
、
申
し
込
み
す
れ
ば
、
だ
れ

で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

新
校
舎
は
地
下
１
階
、
耐
火
木
造
４

階
建
、
延
べ
床
面
積
約
５
千
平
方
メ
ー

ト
ル
、
設
計
し
た
隈
研
吾
氏
は
東
京
五

輪
を
め
ざ
し
建
設
中
の
新
国
立
競
技
場

や
根
津
美
術
館
（
港
区
）
な
ど
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
建
築
家
で
「
和
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
作
品
で
知
ら
れ
る
。
新
校
舎
の

玄
関
の
、
カ
ニ
が
爪
を
振
り
上
げ
た
よ

う
な
大
庇
（
ひ
さ
し
）
が
目
を
引
く
。

　

外
装
だ
け
で
な
く
内
部
も
床
、
壁
、

天
井
ま
で
全
て
木
が
使
わ
れ
た
。
木
と

音
の
関
係
は
ピ
ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
な

ど
の
楽
器
や
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
内

装
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
と
て
も
相
性

が
い
い
。
建
物
丸
ご
と
の
木
造
は
音
楽

の
学
び
舎
に
実
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

桐
朋
音
大
に
は
二
〇
一
四
年
、
調
布

駅
か
ら
徒
歩
10
分
ほ
ど
の
布
多
天
神
近

く
に
建
て
た
校
舎
が
あ
る
。
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
箱
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
現

代
的
は
外
観
は
仙
川
新
校
舎
と
は
対
照

的
だ
、
約
八
百
人
の
学
生
に
は
講
座
系

の
授
業
は
調
布
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
個
人

指
導
が
中
心
の
実
技
の
レ
ッ
ス
ン
は
仙

川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
と
大
ま
か
な
機
能

分
担
が
で
き
て
い
る
。

　
「
木
の
香
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
が
で
き
る
最
も
大
き

な
３
階
の
３
３
３
教
室
に
椅
子
を
並
べ

て
客
席
を
つ
く
る
。
二
〇
一
七
年
度
は

ピ
ア
ノ
部
門
が
中
心
に
な
っ
て
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
、
29
回
開
か
れ
た
。

夏
休
み
の
８
月
を
除
い
て
毎
月
、
10
月

に
は
５
回
も
あ
っ
た
。
演
奏
形
態
は
独

奏
あ
り
合
奏
あ
り
、
曲
目
は
古
典
か
ら

現
代
音
楽
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

こ
の
演
奏
会
に
自
ら
「
木
の
香
り
」

の
名
付
け
た
梅
津
時
比
古
学
長
は
、
そ

の
狙
い
に
つ
い
て
「
学
生
が
開
示
す
る

音
楽
を
皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
く
こ

と
。
桐
朋
に
は
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を

取
る
レ
ベ
ル
の
学
生
は
、
た
く
さ
ん
い

る
が
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
い
学
生
も
、

と
も
か
く
全
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
。

そ
の
た
め
に
木
造
校
舎
を
最
大
限
、
生

か
し
た
い
」
と
話
す
。

　

初
年
度
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
毎
回
、
ピ

ア
ノ
科
の
指
導
教
員
と
そ
の
門
下
生
の

ユ
ニ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。
桐
朋
の
音
楽

教
育
は
女
子
高
音
楽
学
科（
男
女
共
学
）

と
大
学
と
が
一
貫
教
育
の
シ
ス
テ
ム
に

な
の
で
、
高
校
生
の
門
下
生
も
加
わ
る

こ
と
に
な
る
。
演
奏
曲
目
に
よ
っ
て
は

弦
楽
器
や
声
楽
専
攻
の
学
生
も
出
演
す

る
。
先
生
も
加
わ
っ
て
師
弟
一
体
の
演

奏
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。

　

桐
朋
に
は
ピ
ア
ノ
が
全
キ
ャ
ン
パ
ス

分
を
合
わ
せ
る
と
一
五
〇
台
余
り
あ
る

と
い
う
が
、
３
３
３
教
室
に
は
、
な
か

で
も
上
質
な
演
奏
会
用
の

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
２
台
が

備
え
て
あ
る
。

　
「
一
般
学
生
に
は
演
奏

会
形
式
で
技
量
を
披
露
す

る
機
会
が
意
外
に
少
な
い
。

い
い
ピ
ア
ノ
を
使
っ
て
学

内
の
仲
間
や
父
兄
、
外
部

の
人
た
ち
に
自
分
の
音
楽

を
聴
い
て
も
ら
う
良
い
機

会
に
な
て
い
ま
す
」（
関
田
英
二
理
事
）。

確
か
に
「
木
の
香
り
」
か
ら
は
若
い
感

性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
音
の
世
界
を
追
究
す

る
真
剣
な
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

　

仙
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
道
路
側
に
も

う
一
棟
、
校
舎
を
建
て
る
第
２
期
計
画

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
本
格
的
な
演
奏
会

が
で
き
る
ホ
ー
ル
を
備
え
る
構
想
も
温

め
ら
れ
て
い
る
。
遠
か
ら
ず
、
そ
こ
で

学
生
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
る

日
が
来
る
だ
ろ
う
。

�

（
若
葉
町
一
丁
目
）

▽
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
参
加
申
し
込
み

kinokaori@
tohom

usic.ac.jp

▽
開
催
日
時
な
ど
の
確
認
は
、
こ
ち
ら

https://tw
itter.com

/toho_
kinokaori

桐
朋
音
大
に
木
造
校
舎
、全
員
参
加
で
コ
ン
サ
ー
ト

村
野
　
坦
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仙
川
の
皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
リ
ト
ア
ニ
ア

か
ら
来
ま
し
た
、
文
化
人
類
学
者
の
ゲ
ル
ダ
と
申
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
仙
川
に
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
文
化
人
類
学
の
研
究
者
と
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
の

首
都
カ
ン
パ
ラ
で
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
テ
ィ
ッ
ク
な
草
の

根
の
社
会
運
動
を
研
究
し
、
ア
フ
リ
カ
の
文
化
や
生

活
を
半
年
間
滞
在
し
な
が
ら
経
験
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
近
年
で
は
、
日
本
の
「
暗
黒
舞
踏
」
と
そ
の
哲

学
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
が
最
初
に
「
暗
黒

舞
踏
」
に
触
れ
た
の
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
勉
強
し
暮
ら

し
て
い
た
時
で
し
た
。
そ
し
て
、
今
、
日
本
や
舞
踏

の
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
お
う
と
思

い
、
来
日
し
て
い
ま
す
。

　
「
暗
黒
舞
踏
」
に
つ
い
て
研
究
し
な
が
ら
、
こ
の

美
し
い
仙
川
を
散
歩
し
た
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

お
話
し
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
仙
川
は
緑

も
多
く
、
小
さ
な
心
地
よ
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

ま
た
と
り
わ
け
、「
セ
ン
ガ
ウ
ィ
ア
ン
（
リ
ト
ア
ニ

ア
語
風
の
「
仙
川
の
人
」
の
意
）」
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
！　

ど
こ
に
行
っ
て
も
魂
を

感
じ
、
会
う
人
み
ん
な
が
誠
実
な
気
持
ち
と
笑
顔
で

会
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

仙
川
に
い
る
間
に
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
と
お
話
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！　

現
在
、
入
間
町
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
レ
ジ
デ
ン
ス“

co-iki”

に
滞
在
し
て
お
り

ま
す
。�

ゲ
ル
ダ
・
ソ
ケ
リ
テ

E-m
ail: contact@

co-iki.org

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
─
６
８
８
３
─
８
６
７
７

　

仙
川
に
新
し
く
「
ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
文
庫
と
い
っ
て
も
本
屋
さ
ん
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
本
を
読
む
よ
う
に
…
…
」
自
由
に
気
ま

ま
に
ア
ー
ト
を
体
験
し
、
手
仕
事
を
知
る
、
そ
ん
な

場
所
で
す
。

　

民
族
画
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ま
で
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
て
ア
ー
ト
に
触
れ
、
楽
し
い
ア
ー
ト
や
手
仕

事
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
」
を
主
宰
す
る
の
は
、
イ
ン

ド
農
村
部
の
学
校
で
壁
画
の
芸
術
祭
を
開
催
し
、
ア

ー
ト
の
力
で
教
育
支
援
や
地
域
活
性
を
実
践
し
て
き

た
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
最
初
に

イ
ン
ド
、
ビ
ハ
ー
ル
州
で
「
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
た
の
が
２
０
１
０
年
で
す

か
ら
、
準
備
期
間
を
入
れ
る
と
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
壁
画
が
完
成
し
て
い
く
様
子
を
見
守
る
子
ど
も

た
ち
の
興
味
津
々
の
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
主
宰
者
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
い

ろ
ん
な
も
の
を
も
ら
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
術
祭
開
催
資
金
は
主
に
財
団
の
助
成
金
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
自

分
た
ち
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
、
イ
ン
ド
の
良
質
な
手

仕
事
を
紹
介
す
る
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ツ
ォ
モ
リ

リ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
展
示
会
キ
ャ
ラ
バ
ン

も
続
け
つ
つ
、「
ツ
ォ
モ
リ
リ
文
庫
」
で
は
、
常
設

展
示
販
売
し
ま
す
。
ア
ー
ト
と
手
仕
事
、
そ
れ
に
ま

つ
わ
る
本
に
ゆ
っ
く
り
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
テ

ー
ブ
ル
も
用
意
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
イ
ン
ド
の
ア

ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
蓄
積
し
て
き
た
わ
く

わ
く
す
る
体
験
を
、
今
度
は
仙
川
の
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
気

軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

調
布
市
仙
川
町
１
─
25
─
４
（
せ
ん
が
わ
劇
場
向
か

い
）

連
絡
先　

０
９
０
─
２
３
２
８
─
０
２
３
０
（
お
お

く
に
）

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

７
月
21
日
㈯　

14
：
00
〜　

未
来
龍
大
空
凧
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

参
加
費
５
０
０
円

	

15
：
00
〜　

未
来
美
術
家
・
遠
藤
一
郎

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト　

観
覧
自
由
・
無
料

７
月
22
日
㈰　

12
：
00
〜
17
：
00

	

未
来
龍
大
空
凧
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　

参
加
費
５
０
０
円

７
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰　

11
：
00
〜
17
：
00

	

「
封
筒
の
家
」
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　

参
加
費
５
０
０
円

ゲ
ル
ダ
さ
ん
か
ら

仙
川
び
と
へ
の
メ
�
セ
�
ジ

ツ
�
モ
リ
リ
文
庫
が
７
月
21
日
に

プ
レ
オ
�
プ
ン

浜
尾
和
徳

ア
�
ト
ス
ペ
�
ス
＆
手
仕
事
ギ
�
ラ
リ
�
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富士屋染物店
着物の事なら何でもお気軽にご相談を！

京染め　洗張り　志み抜き　丸洗い

桐朋学園大正門前 ☎3300─2572 Tel / Fax 3305-7870仙川町 1-12-13イナガワビル B1
貸しスペース（ピアノあり）

声優・ナレーション・イベント司会
三軒茶屋から引っ越して来ました。仙川の皆さん、何卒よろしくお願いします。

0120-540-446
仙川かおる幼稚園隣

新しい絵本から戦前の古書・紙資料まで

古いモノ大切にします

文紀堂書店

若葉町2-25-15　ラ・ヴィオーラ102

11：30～15：00
17：00～23：00

070-6409-3413

実篤公園通り入り口 ☎ 3300－8287

画材・額縁

調布市若葉町 1-31-31
☎03-3300-6005

マカロンとフランス菓子のお店

ガトーメゾン　ジャリーヴ

月・火　定休日
水～金　11：00-17：00
土・日　10：00-15：00

手芸・毛糸・木綿生地　創業62年

桐朋学園近く　　☎ 3300-6805

楽しい夢

てづくり
の

いっぱい な・な・なかや

トケイ・メガネ

仙川商店街　仙川町 1－11－17　☎3300－0667

ナ　カ　エ
創業67年 新装オープン‼

桐朋学園正門通り

あなたの手で靴作りませんか

☎03-6750-5592

http://sekiguchikutu.com
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「
新
し
き
村
」
は
本
年
十
一
月
、
創
立
百
周
年
を

迎
え
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の

昨
年
同
月
、
私
は
『「
新
し
き
村
」
の
百
年　
〈
愚
者

の
園
〉
の
真
実
』（
新
潮
新
書
）
と
い
う
小
著
を
出

版
し
た
。
お
そ
ら
く
は
、
創
立
者
で
あ
る
作
家
の
武

者
小
路
実
篤
の
作
品
を
読
ん
だ
こ
と
も
な
く
、
ま
し

て
「
新
し
き
村
」
が
何
で
あ
る
か
を
聞
い
た
こ
と
も

な
い
世
間
一
般
の
読
者
、
と
く
に
は
若
い
人
々
に
向

け
て
、
武
者
小
路
実
篤
及
び
「
新
し
き
村
」
に
つ
い

て
、
そ
の
概
略
を
知
っ
て
も
ら
い
、
私
自
身
の
考
え

と
し
て
、
そ
の
存
在
は
今
日
い
よ
い
よ
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
お
目
出
た
き
人
』『
世
間
知
ら
ず
』
な
ど
初
期
の

小
説
や
、『
友
情
』『
愛
と
死
』
な
ど
の
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
、あ
る
い
は
「
天
に
星　

地
に
花　

人
に
愛
」「
君

は
君　

我
は
我
な
り　

さ
れ
ど
仲
良
き
」
な
ど
の
色

紙
で
知
ら
れ
る
武
者
小
路
実
篤
が
、
当
時
は
電
燈
も

な
い
宮
崎
県
日
向
の
奥
地
に
、「
自
他
共
生
」「
人
類

共
生
」
の
理
想
を
高
々
と
掲
げ
、
そ
の
実
践
と
普
及

の
た
め
に
「
新
し
き
村
」
を
立
ち
上
げ
た
の
は
、
大

正
七
（
一
九
一
八
）
年
。
ロ
シ
ア
革
命
の
翌
年
で
、

国
内
で
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
、
米
騒
動
な
ど
、
戦
争
や

暴
動
で
世
の
中
が
騒
然
と
な
っ
た
時
代
で
あ
る
。
総

 

こ
こ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か

│
い
ま
、
私
た
ち
の
「
新
た
な
村
づ
く
り
運
動
」

が
直
面
し
て
い
る
こ
と

 

日
々
新
し
き
村
の
会
　
前
田
速
夫

勢
は
十
八
名
（
ほ
か
に
子
供
二
名
）。
実
篤
に
共
鳴

す
る
日
本
各
地
の
若
者
が
、
続
々
集
ま
っ
た
。

　

世
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
共
同
体
の
多
く
が
短
命
で
、
い

つ
の
ま
に
か
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、

「
新
し
き
村
」
が
百
年
も
続
い
た
の
に
は
、
わ
け
が

あ
る
。
一
つ
は
、
個
が
全
体
に
奉
仕
し
て
一
色
に
染

ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
他
の
共
同
体
と
違
っ
て
、
全

体
が
個
に
奉
仕
す
る
、
世
界
に
も
稀
な
美
質
を
備
え

て
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
が
い
ま
も
「
新
し
い
」
ゆ
え

ん
で
あ
る
。
二
つ
は
、
村
内
で
生
活
す
る
村
内
会
員

と
、
外
か
ら
村
を
支
援
す
る
村
外
会
員
と
か
ら
な
る
、

実
篤
が
独
創
し
た
二
重
の
組
織
。
こ
れ
が
、
折
に
触

れ
、
内
部
に
活
気
と
刺
激
を
与
え
続
け
た
。
三
つ
は
、

師
匠
ゆ
ず
り
の
向
日
性
と
楽
天
性
で
、
幾
度
も
苦
難

の
時
期
を
乗
り
越
え
た
。

　

つ
ま
り
、「
新
し
き
村
」
独
特
の
こ
う
し
た
ゆ
る

さ
と
自
由
度
が
、
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
、
戦
後
は
養

鶏
を
導
入
し
た
の
が
成
功
し
て
、
つ
い
に
悲
願
の
自

活
を
達
成
、
創
始
者
の
没
後
も
発
展
を
続
け
た
。
ダ

ム
建
設
で
三
分
の
一
が
湖
底
に
沈
ん
だ
日
向
の
村
も

い
ま
だ
健
在
だ
し
、
入
間
郡
毛
呂
山
に
移
っ
て
一
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
直
し
た
埼
玉
の
村
は
、
い
っ
と
き

六
十
名
を
超
す
老
若
男
女
で
賑
わ
っ
た
。

†

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
る
こ
ろ
か
ら
、

事
態
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
頼
み
の
養
鶏
が
傾
い
て

収
入
が
減
り
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
赤
字
に
転
落
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
村
内
の
人
口
も
減
少
に
向
か
う
。

村
民
の
高
齢
化
も
あ
っ
て
、
現
在
で
は
九
名
（
一
名

100周年を迎えて100周年を迎えて101010000周年周年周年ををを迎迎迎えええ

特集３

〝サネアツさん〟として親しまれている武者小路実篤は、1918年 11月に宮崎
県木城村に「新しき村」を創設した。そして、村の今は……
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は
滞
在
者
）。
主
力
は
じ
き
八
十
歳
で
、
多
く
は

六
十
代
、
七
十
代
。
こ
れ
で
は
、
村
を
維
持
す
る
こ

と
さ
え
覚
束
な
い
の
は
、
自
明
で
あ
る
。

　

経
済
事
情
の
悪
化
、
少
子
高
齢
化
、
極
端
な
人
口

減
少
、
後
継
者
難
は
、「
新
し
き
村
」
だ
け
の
こ
と

で
は
な
い
。
今
日
わ
が
国
が
、
世
界
の
先
進
国
が
直

面
し
て
い
る
厄
介
な
問
題
で
、
国
も
自
治
体
も
手
を

焼
い
て
い
る
。
し
か
も
一
方
で
、
近
代
の
シ
ス
テ
ム

を
究
極
ま
で
追
求
し
た
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ

ョ
ン
の
流
れ
は
、
も
は
や
と
ど
め
よ
う
も
な
い
。
大

国
も
小
国
も
国
益
フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
民
族
同
士
の
争

い
が
絶
え
な
い
の
は
、
そ
の
反
動
だ
ろ
う
。
国
家
や

民
族
の
み
な
ら
ず
、
親
子
や
家
族
の
絆
す
ら
怪
し
く

な
っ
た
。
格
差
は
広
が
る
ば
か
り
、
戦
争
の
脅
威
も

増
し
て
い
る
。
存
立
す
る
場
所
を
失
っ
た
個
は
ば
ら

ば
ら
に
解
体
さ
れ
て
、
虚
無
の
無
重
力
空
間
を
浮
遊

し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
絶
望
的
な
状
態
か
ら
脱
す
る
に
は
、
市

場
原
理
や
国
家
エ
ゴ
か
ら
自
立
し
て
、
自
他
の
調
和

と
協
働
、
相
互
扶
助
を
目
指
す
、
あ
ら
た
な
場
所
を

創
造
す
る
以
外
に
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
こ
そ
が

わ
が
「
新
し
き
村
」
が
、
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
で
、
百
年
か
か
っ
て
、
世
界
は
、
日
本
は
、

よ
う
や
く
「
新
し
き
村
」
の
背
中
が
見
え
る
と
こ
ろ

ま
で
追
い
つ
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
前
述
と
同
じ
困
難

が
、
こ
の
無
防
備
な
村
を
襲
っ
た
。
む
ろ
ん
、
さ
ま

ざ
ま
に
手
は
講
じ
た
。
原
発
事
故
に
先
立
つ
逸
速
い

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
翳
り
が
見
え
、
い
ま
の
と
こ
ろ
将
来

を
担
う
入
村
者
も
現
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ま

ま
推
移
す
れ
ば
、
せ
っ
か
く
百
年
を
生
き
延
び
て
来

た
と
い
う
の
に
、
遠
か
ら
ず
滅
亡
す
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
い
ま
や
世
の
先
行
モ
デ
ル
で
あ
る
村
が
、

も
し
も
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
や
が
て

世
界
も
、
日
本
も
、
同
じ
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
で
は
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　

一
個
人
の
手
に
余
る
、
巨
き
す
ぎ
る
問
題
だ
が
、

拙
著
執
筆
中
、
私
は
こ
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
、
ま
ず
何
よ
り
赤
字

体
質
か
ら
脱
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
、
会
員
を
飛
躍
的
に
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
て
、

資
金
や
人
員
を
確
保
し
て
支
援
体
制
を
固
め
、
さ
ま

ざ
ま
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
収
益
の
見
込

め
る
新
規
事
業
を
開
拓
す
る
こ
と
が
必
須
だ
ろ
う
。

当
然
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
に
着
手
し

て
、
次
代
を
担
う
若
く
て
頼
も
し
い
新
会
員
を
集
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

創
立
百
周
年
を
迎
え
て
世
間
が
注
目
し
て
く
れ
て

い
る
今
年
が
、
特
に
大
切
だ
。
た
だ
単
に
百
年
の
歴

史
を
紹
介
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
新
た
な
新
し
き
村
像
を
示
し
て
、
力
強
く
発

信
し
た
い
。
そ
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
、
小
著
を
著

し
た
次
第
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
地
元
の
毛
呂
山
町
、

実
篤
記
念
館
の
あ
る
東
京
調
布
の
仙
川
、
埼
玉
県
や

国
、
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
団
体

や
教
育
機
関
に
も
働
き
か
け
て
、
交
流
を
盛
ん
に
し

て
、
連
携
を
強
化
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

長
い
こ
と
更
新
さ
れ
な
い
ま
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
刷
新
や
、
機
関
誌
『
新
し
き
村
』
の
電
子
化
も
、

急
務
だ
。
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
、
日
々
の
作
業
が
過

重
に
加
わ
っ
て
い
る
村
民
に
そ
れ
を
望
む
こ
と
は
、

も
は
や
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ

村
外
会
員
が
や
る
し
か
な
く
、
自
分
た
ち
の
年
齢
を

考
え
て
も
、
こ
う
し
た
こ
と
に
挑
戦
す
る
に
は
、
お

そ
ら
く
今
年
が
ラ
ス
ト
・
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
。

　

す
で
に
村
の
百
周
年
行
事
実
行
委
員
会
が
、
実
篤

詩
集『
詩
の
花
び
ら
』を
刊
行
し
、全
盛
期
村
内
に
あ

っ
た
「
仲
よ
し
幼
稚
園
」
の
回
顧
写
真
展
も
実
施
し

た
。
現
在
は
、
そ
の
園
舎
に
使
わ
れ
た
都
電
の
外
装

を
塗
り
直
し
て
お
り
、
私
も
何
度
か
手
伝
い
に
通
っ

て
い
る
。
創
立
記
念
日
に
は
、
小
規
模
な
が
ら
埼
玉

の
村
や
仙
川
、
神
奈
川
支
部
や
日
向
で
も
百
周
年
記

念
祭
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
と
し
た

い
が
、こ
れ
だ
け
で
は
村
外
に
は
伝
わ
ら
ず
、村
の
関

係
者
に
よ
る
一
年
だ
け
の
行
事
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

†
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世
の
多
く
の
人
に
注
目
し
て
も
ら
い
、
将
来
へ
繋

が
る
布
石
が
打
て
て
こ
そ
、
自
活
再
達
成
へ
の
道
筋

が
描
け
る
し
、
そ
の
先
の
展
開
も
可
能
に
な
る
。
そ

ん
な
わ
け
で
、
私
は
本
年
正
月
明
け
、
東
京
支
部
の

集
会
所
で
あ
る
神
田
神
保
町
の
「
新
村
堂
」
で
開
か

れ
た
新
年
会
の
席
上
、
居
並
ぶ
先
輩
村
外
会
員
諸
兄

姉
を
前
に
、村
を
再
生
す
る
た
め
の
私
案
（
叩
き
台
）

を
四
十
項
目
ほ
ど
示
し
て
、
年
内
の
取
り
組
み
か
ら

始
め
て
、
究
極
の
目
標
で
あ
る
、
新
し
き
村
祝
祭
協

働
態
構
想
、
す
な
わ
ち
、
芸
術
・
教
育
、
福
祉
、
地

域
お
こ
し
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
、
社
会
貢
献
の
分
野
に

も
進
出
す
る
二
十
一
世
紀
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン

を
語
り
合
い
、
そ
れ
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
一
歩

一
歩
そ
こ
へ
至
る
ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
を
、
確
実
に
実

現
し
て
ゆ
く
た
め
の
新
た
な
村
づ
く
り
の
運
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
呼
び
か
け
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
、
私
た
ち
の
「
日
々

新
し
き
村
の
会
」
で
、
中
核
に
な
る
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
の
日
の
出
席
者
に
、
村
外
の
長
老
や
地
方
在
住
の

会
員
、
日
向
の
村
の
松
田
省
吾
兄
を
加
え
た
、
十
余

名
。
産
声
を
あ
げ
て
ま
も
な
い
小
さ
な
運
動
だ
が
、

そ
の
後
の
歩
み
を
略
記
す
る
と
、
こ
う
な
る
。

　

手
始
め
に
、
ま
ず
は
こ
の
こ
と
を
村
内
・
村
外
の

会
員
に
周
知
し
て
も
ら
お
う
と
、私
は
『
新
し
き
村
』

三
月
号
に
、
会
を
結
成
し
た
趣
旨
と
そ
の
目
的
、
将

来
へ
の
大
ま
か
な
展
望
を
述
べ
た
「
百
周
年
を
期
に
、

新
た
な
村
づ
く
り
の
運
動
を
」
を
発
表
し
た
。

　

続
け
て
右
を
ふ
ま
え
て
、
今
度
は
現
在
住
所
が
確

認
で
き
る
村
外
会
員
百
数
十
名
に
宛
て
て
一
人
ひ
と

り
、「
村
外
の
皆
様
へ
、
新
た
な
村
づ
く
り
運
動
へ

の
ご
協
力
と
支
援
の
お
願
い
」
な
る
手
紙
を
、
私
の

名
前
で
送
っ
た
。
内
容
は
機
関
誌
で
述
べ
た
こ
と
の

要
約
だ
が
、
最
後
を
こ
う
結
ん
だ
。「
先
師
実
篤
は
、

こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
／
土
地
を
本
当
に
生
か
す
運

動
／
土
地
を
人
生
の
為
に
生
か
す
運
動
／
土
地
の
上

に
創
造
す
る
喜
び
／
そ
れ
が
今
後
の
新
し
き
村
の
運

動
に
な
る
で
あ
ろ
う
」。

　

そ
の
際
の
発
起
人
は
四
十
五
名
。
関
係
者
以
外
に
、

以
前
か
ら
「
新
し
き
村
」
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
作

家
の
澤
地
久
枝
氏
、
関
川
夏
央
氏
、
野
本
三
吉
氏
、

実
篤
研
究
家
の
大
津
山
国
夫
氏
、
ジ
ョ
・
ア
ラ
氏
、

実
篤
記
念
館
理
事
長
の
武
者
小
路
知
行
氏
の
ほ
か
、

拙
著
に
好
意
的
な
書
評
や
紹
介
を
し
て
く
れ
た
評
論

家
の
川
本
三
郎
氏
、
坪
内
祐
三
氏
、
詩
人
の
高
橋
順

子
氏
、
正
津
勉
氏
、
画
家
の
司
修
氏
が
加
わ
っ
て
く

だ
さ
り
、
野
本
氏
か
ら
は
、
直
後
村
外
会
員
に
な
っ

た
と
の
便
り
を
も
ら
っ
た
。

　

同
封
し
た
返
信
用
葉
書
に
は
、
近
況
欄
を
設
け
、

さ
ら
に
こ
の
新
た
な
運
動
を
ど
う
思
う
か
、
賛
同
、

協
力
、
反
対
の
文
字
を
印
刷
し
て
、
〇
で
囲
ん
で
も

ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
結
果
は
賛
同

二
十
四
名
、
協
力
十
五
名
、
反
対
一
名
、
無
回
答
二

名
だ
っ
た
（
う
ち
三
名
が
物
故
者
と
判
明
、「
尋
ね

所
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
」
と
し
て
戻
っ
て
き
た
の
が

十
通
あ
っ
た
）。
こ
う
し
て
、
現
時
点
で
七
十
名
ほ

ど
の
仲
間
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に
「
新
村
堂
」
で

開
か
れ
る
月
例
会
で
、
と
り
あ
え
ず
年
内
に
実
行
す

べ
き
計
画
に
つ
い
て
何
度
か
協
議
し
た
。
予
算
や
時

間
を
考
え
る
と
、
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
く
る
。

優
先
的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
、
と
り
ま
と
め
た

プ
ラ
ン
は
、
村
な
ら
で
は
の
景
観
の
整
備
で
あ
る
。

村
お
こ
し
の
原
点
だ
っ
た
八
角
井
戸
の
改
修
。
名
物

の
し
だ
れ
桜
の
手
入
れ
。
村
内
・
村
外
の
会
員
が
、

今
後
も
一
致
結
束
し
て
村
の
発
展
に
努
め
る
よ
す
が

と
す
る
、
実
篤
直
筆
の
百
周
年
記
念
石
碑
の
建
立
。

親
子
連
れ
の
訪
問
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
、
ス

タ
ン
プ
台
の
設
置
…
…
。
い
ず
れ
も
、
来
訪
者
の
た

め
に
見
場
を
良
く
す
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
百
年

を
迎
え
た
村
が
、
未
来
へ
の
備
え
を
始
め
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　

三
月
十
八
日
、
村
内
で
行
わ
れ
た
定
例
の
会
員
大

会
・
評
議
員
会
で
、
要
望
書
を
配
っ
て
、「
村
に
は

経
済
的
な
負
担
も
含
め
、
一
切
負
担
は
か
け
な
い
」

こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
ら
の
計
画
を
提
案
。
す
っ
た

も
ん
だ
の
末
、
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
は
、
何
と
か
漕
ぎ
つ
け
た
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
あ
と
が
い
け
な
い
。
な
か
ば
、
予
想
さ
れ
た
こ
と

で
は
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
段
取
り
を
打
ち
合
わ
せ

る
段
階
に
な
っ
て
、
こ
と
ご
と
に
頓
挫
し
、
い
ま
は

す
べ
て
が
棚
上
げ
状
態
で
あ
る
。

　

な
ぜ
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
こ
れ
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
い
ち
い
ち

説
明
し
て
い
て
は
、
愚
痴
を
並
べ
る
だ
け
な
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
、
現
在
メ
ン

バ
ー
と
協
議
中
で
あ
る
と
の
み
言
っ
て
お
く
。

　

財
政
的
な
事
情
は
措
い
て
、
最
大
の
問
題
点
は
、
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村
外
の
わ
れ
わ
れ
と
、
村
内
の
会
員
と
の
あ
い
だ
の

意
思
疎
通
が
不
十
分
な
こ
と
だ
。
村
内
と
村
外
で
は
、

生
活
の
場
が
違
う
の
だ
か
ら
、
自
他
共
生
、
人
類
共

生
と
い
う
村
の
創
立
精
神
を
共
有
し
な
い
限
り
、
ど

こ
ま
で
い
っ
て
も
平
行
線
な
の
は
わ
か
り
切
っ
た
こ

と
だ
。
理
想
を
実
践
し
、
普
及
す
る
の
が
、「
新
し

き
村
」
の
は
ず
な
の
に
、
い
ま
は
そ
の
運
動
体
と
し

て
の
精
神
が
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
現
在
村
に

残
っ
た
人
た
ち
だ
け
の
生
活
の
場
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。

†

　

そ
の
「
新
し
き
村
の
精
神
」
も
、
本
誌
に
同
時
掲

載
の
山
本
哲
士
氏
の
論
考
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
、

ス
タ
ー
ト
時
か
ら
根
本
的
な
矛
盾
と
弱
点
を
は
ら
ん

で
い
た
。
こ
れ
は
、
前
か
ら
日
比
野
英
次
兄
が
言
っ

て
い
る
こ
と
と
も
通
じ
る
の
で
、
す
こ
し
ば
か
り
私

見
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

山
本
氏
は
、
新
し
き
村
が
産
業
的
発
展
の
社
会
に

「
幸
福
は
な
い
」
と
、
ゲ
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
（
共

同
的
本
質
の
総
体
）
の
存
在
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て

暮
そ
う
と
目
指
し
、
そ
の
た
め
の
「
場
所
」
を
作
ろ

う
と
し
た
と
、
そ
の
目
的
を
正
当
に
評
価
し
て
い
る
。

だ
が
、「
全
人
類
」
と
「
自
我
」
と
を
同
時
に
設
定

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
矛
盾
、
本
質
喪
失
は
、

実
体
が
自
己
原
因
と
な
っ
て
解
体
す
る
ほ
か
な
く
、

内
部
の
「
場
所
」
作
り
が
、「
場
所
」
の
ゲ
マ
イ
ン

ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
に
た
ど
り
つ
け
て
い
な
い
と
厳
し
い
。

　

じ
つ
は
、
私
も
こ
れ
ま
で
諸
自
作
で
展
開
し
て
き

た
民
俗
世
界
や
文
学
に
関
す
る
考
察
で
、「
場
所
」

＝
「
ト
ポ
ス
」
は
最
重
要
の
キ
イ
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、「
新
し
き
村
」
を
真

に
現
代
に
必
須
の
「
場
所
」
へ
と
脱
皮
さ
せ
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
に
、
い
ま
は
実
篤
の
創
立
精
神
か
ら

も
ず
っ
と
後
退
し
た
と
こ
ろ
で
あ
が
い
て
い
る
。

　

日
比
野
兄
が
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
帰
農
」「
実

篤
の
デ
ィ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」「
螺
旋
的
充
実

と
し
て
の
祝
祭
」「
ラ
デ
ィ
カ
ル
実
篤
」
と
い
っ
た

硬
質
の
論
文
で
主
張
し
て
い
た
「
新
し
き
村
＝
祝
祭

共
働
態
」
論
、「
聖
と
俗
のcoincidentia 

oppositorum

（
対
立
の
一
致
）」「
絶
対
無
の
場
」
も
、

同
様
の
「
場
所
」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
私
の

用
語
で
い
え
ば
、
こ
の
世
と
地
続
き
の
「
異
界
」
で

あ
る
。

　

そ
れ
な
ら
そ
れ
で
、
い
っ
そ
、
こ
れ
ま
で
少
な
か

ら
ぬ
人
が
村
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
ず
に
出
て
い
っ
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
村
を
守
る
た
め
に

一
生
を
捧
げ
よ
う
と
残
っ
た
こ
の
人
た
ち
―
―
村
が

百
年
続
い
た
の
は
、
そ
の
お
か
げ
だ
―
―
の
こ
と
を

思
い
や
っ
て
、
暖
か
く
寄
り
添
い
、
彼
ら
の
望
む
ま

ま
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
あ
げ
る
の
が
、
真
の
愛
情

で
は
な
い
か
、
と
反
省
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

事
実
、《
新
し
き
村
》
に
書
い
た
私
の
文
章
を
読

ん
で
、
そ
う
い
う
意
味
の
こ
と
を
書
い
て
寄
越
し
た

女
性
が
い
た
。「
村
に
負
担
を
か
け
な
い
か
ら
と
、

自
分
た
ち
の
勝
手
な
思
い
で
、
ど
ん
ど
ん
計
画
を
進

め
れ
ば
、
そ
れ
が
村
の
負
担
に
な
る
こ
と
を
ど
う
し

て
分
か
ら
な
い
の
で
す
か
」
と
。
本
誌
で
日
比
野
兄

が
書
い
て
い
る
「
村
内
を
主
、
村
外
を
従
」
と
み
な

す
、
典
型
的
な
考
え
方
だ
。

　

意
気
込
ん
で
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
の
、
あ
ま

り
に
多
く
難
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
蛮
勇

を
も
っ
て
突
き
進
ん
だ
と
て
、
私
を
含
め
年
金
老
人

が
大
半
の
わ
れ
わ
れ
メ
ン
バ
ー
は
、
武
者
小
路
実
篤

や
か
つ
て
の
パ
ト
ロ
ン
た
ち
と
違
っ
て
、
資
金
や
資

金
集
め
の
能
力
は
乏
し
い
し
、
外
部
に
働
き
か
け
る

活
動
力
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
、
人
材
難
、
資
金
難
は
、
私
た
ち
も
同
様
な
の

で
あ
る
。

†

　

以
上
、
私
自
身
が
指
摘
さ
れ
そ
う
な
勇
み
足
、
拙

速
、
不
徳
は
、
す
べ
て
棚
に
上
げ
て
、
こ
れ
を
綴
っ

た
。
正
直
、
本
を
書
い
て
い
た
当
時
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
、
ず
い
ぶ
ん
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
悔
し
い

け
れ
ど
、
こ
こ
で
あ
っ
さ
り
兜
を
脱
い
で
し
ま
え
ば
、

そ
れ
見
た
こ
と
か
、
口
先
だ
け
の
人
間
は
必
ず
こ
う

な
る
と
村
人
は
喝
采
す
る
だ
ろ
う
し
、
協
力
を
約
束

し
て
く
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
も
、
今
後
の
資
金
集

め
そ
の
他
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
何
を
す
る
に
し
て
も
、
仲
間
に
対
し

て
責
任
が
発
生
す
る
。

　

が
、
そ
の
一
方
で
、
欲
張
ら
ず
に
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
て
、
気
長
に
取
り
組
め
ば
い
い
と
呑
気
に
構

え
て
い
る
自
分
も
い
る
。
そ
の
う
ち
、
村
の
人
に
気

持
ち
が
通
じ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

駄
目
な
ら
駄
目
で
、
敵
視
や
迫
害
も
な
ん
の
そ
の
、

た
と
え
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
愚
者
と

あ
ざ
笑
わ
れ
よ
う
が
、
愚
行
に
愚
行
を
重
ね
て
き
た
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少
し
物
心
が
つ
き
始
め
た
頃
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た

友
情
の
き
し
み
な
ど
「
他
者
」
が
自
我
と
ず
れ
る
様

が
気
に
な
り
始
め
た
頃
に
、
武
者
小
路
実
篤
や
有
島

武
郎
を
読
み
始
め
、
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
、
も
っ

と
人
間
は
悲
劇
的
な
の
だ
と
芥
川
龍
之
介
や
さ
ら
に

自
虐
的
に
太
宰
治
へ
と
入
っ
て
い
っ
て
、
ド
ス
ト
エ

フ
ス
キ
ー
の
「
悪
霊
」
の
絶
対
的
絶
望
の
世
界
へ
至

る
。
そ
ん
な
文
学
体
験
を
「
強
い
る
」
社
会
の
疎
外

世
界
が
、
自
分
に
関
わ
り
な
く
構
造
化
さ
れ
て
い
る

の
だ
と
マ
ル
ク
ス
へ
と
い
っ
て
、
や
っ
と
実
存
か
ら

解
放
さ
れ
ほ
っ
と
し
た
感
覚
に
な
る
も
、
現
実
は
何

ら
厳
し
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
な
く
、
消
え
る
こ
と
の

な
い
実
存
と
の
ま
た
実
践
と
の
格
闘
を
強
い
ら
れ
た

ま
ま
、
信
を
失
っ
た
現
代
人
の
一
人
と
し
て
孤
高
の

す
る
が
、
な
ぜ
か
？　

そ
し
て
、
実
篤
の
「
新
し
き

村
の
精
神
」
に
「
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
禁
止

事
項
が
い
く
つ
か
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
な
ぜ

か
？

　

近
代
国
家
は
、
社
会
世
界
を
均
一
・
均
質
に
す
る

こ
と
で
国
家
的
な
一
元
統
治
を
は
か
っ
た
。
秩
序
の

安
定
と
交
通
・
交
換
の
均
等
化
を
は
か
っ
て
、
国
家

資
本
を
効
果
的
に
働
か
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
時
、

邪
魔
に
な
っ
た
の
は
、
場
所
が
共
同
体
的
に
閉
じ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、

自
律
し
て
い
る
こ
と
を
解
体
し
な
い
と「
社
会
均
一
」

統
治
が
な
し
え
な
い
。
経
済
的
に
は
、
同
じ
産
業
生

産
物
を
諸
個
人
が
同
じ
よ
う
に
持
つ
こ
と
、
同
じ
規

範
・
規
則
で
物
事
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
、
同
じ
意
識
・

精
神
で
近
代
的
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
。
一
つ
の
政
府

を
容
認
し
、
そ
の
税
制
を
含
め
、
国
家
に
従
順
な
国

民
を
一
様
な
状
態
に
形
成
す
る
こ
と
。
土
地
所
有
は
、

土
地
価
格
と
し
て
商
品
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産

者
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
土
地
使
用
も
近
代
産
業
社
会

に
合
う
よ
う
に
規
則
統
括
す
る
こ
と
。
国
民
全
体
が
、

会
社
や
工
場
で
働
く
「
賃
労
働
者
」
に
な
る
こ
と
。

　

そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
時
か
ら
、
画
一
の
学
校

形
態
に
よ
っ
て
、
同
様
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

そ
し
て
、「
最
低
限
の
よ
り
よ
い
も
の
」
を
全
て
の

人
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
争
に
な
っ

た
な
ら
、
国
民
皆
兵
で
全
て
の
人
が
戦
争
遂
行
に
従

事
す
る
こ
と
、
民
主
主
義
国
家
に
な
っ
た
な
ら
全
て

の
人
が
市
民
的
社
会
の
行
政
規
範
規
則
に
従
う
こ
と
、

近
代
産
業
経
済
に
な
っ
た
な
ら
全
て
の
人
が
商
品
消

 「
新
し
き
村
」
百
年
を
問
わ
れ
て

の
エ
ッ
セ
イ

〜
前
田
速
夫
『「
新
し
き
村
」
の
百
年
』
を
参
考
に
〜

 

文
化
科
学
高
等
研
究
院
　
山
本
哲
士

わ
が
人
生
の
仕
上
げ
だ
。
こ
れ
が
文
字
通
り
最
後
の

愚
行
を
、
大
い
に
楽
し
ん
で
や
れ
と
う
そ
ぶ
く
自
分

が
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
今
は
ま
だ
決
し
て
諦
め
た
わ
け
で
は

な
い
。
今
後
も
粘
り
強
く
村
内
の
人
た
ち
と
の
対
話

を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

協
力
を
約
束
し
て
く
れ
た
大
勢
の
仲
間
と
も
相
談
し

孤
独
に
、
異
性
と
の
愛
を
求
め
彷
徨
い
、
平
凡
な
暮

ら
し
の
心
性
は
い
ず
こ
か
と
、
清
岡
卓
行
や
吉
野
弘

の
生
活
詩
に
安
ら
ぎ
を
見
出
し
、
他
方
、
谷
川
雁
の

ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
吉
本
隆
明
の
覚
悟
に
対
面
す
る
。

　

そ
ん
な
わ
た
し
自
身
の
思
春
期
か
ら
青
年
期
へ
の

過
程
と
は
違
っ
て
、
現
在
で
は
、
情
報
デ
ー
タ
の
氾

濫
の
中
で
、
大
人
も
若
者
も
、
人
と
し
て
ま
た
自
然

や
世
界
へ
の
か
か
わ
り
と
し
て
、
道
筋
を
も
っ
と
見

失
い
な
が
ら
、
し
か
し
、
消
費
の
「
安
楽
」
の
最
高

潮
の
次
元
で
安
穏
の
中
に
「
不
安
」
を
ど
こ
か
感
じ

て
い
る
。

　

思
春
期
に
抱
え
た
矛
盾
は
、
自
我
の
不
定
を
巡
っ

て
溶
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
ん
な
わ
た
し
に
、
武

者
小
路
の
言
葉
は
、
は
る
か
か
な
た
に
忘
却
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
っ
た
。
中
学
１
年
の
時
に
読
ん
だ
ま
ま
だ
。

　

こ
の
素
朴
な
、
し
か
し
確
信
に
満
ち
た
壮
挙
に
何

が
あ
っ
た
の
か
、
依
頼
を
受
け
て
考
え
て
み
た
。

†

　

一
番
、
興
味
深
い
こ
と
は
、「
新
し
き
村
」
を
世

間
は
知
識
主
義
的
に
、
甘
い
、
世
間
知
ら
ず
に
も
ほ

ど
が
あ
る
、
失
敗
す
る
に
決
ま
っ
て
い
る
、
と
裁
断

な
が
ら
、
な
ん
と
か
共
通
の
着
地
点
を
見
出
し
て
、

そ
れ
を
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
真
の
「
場
所
」

に
ま
で
育
て
上
げ
て
行
こ
う
と
い
う
思
い
に
、
依
然

変
わ
り
は
な
い
こ
と
は
言
っ
て
お
こ
う
。

（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
八
日
／
新
し
き
村
村
外
会

員
）
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費
生
活
を
す
る
こ
と
、
情
報
技
術
世
界
に
な
っ
た
な

ら
全
て
の
人
が
情
報
デ
ー
タ
に
依
拠
し
て
物
事
を
な

す
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ど
ん
な
形
態
に
な
ろ
う
が
、

社
会
画
一
、
国
家
一
元
統
治
が
機
能
し
て
、
そ
の
秩

序
安
泰
を
図
る
こ
と
へ
の
従
順
に
し
て
主
体
的
な
従

属
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
の
つ
な
が
り
や
生

存
は
、
個
体
自
身
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、「
社
会

的
代
行
為
者social agents
」と
し
て
、つ
ま
り
、「
生

徒
」
と
し
て
「
教
師
」
と
し
て
、「
会
社
員
」
と
し
て
、

「
医
者
」
と
し
て
、「
官
僚
」
と
し
て
、
な
ど
な
ど
、

社
会
役
割
を
代
行
す
る
「
社
会
人
」
と
し
て
の
み
生

活
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
あ

た
っ
て
、
古
く
か
ら
の
多
様
な
日
本
的
な
も
の
は
邪

魔
に
な
っ
た
。〈
場
所
〉
に
深
く
根
ざ
し
て
暮
ら
し

て
い
る
の
は
、
国
家
＝
社
会
に
と
っ
て
は
困
る
こ
と

で
あ
っ
た
。

†

　

こ
れ
は
、
近
代
化
の
世
界
的
特
質
で
あ
っ
て
、
ゲ

マ
イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
（
共
同
本
質
総
体
）
を
ゲ
ゼ
ル

シ
ャ
フ
ト
構
成
（
社
会
構
成
）
す
る
こ
と
と
し
て
の

「
発
展
」
で
あ
る
。「
所
有
」
は
、
自
然
条
件
や
部
族

的
な
も
の
へ
の
帰
属
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
個
々

人
バ
ラ
バ
ラ
の
私
的
所
有
の
世
界
へ
と
切
り
は
な
し

て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
土
地
も
住
居
も
生
活
品
も
、

私
的
所
有
の
世
界
と
な
る
。
自
然
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
、
測
定
可
能
な
も
の
と
し
て
の
み
客
観
化
さ
れ
、

い
じ
く
ら
れ
、
分
離
さ
れ
、
制
作
さ
れ
、
改
造
さ
れ
、

破
壊
さ
れ
る
。
労
働
者
は
自
分
が
作
っ
た
物
を
自
分

の
も
の
に
で
き
な
い
、
消
費
者
と
し
て
購
入
す
る
こ

と
で
暮
ら
し
を
成
り
立
た
し
め
る
。
自
分
が
死
ん
で

も
専
門
医
者
が
「
死
亡
」
と
認
定
し
な
け
れ
ば
死
ぬ

こ
と
に
も
な
ら
な
い
、「
心
肺
停
止
」
と
さ
れ
る
だ

け
だ
。
学
校
の
外
で
学
ん
だ
こ
と
は
価
値
が
な
い
と

さ
れ
た
。
す
べ
て
が
、
価
値
形
態
の
全
面
的
展
開
の

下
に
配
置
さ
れ
る
。

　
「
新
し
き
村
」
は
、
そ
ん
な
産
業
的
発
展
の
社
会

に
「
幸
福
は
な
い
」
と
、
ゲ
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
の

存
在
を
自
分
た
ち
で
作
っ
て
暮
ら
そ
う
と
目
指
し
た
、

と
い
え
よ
う
。「
場
所
」
を
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と

し
た
。

　

だ
が
「
新
し
き
村
の
精
神
」
は
、「
全
世
界
の
人

間
が
天
命
を
全
う
し
、
各
個
人
の
内
に
す
む
自
我
を

完
全
に
生
長
さ
せ
る
事
を
理
想
と
す
る
」
と
、「
全

人
間
」
そ
し
て
「
自
我
」
を
設
定
し
て
し
ま
う
。

　

し
た
が
っ
て
、「
他
人
の
自
我
を
害
し
て
は
い
け

な
い
」、「
他
人
の
天
命
と
正
し
き
要
求
を
害
し
て
は

い
け
な
い
」、
と
他
律
規
範
を
設
定
し
て
、「
自
己
を

生
か
す
」
こ
と
と
さ
れ
る
。「
自
分
の
快
楽
、
幸
福
、

自
由
の
為
に
」
他
人
を
害
す
る
な
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
う
す
れ
ば
、「
全
世
界
の
人
間
が
我
等
と
同
一

の
精
神
を
も
ち
、
同
一
の
生
活
方
法
を
と
る
事
」
に

な
る
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
近
代
世
界
の
理
念
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
全
世
界
の
人
間
が
同
じ
く

義
務
を
果
た
せ
、
自
由
を
楽
し
み
正
し
く
生
き
ら
れ

天
命
（
個
性
を
も
ふ
く
む
）
を
全
う
す
る
道
を
歩
く

よ
う
に
心
が
け
る
」
と
普
遍
化
さ
れ
る
。
他
所
は
、

そ
こ
に
失
敗
し
て
い
る
、
自
分
た
ち
は
「
か
く
の
如

き
生
活
を
し
よ
う
と
し
」、「
か
く
の
如
き
生
活
の
可

能
を
信
じ
全
世
界
の
人
が
實
行
す
る
事
を
祈
る
も
の
、

又
は
切
に
望
む
も
の
」
だ
、他
所
は
自
分
の
こ
と
（
私

的
所
有
）
し
か
考
え
ず
に
そ
れ
が
で
き
て
い
な
い
、

「
新
し
き
村
の
会
員
」は
そ
れ
を〈
祈
り
〉〈
望
む
〉、「
我

等
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
」
と
閉
じ
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
効
果
は
、「
我
等
は
国
と
国
と
の

争
い
、
階
級
と
階
級
と
の
争
い
を
せ
ず
に
」
な
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
「
正
し
き
生
活
に
す
べ
て
の
人
が

入
る
事
で
、
入
ろ
う
と
す
る
事
で
」、「
そ
れ
等
の
人

が
本
当
に
協
力
す
る
事
で
」、「
我
等
の
欲
す
る
世
界

が
来
る
こ
と
を
信
じ
、
又
そ
の
為
に
骨
折
る
も
の
で

あ
る
」
と
主
体
化
さ
れ
る
。†

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
潜
む
、
矛
盾
、
本
質
喪
失
は
、

実
体
が
自
己
原
因
と
な
っ
て
解
体
す
る
他
な
く
な
る

の
だ
が
、
実
際
に
な
そ
う
と
し
た
こ
と
を
言
語
化
し

え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
実
際
生
活
に
様
々
な
問
題

や
葛
藤
を
孕
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
い
や
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で
は
な
く
「
意
志
」
の

み
で
、
実
際
的
に
暮
ら
し
生
活
を
作
っ
て
き
た
こ
と

が
、「
場
所
」
そ
れ
自
体
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
農
業
や
養
鶏
な
ど
の

生
活
手
段
で
の
「
自
活
」
が
、
商
品
経
済
の
荒
波
の

浸
透
に
耐
え
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

か
か
る
外
部
か
ら
の
勝
手
な
規
準
尺
度
は
、
何
の
意

味
も
な
い
が
、
内
部
の
「
場
所
」
作
り
が
、
場
所
の

ゲ
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
（
共
同
的
本
質
の
総
体
）
に

た
ど
り
つ
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
本
質

課
題
は
、
他
人
事
で
は
な
い
、
わ
た
し
た
ち
総
体
が
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抱
え
て
い
る
普
遍
課
題
で
あ
る
。

†

　

争
い
が
現
実
を
進
化
さ
せ
て
い
く
歴
史
的
な
実
際

を
、
そ
の
過
酷
な
「
理
念
は
現
実
に
よ
っ
て
常
に
裏

切
ら
れ
る
」
現
実
実
際
を
、
信
じ
る
こ
と
、
祈
り
の

協
働
へ
転
じ
た
「
新
し
い
村
の
精
神
」。
実
篤
自
身

が
記
し
た
新
し
い
村
の
精
神
、
そ
し
て
実
際
は
、
実

篤
自
体
の
文
学
思
想
表
現
と
も
、
村
自
体
の
営
み
の

本
質
と
も
ず
れ
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し

ま
う
。
あ
ま
り
に
多
く
の
こ
と
を
あ
ま
り
に
曖
昧
に

抱
え
込
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。「
資
本
家
で
も

労
働
者
で
も
な
い
」
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
共
産
主
義

を
同
時
に
否
定
し
た
と
き
、
近
代
理
念
へ
反
転
し
て

し
ま
う
も
の
を
別
方
向
へ
引
き
出
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
な
い
言
説
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
実
篤
を

評
価
し
た
、
漱
石
や
芥
川
や
小
林
秀
雄
た
ち
は
、
実

篤
の
力
量
を
、
凡
人
的
な
小
説
人
の
彼
岸
に
見
い
だ

し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
篤
は
、
つ
く
ろ
わ
な

い
文
人
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
そ
の
言
説
を
素
朴
主
義

だ
と
批
判
す
る
の
は
容
易
い
。
そ
ん
な
批
判
に
揺
る

が
な
い
楽
天
性
、自
称
「
自
惚
れ
」「
我
儘
」、の
「
意

志
」
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

５
人
か
ら
１
７
、８
人
、
そ
し
て
５
、６
０
人
に
ま

で
広
が
り
な
が
ら
、
今
や
９
人
に
な
っ
て
、
か
つ
高

齢
化
し
て
、
消
滅
寸
前
で
、
１
０
０
年
を
迎
え
て
い

る
が
、
１
０
０
年
も
存
続
し
た
資
本
（
可
能
な
力
）

は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、「
共
同
体
」
と
い

う
観
念
は
、
解
体
こ
そ
す
れ
建
設
は
し
え
な
い
し
、

ま
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
幻
想
機
能
は
す
る
が
実
際
機
能

は
し
な
い
。
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア
と
し
て
機
能
す
る
に
は
、

新
し
い
村
は
あ
ま
り
に
部
分
的
で
あ
る
。
場
所
作
り

を
意
図
し
て
い
な
が
ら
、
場
所
作
り
に
た
ど
り
着
き

え
て
い
な
い
。

　
「
場
所
」
と
は
、「
社
会
空
間
」
以
上
に
総
体
的
な

も
の
で
あ
る
の
も
、
相
反
的
な
も
の
を
共
存
さ
せ
う

る
か
ら
だ
。
社
会
空
間
は
一
元
的
で
均
質
・
均
一
的

な
も
の
で
し
か
な
い
、
そ
こ
で
生
存
す
る
に
は
自
分

自
身
を
代
行
者
に
転
じ
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
。
消

費
的
快
楽
が
あ
っ
て
も
不
安
は
増
長
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
ん
ど
も
危
機
を
乗
り
越
え
て
存
続
し
て
き
た

「
新
し
き
村
」
の
ポ
ジ
・
ネ
ガ
を
参
照
し
な
が
ら
、

わ
た
し
た
ち
は
未
来
の
多
様
な
「
場
所
」
を
「
資
本
」

と
し
て
建
設
し
な
け
れ
ば
、
確
実
に
日
本
は
崩
壊
し

て
い
く
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な
ど
と
い
う
表
層
で
対
処

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。〈
も
の
〉
と
〈
こ
こ
ろ
〉

は
本
源
的
に
対
立
し
な
い
、〈
も
の
〉
が
〈
物
〉
に

物
化
し
て
〈
商
品
〉
形
態
に
生
活
が
覆
わ
れ
た
と
き
、

〈
こ
こ
ろ
〉
は
喪
失
さ
れ
る
。「
も
の
ご
こ
ろ
」
と
言

	

（
一
）

　

最
初
に
筆
者
の
「
新
し
き
村
」
に
お
け
る
立
場
に

つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
新
し
き
村
に
は
会
員
が

二
種
類
あ
る
。
村
内
会
員
と
村
外
会
員
で
あ
る
。
読

ん
で
字
の
ご
と
く
、
新
し
き
村
の
中
に
住
ん
で
い
る

 「
新
し
き
村
」
と
は
何
か

 

新
し
き
村
村
外
会
員
　
小
島
真
樹

わ
れ
る
よ
う
に
、こ
こ
ろ
を
活
か
し
て
い
る
〈
も
の
〉

を
喪
失
し
た
と
き
、
意
志
は
自
我
・
意
識
へ
と
転
移

さ
れ
て
し
ま
う
。
意
志
と
は
人
間
の
自
我
の
自
由
で

は
な
く
、「
場
所
の
意
志
（
述
語
的
意
志
）」
の
拘
束

性
に
あ
る
。
場
所
と
自
己
と
の
相
互
包
摂
が
働
く
こ

と
で
あ
る
。
社
会
的
人
格
関
係
は
物
象
化
さ
れ
て
い

る
が
、場
所
的
人
格
関
係
は
「
場
所
に
お
け
る
自
己
」

「
自
己
に
お
け
る
場
所
」
と
し
て
〈
も
の
〉（
魂
）
の

も
と
で
の
ゲ
マ
イ
ン
ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
の
生
命
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
に
あ
る
。

　

日
本
近
代
の
た
か
だ
か
一
五
〇
年
の
社
会
意
識
で

は
、
生
活
環
境
の
本
源
を
作
れ
な
い
、
た
だ
欲
望
充

足
の
た
め
に
崩
壊
さ
せ
る
だ
け
だ
。
ま
た
、
既
存
の

大
学
知
性
で
は
、
科
学
技
術
や
情
報
技
術
の
活
用
を

含
め
て
未
来
設
計
は
な
さ
れ
え
な
い
。
場
所
環
境
の

不
良
設
定
に
あ
る
諸
関
係
や
意
志
を
捉
え
ら
れ
な
い

か
ら
だ
。（

文
化
科
学
高
等
研
究
院
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

の
が
村
内
会
員
。
思
想
・
精
神
に
は
共
鳴
す
る
が
、

生
活
は
一
般
と
同
じ
生
活
を
し
て
、
新
し
き
村
を
外

側
か
ら
物
心
両
面
か
ら
支
え
て
い
る
の
が
村
外
会
員

で
あ
る
。

　

筆
者
は
お
よ
そ
五
十
年
に
わ
た
る
村
外
会
員
で
あ

る
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
武
者
小
路
実
篤
が

新
し
き
村
の
構
想
を
発
表
し
た
当
初
、
多
く
の
人
が

関
心
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
が
あ
っ
た
。
そ
の

中
に
、
社
会
主
義
者
や
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
（
無
政
府
主
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居
。
外
に
仕
事
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
相
変
わ
ら
ず

村
外
会
員
と
し
て
、
週
に
三
日
村
へ
行
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
。
い
っ
と
き
六
十
五
人
が
生
活
し
て
い
た

の
に
十
四
年
前
は
二
十
三
人
だ
っ
た
か
ら
空
き
家
が

多
い
の
で
、
掃
除
と
管
理
の
責
任
を
持
つ
か
ら
と
、

一
軒
わ
た
し
専
用
に
借
り
て
、
村
へ
行
く
と
そ
こ
に

陣
ど
り
、
四
百
坪
あ
る
竹
林
の
仕
事
（
筍
掘
り
と
竹

炭
製
造
）
を
担
当
、
他
に
九
年
前
か
ら
月
刊
誌
『
新

し
き
村
』
の
編
集
長
を
務
め
て
い
る
。

	

（
二
）

　

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
社
会
を
国
家
を
、
自

分
が
理
想
と
す
る
も
の
に
変
え
た
い
と
志
す
と
き
、

方
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ひ
と

つ
は
、
政
治
権
力
を
獲
得
し
て
進
め
る
と
い
う
や
り

方
だ
。
現
代
の
よ
う
な
議
会
制
民
主
主
義
の
世
の
中

で
は
、
議
会
で
多
数
を
と
り
、
与
党
と
な
っ
て
政
策

を
実
行
し
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
だ
。
民
主
主
義
で
な

い
場
合
の
極
端
な
ケ
ー
ス
と
し
て
革
命
が
あ
る
。
た

だ
し
革
命
に
は
多
く
の
犠
牲
を
伴
う
。

　

ふ
た
つ
め
の
方
法
は
、
小
さ
く
て
も
一
定
の
土
地

を
確
保
し
て
、
そ
こ
に
同
志
を
集
め
、
小
さ
い
な
が

ら
も
生
活
共
同
体
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
作
っ
て
、
そ
の
共

同
体
の
中
で
理
想
を
実
践
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
モ

デ
ル
と
し
て
同
じ
も
の
を
次
々
に
作
っ
て
ゆ
き
、
国

中
、
さ
ら
に
は
世
界
中
を
そ
の
共
同
体
で
い
っ
ぱ
い

に
す
る
─
─
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に

は
長
い
時
間
が
か
か
る
。

　

新
し
き
村
は
、
今
あ
げ
た
二
つ
の
や
り
方
の
う
ち

の
後
者
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
い
い
。
つ
ま
り

新
し
き
村
と
は
、
理
想
的
社
会
の
モ
デ
ル
・
ひ
な
型

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
問
題
に
な
る
の
が
、
そ
の

理
想
の
具
体
的
中
味
。
そ
の
モ
デ
ル
が
目
指
す
理
想

像
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

新
し
き
村
が
目
指
す
社
会
と
は
ど
う
い
う
社
会
な

の
だ
ろ
う
か
。説
明
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が「
新

し
き
村
の
精
神
」
の
第
一
条
で
、
そ
こ
に
は
「
全
世

界
の
人
間
が
天
命
を
全
う
し
、
各
個
人
の
内
に
す
む

自
我
を
完
全
に
生
長
さ
せ
る
事
を
理
想
と
す
る
」
と

あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
明
で
十
分
に
納
得
す
る
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
分
か
っ
た
よ
う
な
分
か
ら
な
い
よ

う
な
内
容
だ
。
そ
こ
で
以
下
、
で
き
る
だ
け
武
者
小

路
実
篤
の
言
葉
を
使
っ
て
説
明
し
て
み
る
。

　

新
し
き
村
が
理
想
と
す
る
社
会
、
そ
れ
は
、
み
ん

な
が
兄
弟
の
よ
う
に
仲
よ
く
、
そ
し
て
人
間
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
、
で
あ
る
。
こ
の
「
仲
よ
く
」
と

か
「
人
間
ら
し
い
」
と
い
う
表
現
は
、
ず
い
ぶ
ん
あ

り
ふ
れ
た
表
現
だ
。
し
た
が
っ
て
新
し
き
村
の
特
徴

の
説
明
と
し
て
は
不
十
分
だ
。
も
っ
と
分
か
り
や
す

く
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
や
は
り
実
篤
の

表
現
を
使
う
と
「
義
務
は
平
等
に
果
た
し
、
自
己
を

生
か
す
と
い
う
点
で
は
自
由
」
な
社
会
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
大
分
前
進
し
た
が
、
ま
だ
抽
象
的
だ
。

も
っ
と
具
体
性
を
求
め
た
い
。

　

少
し
結
論
を
急
い
で
こ
う
言
っ
て
み
る
。「
一
日

に
六
時
間
の
義
務
労
働
を
終
え
た
ら
、
そ
れ
に
よ
っ

て
衣
・
食
・
住
が
保
証
さ
れ
、
余
っ
た
時
間
は
自
由

に
自
分
の
た
め
に
使
え
る
─
─
と
い
う
社
会
」
で
あ

る
。

義
者
）
が
い
た
。
実
篤
の
文
章
の
中
に
、
新
し
い
社

会
と
か
理
想
と
か
労
働
と
い
う
言
葉
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

出
て
く
る
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。
当
時
の『
白
樺
』

や
『
新
し
き
村
』
に
、
大
杉
栄
や
堺
利
彦
の
名
が
出

て
く
る
。

　

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
反
響
の
中
で
、
マ
ル
ク
ス
経
済

学
者
の
山
川
均
は
新
し
き
村
を
、
オ
ア
シ
ス
に
た
と

え
た
。「
砂
漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
に
は
、
何
万
年
を

経
て
も
、
決
し
て
砂
漠
を
化
し
て
緑
の
野
と
す
る
、

能
動
的
の
力
が
な
か
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
」（「
社
会
主
義
者
の
社
会
観
」）
と
。
こ
の
批
評

は
的
を
射
て
い
て
、
説
得
力
が
あ
る
も
の
だ
。
新
し

き
村
の
村
外
会
員
の
存
在
は
山
川
の
言
う
オ
ア
シ
ス

（
新
し
き
村
）
の
弱
点
を
、
半
ば
補
う
も
の
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。

　

い
つ
の
時
代
も
現
実
は
世
知
辛
く
厳
し
い
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
孤
高
を
守
っ
て
理
想
を
実
践
す
る
と
き
、

村
外
会
員
の
存
在
は
貴
重
だ
し
有
効
だ
。
ふ
り
返
る

と
、
実
篤
の
最
初
の
論
文
（「
新
し
き
村
に
就
て
の

対
話
、第
一
の
対
話
」
大
正
七
年
七
月
十
二
日
付
「
大

阪
毎
日
新
聞
」
夕
刊
）
に
は
村
外
会
員
と
い
う
発
想

は
ま
だ
な
く
、
考
え
が
熟
し
て
ゆ
く
う
ち
に
得
ら
れ

た
も
の
だ
。
拙
文
中
で
再
び
ふ
れ
る
が
、
新
し
き
村

の
会
員
が
村
内
・
村
外
の
二
重
に
成
っ
て
い
る
こ
と

は
、
結
果
と
し
て
新
し
き
村
を
百
年
も
続
け
さ
せ
た

原
動
力
に
な
っ
た
も
の
で
、
激
賞
に
値
す
る
ア
イ
デ

ィ
ア
で
あ
る
。

　

筆
者
は
十
四
年
前
に
今
後
の
人
生
を
新
し
き
村
と

関
わ
っ
て
生
き
よ
う
と
、
村
が
あ
る
毛
呂
山
町
に
転
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と
こ
ろ
で
今
述
べ
た
の
は
経
済
的
側
面
の
話
だ
が
、

人
間
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
平
等
で
命
令
し
た

り
命
令
さ
れ
た
り
と
い
う
上
下
関
係
が
な
い
社
会
。

具
体
的
に
は
、
決
め
ご
と
は
す
べ
て
全
員
参
加
の
会

議
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。

　

─
─
以
上
が
新
し
き
村
が
目
指
し
て
い
る
社
会
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
活
共
同
体
を
作
っ
て
、
完
成

し
た
ら
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
て
次
々
に
数
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
実
は
「
新
し
き
国
」
と
か
「
新
し
き
社

会
」
と
し
た
い
の
だ
が
、
遠
慮
し
て
「
村
」
と
言
っ

た
の
だ
と
、
実
篤
は
書
い
て
い
る
。

	

（
三
）

　

さ
て
生
活
共
同
体
で
あ
る
以
上
、
経
済
的
に
成
り

立
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
っ
て
ゆ
け
な
け

れ
ば
、
そ
れ
は
絵
に
描
い
た
餅
、
空
想
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
理
想
と
は
、
実
現
可
能
な
も
の
の
う
ち
の

最
高
の
も
の
を
言
う
の
だ
か
ら
、
自
活
で
き
て
い
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
七
年
の
ス

タ
ー
ト
時
の
メ
ン
バ
ー
十
八
人
は
、
実
篤
を
は
じ
め

農
業
経
験
者
は
た
っ
た
の
一
人
と
い
う
構
成
で
、
経

済
的
自
立
な
ど
程
遠
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
実

篤
は
、
村
の
建
設
に
汗
を
流
す
一
方
、
懸
命
に
原
稿

を
書
い
た
。

　

話
は
少
し
そ
れ
る
が
、
絵
画
、
彫
刻
等
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
作
家
た
ち
が
、
食
う
た
め
に
制
作
し
た
作

品
が
そ
の
作
家
の
代
表
作
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、

実
篤
の
生
涯
の
全
作
品
の
中
の
代
表
作
の
半
分
近
く

が
、
彼
が
日
向
の
村
で
生
活
し
た
時
の
作
品
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
現
に
実
篤
の
最
初
の
全
集
（
芸
術
社
版
、

広
津
和
郎
編
集
）
が
大
正
十
二
年
に
出
て
い
る
こ
と

で
も
言
え
る
。

　

新
し
き
村
建
設
と
い
う
緊
張
感
や
、
ス
タ
ー
ト
二

年
目
に
早
く
も
始
ま
っ
た
人
間
関
係
の
ゴ
タ
ゴ
タ
の

苦
悩
が
も
た
ら
す
緊
張
感
が
底
流
に
あ
る
の
が
研
究

者
か
ら
三
部
作
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
『
耶
蘇
』

で
あ
り
『
幸
福
者
』
で
あ
り
『
第
三
の
隠
者
の
運
命
』

で
あ
る
。
特
に
『
幸
福
者
』
は
よ
く
ぞ
こ
の
年
齢
で

こ
の
心
境
に
至
っ
た
と
感
嘆
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
、

併
せ
て
作
品
の
構
成
や
リ
ズ
ム
等
、
一
大
傑
作
で
あ

る
。

　

こ
の
三
部
作
の
場
合
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
、
事
実
、
実
篤
が
最
も
キ
リ

ス
ト
教
に
近
づ
い
た
と
言
え
る
時
期
の
作
品
だ
。
建

築
材
を
運
び
な
が
ら
そ
の
重
さ
に
必
死
に
耐
え
る
身

を
、
十
字
架
を
運
ぶ
キ
リ
ス
ト
に
例
え
る
言
葉
が
、

こ
の
頃
の
作
品
や
後
年
の
作
品
に
見
ら
れ
る
。
偶
然

だ
が
、
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
て
死
ん
だ

の
が
三
十
三
歳
の
と
き
。
実
篤
が
新
し
き
村
建
設
に

入
っ
た
の
が
同
じ
三
十
三
歳
の
時
だ
っ
た
。
他
に
実

篤
が
新
し
き
村
で
生
活
し
た
時
期
の
作
品
と
し
て
、

か
の
『
友
情
』
や
『
人
間
万
歳
』
が
あ
る
。

　

さ
て
そ
の
後
、
大
正
十
四
年
末
に
、
実
篤
は
新
し

き
村
を
出
て
し
ま
う
。
人
間
は
こ
の
よ
う
に
生
活
す

る
の
が
理
想
だ
と
言
っ
て
、
そ
の
モ
デ
ル
を
建
設
し

た
提
唱
者
が
新
し
き
村
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
も
っ
て
新
し
き
村
の
運
動
を
失
敗
だ
っ
た
と

見
る
人
が
多
い
が
、
そ
れ
も
無
理
は
な
い
。
主
張
し

た
こ
と
が
実
現
不
可
能
な
も
の
だ
っ
た
。
理
想
で
は

な
く
空
想
だ
っ
た
と
証
明
し
た
よ
う
な
も
の
だ
か
ら

だ
。

　

し
か
し
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
村
内
会
員
と
村

外
会
員
と
の
両
方
が
あ
っ
て
「
新
し
き
村
」
で
あ
る
。

詳
し
く
は
ふ
れ
な
い
が
余
程
の
個
人
的
事
情
や
考
え

が
あ
っ
て
の
離
村
で
、
少
な
く
と
も
わ
た
し
達
会
員

は
不
満
を
持
っ
て
い
な
い
。
実
篤
は
離
村
後
も
最
も

熱
心
な
村
外
会
員
と
し
て
生
き
、
没
後
は
夫
妻
と
も

に
村
内
の
大
愛
堂
（
墓
所
）
に
眠
っ
て
い
る
。

　

実
篤
の
離
村
は
長
い
目
で
考
え
て
み
る
と
、
む
し

ろ
村
の
存
続
の
た
め
に
は
良
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

実
篤
あ
っ
て
の
新
し
き
村
で
終
始
し
て
は
い
け
な
い

の
だ
か
ら
。

	

（
四
）

　

そ
し
て
昭
和
十
四
年
、
創
立
し
て
二
十
年
の
頃
、

新
し
き
村
は
中
心
の
土
地
が
ダ
ム
湖
の
底
に
沈
む
こ

と
に
な
っ
て
、
主
要
部
隊
？
が
埼
玉
の
現
在
の
地
、

入
間
郡
毛
呂
山
町
に
移
転
し
た
。
東
京
か
ら
日
帰
り

で
き
る
土
地
と
い
う
条
件
で
探
し
た
結
果
だ
。

　

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
二
十
年
、
太
平
洋
戦
争
を
挟
ん

で
営
々
と
活
動
を
続
け
、
昭
和
三
十
三
年
に
遂
に
念

願
の
自
活
を
達
成
し
た
。
実
に
四
十
年
か
か
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
一
年
に
実
篤
が
死
去
。
そ
し
て
昭

和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
が
収
入
の
面
で
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
村
内
会
員
も
昭
和
六
十
年
を
境
に
減
少

し
て
ゆ
く
。

　

時
代
は
平
成
に
入
り
（
一
九
八
九
年
）、
九
十
年

代
初
頭
に
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
る
こ
ろ
か
ら
は
人
の
減
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り
方
が
加
速
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
収
入
も
減
少
し

た
。

　

そ
し
て
筆
者
が
毛
呂
山
町
に
転
居
し
て
、
現
在
の

よ
う
な
村
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
生
活
に
入
っ

て
十
四
年
。
こ
の
間
も
入
村
者
は
四
、五
人
い
た
が
、

離
村
す
る
人
も
亡
く
な
る
人
も
多
く
、
ト
ー
タ
ル
で

は
年
間
マ
イ
ナ
ス
一
人
の
割
合
で
き
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
村
の
消
滅

は
時
間
の
問
題
だ
。

　

い
っ
た
い
時
間
の
推
移
に
ま
か
せ
て
い
い
の
か
。

	

（
五
）

　

そ
こ
で
筆
者
は
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
、
新
し
き
村

が
衰
退
し
て
い
る
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

常
識
的
に
す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、
提
唱
者
の
実
篤

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
新
し
き
村
の
理
想
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
武
者
小
路
実
篤
と
い
う
大
人
格

に
惹
か
れ
て
会
員
に
な
っ
た
人
も
多
い
の
だ
。
提
唱

者
で
あ
る
実
篤
が
死
去
し
た
こ
と
は
大
き
い
。

　

そ
し
て
や
は
り
一
般
論
だ
が
、
新
し
き
村
の
思
想

を
人
類
の
理
想
と
確
信
し
、
全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん

で
発
展
の
た
め
に
活
躍
す
る
人
材
が
出
て
い
な
い
こ

と
が
衰
退
の
理
由
だ
。
な
ん
と
い
っ
て
も
組
織
は
人

で
あ
る
。

　

以
上
二
点
、
ふ
つ
う
に
考
え
ら
れ
る
衰
退
の
理
由

を
挙
げ
て
み
た
が
、
筆
者
の
考
え
は
か
な
り
違
う
。

筆
者
に
言
わ
せ
る
と
、
創
立
以
来
百
年
、
一
般
社
会

が
、
新
し
き
村
が
目
指
し
た
も
の
を
実
現
し
て
い
る

こ
と
が
最
大
の
理
由
だ
と
思
う
。

　

た
と
え
ば
六
時
間
の
義
務
労
働
を
果
た
せ
ば
衣
食

住
が
保
証
さ
れ
云
々
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
会
が
お

お
む
ね
週
休
二
日
制
に
な
っ
て
、
平
均
す
る
と
「
週

休
一
日
で
義
務
労
働
は
六
時
間
」
を
実
現
し
て
い
る
。

他
に
社
会
福
祉
の
面
で
い
う
と
、
年
金
制
度
の
お
か

げ
で
、
現
在
の
日
本
の
高
齢
者
は
経
済
的
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
世
界
に
冠
た
る
健
康
保
険
制
度
の

お
か
げ
で
医
療
費
の
負
担
は
外
国
に
比
べ
る
と
非
常

に
少
な
い
。

　

人
間
関
係
の
平
等
性
、
い
わ
ゆ
る
人
権
思
想
の
面

で
言
う
と
、
昭
和
の
は
じ
め
に
普
通
選
挙
法
が
成
立

し
、
そ
れ
ま
で
一
定
以
上
の
額
を
納
税
し
な
け
れ
ば

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
選
挙
権
が
二
十
五
才
以
上
の
男

子
す
べ
て
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
女
性

に
し
て
み
れ
ば
な
に
が
「
普
通
」
か
と
い
う
不
平
等

選
挙
だ
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
が
新
憲
法
に
な
っ
て
基

本
的
人
権
の
尊
重
の
下
に
、
完
全
に
二
十
才
以
上
の

す
べ
て
の
国
民
が
選
挙
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
わ
け
で
少
な
く
と
も
法
律
上
は
、
日
本
の
社

会
は
と
て
も
平
等
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
新
し
き
村
が
目
指
し
た
も
の
を
一

般
社
会
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
が
、
新
し
き
村
が
衰

退
し
て
い
る
根
本
的
な
理
由
だ
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

百
年
前
の
大
正
時
代
は
、
労
働
時
間
が
十
時
間
を
こ

え
る
の
は
当
た
り
前
で
、
働
け
ど
働
け
ど
、
生
き
る

だ
け
が
や
っ
と
の
こ
と
で
「
天
命
を
全
う
」
で
き
る

人
は
稀
れ
に
し
か
い
な
か
っ
た
。
日
本
の
社
会
は
タ

テ
社
会
で
、
命
令
し
た
り
命
令
さ
れ
た
り
の
世
の
中

だ
っ
た
。
そ
ん
な
時
代
に
、
新
し
き
村
は
ま
さ
に
砂

漠
の
中
の
オ
ア
シ
ス
だ
っ
た
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
新
し
き
村
は
そ
の
歴
史
的
使
命

を
終
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

	

（
六
）

　

必
ず
し
も
そ
う
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
格
差

は
拡
が
る
ば
か
り
だ
。
経
済
至
上
主
義
の
中
で
、
過

労
死
な
ど
と
い
う
異
常
事
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ

も
エ
リ
ー
ト
層
に
続
い
て
い
る
。
自
然
破
壊
、
地
球

の
温
暖
化
は
危
機
的
だ
。
国
際
紛
争
は
一
向
に
な
く

な
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
新
し
き
村
の
歴
史
的
使

命
は
本
当
に
終
わ
っ
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
新
し
き
村
の

出
る
幕
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
の
だ
。

　

そ
し
て
こ
ん
な
こ
と
も
思
う
。
筆
者
は
と
き
ど
き

見
学
者
の
案
内
を
す
る
。
三
万
坪
の
村
内
を
ザ
ッ
と

歩
い
て
、
理
想
主
義
と
は
言
い
な
が
ら
、
新
し
き
村

に
は
人
間
の
集
団
が
持
っ
て
い
る
問
題
は
全
部
あ
り

ま
す
と
言
う
。
実
篤
に
は
「
仲
よ
き
こ
と
は
美
し
き

哉
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
る
け
れ
ど
、
村
の
長

老
の
一
人
は
「
仲
よ
き
こ
と
は
難
し
き
哉
」
と
言
っ

た
と
笑
わ
せ
る
。
そ
の
上
で
、
し
か
し
村
の
中
で
は
、

正
直
と
い
う
か
善
意
と
い
う
こ
と
が
、
一
般
社
会
と

比
べ
て
ほ
ん
の
少
し
だ
け
れ
ど
、
一
・
五
セ
ン
チ
位

だ
け
れ
ど
、
純
粋
に
通
用
す
る
程
度
が
多
い
と
話
す
。

こ
れ
が
実
感
だ
。
新
し
き
村
の
周
囲
に
は
、
会
員
に

は
な
ら
な
い
け
れ
ど
、
何
か
と
応
援
し
て
く
れ
る
人

が
チ
ラ
ホ
ラ
い
る
。
実
際
な
に
も
か
も
一
般
社
会
と

同
じ
で
は
、
存
在
の
意
味
は
な
い
の
だ
。

　

ま
た
、
拙
文
で
縷
る
縷
る
述
べ
た
よ
う
に
、
新
し

き
村
と
は
理
想
の
社
会
の
モ
デ
ル
・
ひ
な
型
な
の
で

02_本体.indd   35 18/06/19   11:10



　36

あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
ゆ
こ
う
と
い

う
考
え
な
の
だ
か
ら
、
百
年
た
っ
た
今
、
目
標
と
し

て
は
都
道
府
県
に
ひ
と
つ
ず
つ
く
ら
い
存
在
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
だ
が
、
現
実
は
こ
の
通
り
で
す
、

と
言
っ
た
り
す
る
。
そ
の
上
で
、
し
か
し
歴
史
を
ふ

り
返
る
と
、
二
十
世
紀
は
一
時
、
世
界
の
三
分
の
一

が
社
会
主
義
国
だ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
の
ソ
ビ
エ

ト
崩
壊
後
こ
と
ご
と
く
消
え
た
。
だ
が
わ
が
新
し
き

村
は
あ
の
旗
を
九
十
年
余
り
下
ろ
し
た
こ
と
は
な
い

の
で
す
と
、
村
の
中
央
に
ひ
る
が
え
る
四
色
の
旗
を

指
さ
し
て
言
う
。
言
い
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
無
理
が

あ
る
な
と
思
う
が
、
わ
た
し
は
事
実
を
言
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
新
し
き
村
は
既
に
歴
史
的
使
命
が
終

っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が
出

番
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
き
、
新
し
き
村
の
思

想
の
核
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
言
葉
に
「
君
は
君
、
我
は
我
な
り
、

さ
れ
ど
仲
よ
き
」
が
あ
る
こ
と
を
思
う
。

　

こ
の
言
葉
は
元
来
は
個
人
と
個
人
の
関
係
の
理
想

を
言
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
国
と
国
、
宗
教
と
宗
教

の
間
の
理
想
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
自
由
平
等
と
か
自

他
共
生
を
考
え
る
と
き
、
お
互
い
が
相
手
を
尊
重
し
、

根
底
の
と
こ
ろ
で
信
義
を
重
ん
じ
て
仲
よ
く
や
っ
て

ゆ
く
。
宗
教
に
お
い
て
は
、
自
分
の
信
ず
る
こ
と
だ

け
が
真
理
で
他
の
教
え
は
間
違
っ
て
い
る
、
と
い
う

主
張
を
よ
く
聞
く
。
そ
の
考
え
方
は
冷
静
に
考
え
る

と
、
お
か
し
い
。「
君
は
君
、
我
は
我
な
り
、
さ
れ

ど
仲
よ
き
」。
こ
れ
こ
そ
人
類
が
目
指
す
人
と
人
、

国
と
国
、
宗
教
と
宗
教
の
関
係
の
在
り
方
で
あ
り
、

こ
れ
し
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

個
々
の
宗
教
の
違
い
は
、
二
宮
尊
徳
が
富
士
山
の

登
り
口
は
い
く
つ
も
あ
る
が
行
く
先
は
同
じ
頂
上
だ

と
い
う
譬
え
で
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
真
理
を
求
め

る
求
め
方
の
違
い
な
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
宗
教
に

も
、
人
間
と
し
て
立
派
な
信
者
が
い
る
こ
と
は
、
誰

も
が
認
め
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
客
観
的
事
実

を
冷
静
に
考
え
れ
ば
、「
君
は
君
、
我
は
我
な
り
、

さ
れ
ど
仲
よ
き
」
こ
そ
人
類
の
理
想
で
は
な
い
か
。

	

（
七
）

　

右
の
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
る
と

き
、
わ
た
し
は
こ
の
短
歌
に
再
会
し
た
。

マ
ッ
チ
擦
る
つ
か
の
ま
海
に
霧
ふ
か
し
身
捨
つ
る

ほ
ど
の
祖
国
は
あ
り
や　
　

寺
山
修
司

　

そ
し
て
こ
の
短
歌
の
下
の
句
を
「
身
捨
つ
る
ほ
ど

の
理
想
あ
り
や
と
」
に
置
き
か
え
て
考
え
て
み
た
い

の
で
あ
る
。
新
し
き
村
は
既
に
歴
史
的
使
命
を
終
え

た
の
か
。
そ
れ
と
も
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
本
領
を

発
揮
す
る
時
を
迎
え
て
い
る
の
か
、
ど
う
な
の
か
。

言
い
か
え
て
、
新
し
き
村
に
は
、
わ
た
し
が
全
身
全

霊
を
打
ち
込
む
だ
け
の
理
想
が
あ
る
の
か
。

　

寺
山
修
司
の
こ
の
短
歌
と
再
会
し
て
、
新
し
き
村

に
つ
い
て
の
右
記
の
よ
う
に
捉
え
始
め
て
二
年
た
っ

た
。
去
年
、
わ
た
し
は
、
新
し
き
村
の
理
想
に
全
身

全
霊
を
打
ち
込
む
ほ
ど
の
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を

考
え
る
こ
と
に
は
、
全
身
全
霊
を
打
ち
込
む
価
値
が

あ
る
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

幸
い
わ
た
し
は
健
康
に
恵
ま
れ
、
頭
だ
っ
て
、
固

有
名
詞
が
パ
ッ
と
出
て
こ
な
く
て
困
る
こ
と
が
あ
る

が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
働
け
そ
う
だ
。
こ
の
わ
た
し

の
体
力
と
頭
脳
を
打
ち
込
む
だ
け
の
理
想
が
あ
る
の

か
ど
う
か
。
体
力
と
頭
脳
を
打
ち
込
ん
で
考
え
つ
つ

あ
る
。

　

ま
た
こ
の
夏
、
わ
た
し
は
「
命
が
け
で
作
品
を
書

い
て
い
る
」
と
い
う
文
章
に
二
回
出
合
っ
た
。
一
人

は
車
谷
長
吉
の
言
葉
で
、
奥
さ
ん
で
詩
人
の
高
橋
順

子
が
『
夫
・
車
谷
長
吉
』
の
中
で
書
い
て
い
る
も
の

で
、
車
谷
長
吉
は
「
俺
は
命
と
ひ
き
か
え
に
小
説
を

書
い
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
芥
川
賞
作
家
の
諏
訪
哲
史
が
エ
ッ

セ
ー
集
『
う
た
か
た
の
日
』
の
ま
え
が
き
の
最
後
で

「
命
が
け
で
書
き
ま
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

　

雑
誌
を
編
集
し
た
り
、
書
評
を
書
い
た
り
す
る
わ

た
し
だ
が
、
命
が
け
で
文
章
を
書
い
て
い
る
か
と
言

う
と
無
論
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
た
だ
文
字
ど
お

り
、
生
き
方
を
か
け
て
書
い
て
い
る
、
と
は
言
え
る

と
思
う
。
新
し
き
村
に
全
身
全
霊
を
打
ち
込
む
だ
け

の
理
想
が
あ
る
の
か
否
か
。
も
う
歴
史
的
使
命
が
終

わ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
生
き
方
を
か
け
て
考
え

て
い
る
。

02_本体.indd   36 18/06/19   11:10



37　

　

毛
呂
山
に
妖
怪
（Gespenst

）
が
徘
徊
し
て
い
る
。

「
新
し
き
村
」と
い
う
妖
怪
が
。
古
い
村
内
の
勢
力
は
、

こ
の
妖
怪
が
出
現
す
る
た
び
に
慌
て
ふ
た
め
く
。
自

分
た
ち
の
静
か
な
生
活
が
掻
き
乱
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
戦
く
か
ら
だ
。
し
か
し
、
長
く
村
内
で

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
も
、
そ
の
入
村
時
に
は
「
新

し
き
村
の
精
神
」
に
魅
せ
ら
れ
て
決
意
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。
そ
れ
な
の
に
何
故
、「
新
し
き
村
」

を
実
現
せ
ん
と
す
る
運
動
の
提
案
に
悉
く
難
色
を
示

す
の
か
。

　

こ
の
事
実
か
ら
二
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

一
つ
は
、
毛
呂
山
の
村
は
も
は
や
「
新
し
き
村
」

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
村
内
が
保
身
に
走
る
以
上
、「
新

し
き
村
」
の
運
動
は
村
外
が
主
体
的
に
担
っ
て
い
く

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
新
し
き
村
創
立
百
周
年
を
機
に
、

前
田
速
夫
兄
が
「
村
再
生
の
た
め
の
新
し
い
村
づ
く

り
の
運
動
」
を
全
て
の
村
外
会
員
に
呼
び
掛
け
ら
れ

て
い
る
。
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。
新
し
き
村
の
長

き
に
亘
る
閉
塞
状
況
を
憂
え
て
い
た
多
く
の
村
外
会

員
か
ら
「
心
待
ち
に
し
て
い
た
提
言
だ
」
と
い
う
声

が
届
い
て
い
る
と
聞
く
。
私
も
心
か
ら
そ
の
声
に
和

し
た
い
と
思
う
。

挿
さ
れ
た
薔
薇
の
花
も
美
し
い
が
、
泥
沼
に
咲
く
蓮

の
花
こ
そ
新
し
き
村
が
実
現
す
べ
き
美
し
さ
で
は
な

い
か
。

†

　

さ
て
、
図
ら
ず
も
村
内
に
喧
嘩
を
売
る
よ
う
な
論

調
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
私
の
本
意
で
は

な
い
。
そ
も
そ
も
現
状
の
よ
う
な
村
内
の
在
り
方
を

長
年
容
認
し
て
き
た
村
外
に
も
責
任
は
あ
る
だ
ろ
う
。

私
は
た
だ
、
村
内
村
外
を
問
わ
ず
、
村
の
会
員
は
須

く
「
汚
れ
た
現
代
社
会
の
真
只
中
か
ら
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
」
運
動
の
前
衛
た
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
新
し
き

村
は
村
内
・
村
外
一
体
の
も
の
で
す
」
と
い
う
前
田

兄
の
見
解
を
改
め
て
強
調
し
た
い
と
思
う
。
と
言
う

の
も
、「
村
内
が
主
で
、
村
外
は
従
」
と
い
う
時
代

錯
誤
の
考
え
、
す
な
わ
ち
「
村
外
会
員
の
役
割
は
村

内
会
員
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と
い

う
奴
隷
根
性
を
打
破
し
て
、
我
々
自
身
が
主
体
的
に

「
新
し
き
村
を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
！
」
と
い
う
気

概
が
今
後
の
村
の
発
展
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
に
な

る
か
ら
だ
。
単
な
る
「
実
篤
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
如

き
村
外
会
員
で
は
意
味
が
な
い
。

　

誤
解
の
な
い
よ
う
に
予
め
断
っ
て
お
く
が
、
私
の

意
図
は
断
じ
て
村
内
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
私
は
村
内
の
人
た
ち
と
共
に
「
新
し
き
村

を
実
現
す
る
活
動
」
に
邁
進
し
た
い
の
だ
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
、
今
の
村
内
に
は
そ
う
し
た
活
動
へ
の

余
裕
も
な
け
れ
ば
思
い
も
な
い
。
勿
論
、
村
内
の
人

た
ち
に
は
自
分
た
ち
の
今
の
生
活
こ
そ
が
実
篤
先
生

　

し
か
し
、
問
題
は
こ
れ
か
ら
だ
。
本
当
の
問
題
は

こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
実
際
、
前
田

兄
の
呼
び
掛
け
に
拒
否
反
応
を
示
す
会
員
も
少
な
く

な
い
ら
し
い
。
そ
れ
が
今
の
村
の
偽
ら
ざ
る
現
実
だ
。

従
っ
て
、
こ
の
新
し
き
運
動
を
真
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
村
内
は
も
と
よ
り
、
特
に
我
々
村
外
会
員

の
根
源
的
な
意
識
改
革
が
不
可
欠
に
な
る
。
も
し
旧

態
依
然
た
る
姿
勢
の
ま
ま
事
に
臨
む
な
ら
ば
、
ど
ん

な
に
素
晴
ら
し
い
会
が
で
き
て
も
、
そ
の
実
を
結
ぶ

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、「
新
し
き
村
の
百
年
」
は

そ
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
苦
闘
の
歴
史
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
前
田
兄
が
今
回
改
め
て
活
写
さ
れ
て
い

る
通
り
だ
が
、
今
の
村
の
ど
こ
を
探
し
て
も
理
想
実

現
に
向
け
て
の
運
動
な
ど
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
農

作
業
を
中
心
と
し
た
生
活
に
日
々
追
わ
れ
て
い
る
だ

け
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
、
村
内
に
怠
け
者
な
ど
一
人

も
お
ら
ず
、
皆
勤
勉
に
清
く
正
し
く
生
き
て
い
る
。

そ
れ
は
実
に
貴
い
こ
と
だ
が
、
何
も
村
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
村
の
外
に
も
誠
実
に
生
き
て

い
る
人
は
い
く
ら
で
も
い
る
し
、
む
し
ろ
資
本
主
義

の
厳
し
い
現
実
の
中
で
「
人
間
ら
し
い
生
活
」
を
貫

こ
う
と
す
る
努
力
は
村
内
の
比
で
は
な
い
と
思
う
。

確
か
に
現
代
社
会
は
汚
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

汚
れ
か
ら
一
線
を
画
し
た
よ
う
な
特
別
な
場
所
で

「
美
し
き
生
活
」
を
営
ん
で
も
、
そ
ん
な
美
し
さ
に

な
ど
意
味
は
な
い
。
新
し
き
村
の
使
命
は
あ
く
ま
で

も
、
汚
れ
た
現
代
社
会
の
真
只
中
か
ら
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。
綺
麗
な
花
瓶
に

 
新
村
党
宣
言

 
新
し
き
村
村
外
会
員
　
日
比
野
英
次
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の
提
唱
さ
れ
た
「
新
し
き
村
の
生
活
」
だ
と
い
う
自

負
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
か
。
私

は
現
状
の
村
の
生
活
が
更
に
百
年
続
い
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
到
底
「
新
し
き
村
」
に
は
辿
り
着
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。
果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
私

の
方
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
。
な
ら
ば
、
前
田
兄
が

始
め
ら
れ
る
会
を
通
じ
て
大
い
に
語
り
合
お
う
で
は

な
い
か
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
も
と
よ
り
私
は
村

内
に
喧
嘩
を
売
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
こ
の
新
し

き
村
創
立
百
周
年
を
機
に
、
共
に
「
新
し
き
村
の
理

想
実
現
」
に
人
生
を
賭
け
て
い
る
同
志
と
し
て
、
村

の
将
来
に
向
け
て
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
だ
け
だ
。

　

何
れ
に
せ
よ
、
前
田
兄
の
新
し
き
運
動
へ
の
呼
び

か
け
を
受
け
て
、私
は
新
村
党
を
宣
言
し
た
い
。「
新

村
党
」
と
い
う
の
は
先
に
述
べ
た
よ
う
な
従
来
の
村

外
会
員
の
意
識
を
一
新
す
る
と
い
う
意
味
に
他
な
ら

な
い
。
逆
説
的
に
言
え
ば
、
内
で
は
な
く
外
が
中
心

に
な
る
、
す
な
わ
ち
将
来
の
村
は
農
業
を
中
心
と
し

た
生
活
か
ら
脱
却
し
、
様
々
な
仕
事
に
関
心
を
も
つ

村
外
会
員
を
中
心
と
し
た
共
働
態
に
な
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
勿
論
、
農
業
を
否
定
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
農
業
が
こ
れ
か
ら
も
村
の
重
要
な

仕
事
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
た
だ
今
後
は
、

古
く
は
小
国
英
雄
兄
の
よ
う
な
「
映
画
の
シ
ナ
リ
オ

を
執
筆
し
な
が
ら
村
で
生
活
し
た
い
」
と
い
う
希
望

が
却
下
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
馬
鹿
な
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
教
師
と
し
て
生
活
し
た
い
人
、
役
者

と
し
て
、
音
楽
家
と
し
て
、
陶
芸
家
と
し
て
、
そ
の

他
、
農
業
以
外
の
仕
事
に
従
事
し
た
い
人
も
村
で
生

活
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
通
じ
て
自
由
に

「
新
し
き
村
の
理
想
」
を
実
現
し
て
い
く
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
す
る
。
更
に
言
え
ば
、
た

と
い
村
外
で
生
活
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
々

の
仕
事
を
核
と
し
た
生
活
が
「
新
し
き
村
」
に
な
る

だ
ろ
う
。「
一
人
で
も
新
し
き
村
だ
」
と
言
わ
れ
た

先
人
も
い
る
が
、
物
理
的
な
制
約
を
考
慮
す
れ
ば
、

村
外
に
こ
そ
「
新
し
き
村
」
は
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
将

来
の
新
し
き
村
は
村
外
会
員
中
心
に
発
展
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
か
か
る
新
村
党
な
ど
今
は
画

餅
に
す
ぎ
な
い
。「
新
生
会
」
の
時
と
同
様
、
相
変

わ
ら
ず
の
大
風
呂
敷
だ
と
い
う
嘲
笑
も
聞
こ
え
て
く

る
。
し
か
し
、
今
回
の
前
田
兄
の
試
み
は
未
熟
な
私

の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
と
思
う
。
い
や
、
今

度
こ
そ
村
の
現
状
を
打
破
す
る
突
破
口
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
既
存
の
村
に
対
す

る
意
識
を
一
新
す
る
村
外
会
員
が
飛
躍
的
に
そ
の
数

を
増
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。「
日
々
新
し
き

村
の
会
」
が
こ
れ
か
ら
更
に
発
展
し
て
、
や
が
て
村

内
・
村
外
と
い
う
区
別
が
究
極
的
に
は
意
味
が
な
く

な
る
日
の
到
来
を
期
待
し
た
い
。
我
々
は
皆
、「
新

し
き
村
の
理
想
」
を
求
め
る
同
志
な
の
だ
。

†

　

と
は
言
う
も
の
の
、
残
念
乍
ら
現
実
に
は
依
然
と

し
て
既
存
の
毛
呂
山
の
村
に
執
著
す
る
人
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
人
々
の
方
が
大

半
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
と
し
て
も
、
長
年
に
わ

た
り
村
内
で
頑
張
っ
て
き
た
人
た
ち
の
生
活
を
単
純

に
無
意
味
だ
と
切
り
捨
て
る
気
に
な
ど
到
底
な
れ
な

い
。
た
だ
、
も
は
や
そ
こ
に
新
し
き
村
の
運
動
が
な

い
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
前
田
兄

も
、
村
内
中
心
の
古
い
体
質
に
何
か
と
行
く
手
を
阻

ま
れ
な
が
ら
も
、
実
に
忍
耐
強
く
「
新
し
き
村
の
再

生
」
を
呼
び
掛
け
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。
古
き

人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
や
は
り
退
治
す
べ
き
妖
怪

で
し
か
な
い
の
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
し
て
そ
う

思
う
人
が
新
し
き
村
の
会
員
の
多
数
派
で
あ
る
な
ら
、

新
村
党
は
そ
の
拠
点
を
毛
呂
山
以
外
の
地
に
求
め
る

し
か
な
い
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
新
村
党
の
目
的
は
毛

呂
山
の
村
の
乗
っ
取
り
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も

毛
呂
山
に
拠
点
を
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
も
な
い
。

我
々
は
た
だ
「
新
し
き
村
の
精
神
」
に
共
鳴
す
る
者

が
自
由
に
集
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
理
想
実
現
に
向
け

て
の
運
動
を
世
界
的
規
模
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
だ
け
だ
。
率
直
に
言
っ
て
、
既
存
の

村
が
毛
呂
山
で
今
ま
で
通
り
の
穏
や
か
な
生
活
を
続

け
て
い
く
こ
と
だ
け
を
本
当
に
願
っ
て
い
る
の
な
ら
、

そ
れ
で
も
い
い
と
個
人
的
に
は
思
う
。
勿
論
、
そ
れ

は
実
質
的
に
は
「
新
し
き
村
」
の
断
念
を
意
味
す
る

が
、
そ
の
認
識
を
巡
っ
て
グ
ダ
グ
ダ
村
内
と
対
立
し

続
け
る
こ
と
は
畢
竟
時
間
の
無
駄
で
し
か
な
い
か
ら

だ
。
喫
緊
の
課
題
は
あ
く
ま
で
も
、「
新
し
き
村
の

精
神
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
理
想
（
そ
れ
が
実
篤

の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
世
界
の
至
る
所
に
点
在
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
の
実
現
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
言
え
ば
、
嘉
納
治
五
郎
の
名
前

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
嘉
納
治
五
郎
は
一
時
期
、

二
松
学
舎
に
学
び
ま
し
た
。
後
年
、
学
習
院
の
よ
う

な
学
園
を
創
ろ
う
と
、
我
孫
子
に
土
地
を
求
め
ま
し

た
が
、
頓
挫
。
そ
こ
に
甥
の
柳
宗
悦
を
住
ま
わ
せ
ま

し
た
。
柳
宗
悦
は
友
人
の
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直

哉
を
我
孫
子
に
呼
び
寄
せ
、
白
樺
派
が
誕
生
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
さ
ら
に
時
は
流
れ
、
武
者
小
路
実
篤
が
動

き
ま
す
。
宮
崎
県
・
日
向
に
《
新
し
き
村
》
を
創
立
。

芸
術
村
を
始
め
ま
し
た
。
軌
道
に
乗
る
か
と
思
い
き

や
、
突
然
の
ダ
ム
建
設
と
な
り
、
要
の
田
ん
ぼ
が
水

没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

九
段
の
二
松
学
舎
に
発
し
、
我
孫
子
か
ら
日
向
に
、

さ
ら
に
埼
玉
の
毛
呂
山
へ
と
大
き
く
旋
回
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
九
段
の
二
松
学
舎
と

神
田
神
保
町
の
《
新
村
堂
》
と
は
至
近
距
離
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
を
中
心
に
楕
円
軌
道
を
描
い
て
毛
呂
山

に
至
り
、
さ
ら
に
向
か
う
方
向
は
？　

と
考
え
ま
す

と
、
あ
り
ま
し
た
、
南
伊
豆
で
す
。

　

旧
制
第
一
高
校
ボ
ー
ト
部
の
面
々
が
武
者
小
路
実

篤
の
《
新
し
き
村
》
に
共
感
、
自
分
た
ち
の
《
新
し

き
村
》
を
建
設
し
よ
う
！　

私
財
を
投
じ
て

二
万
三
千
坪
の
土
地
を
購
入
し
た
の
で
し
た
。
現
在

の
新
し
き
村
〝
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト　

テ
ラ
〟
が

そ
れ
で
す
。

　

毛
呂
山
の
新
し
き
村
に
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
建
設
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
南
伊
豆
に
は
立
派
な
ロ
グ
ハ
ウ

ス
が
あ
り
、
樹
間
に
は
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
ツ
リ
ー
ハ
ウ

ス
、
ピ
ア
ノ
を
備
え
た
ワ
ン
ネ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
が
建

ち
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
憩
い
・
癒
や
し
の
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
き
村
創
立
一
〇
〇
年
の
ス
パ
ン
で
白
樺
派
の

誕
生
か
ら
日
向
の
新
し
き
村
、
毛
呂
山
の
新
し
き
村
、

そ
し
て
南
伊
豆
の
新
し
き
村
へ
と
大
き
く
旋
回
し
ま

す
と
、
驚
い
た
こ
と
に
新
し
き
村
は
発
展
し
て
い
て

衰
退
な
ど
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

日
向
の
新
し
き
村
で
は
養
豚
と
木
工
、
毛
呂
山
の

 

中
空
の
《
せ
ん
が
わ
毛
呂
山

あ
び
こ
南
伊
豆
》
環
状
鉄
道

　
　
山
奥
大
学
自
由
学
芸
七
科
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

松
尾
欣
治

に
究
極
的
な
関
心
を
抱
く
人
た
ち
が
連
帯
す
る
こ
と

（
点
在
す
る
理
想
を
線
で
結
ぶ
の
だ
！
）、
そ
し
て
そ

の
連
帯
の
場
を
一
日
で
も
早
く
具
体
的
に
構
築
す
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
新
村
党
は
至
る
所
に
お
い
て
、

全
世
界
の
「
理
想
社
会
の
実
現
を
求
め
る
人
た
ち
」

の
連
帯
と
一
致
と
の
た
め
に
努
力
す
る
。
既
存
の
格

差
社
会
に
妥
協
・
安
住
す
る
大
衆
を
し
て
「
新
し
き

村
の
精
神
」
の
前
に
戦
慄
せ
し
め
よ
。
我
々
も
ま
た

自
分
の
鎖
よ
り
他
に
失
う
べ
き
何
も
の
も
持
た
な
い
。

そ
し
て
実
現
す
べ
き
理
想
社
会
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
い
る
。

　

全
世
界
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
追
求
者
連
帯
せ
よ
！

（
新
し
き
村
・
元
村
内
会
員
））

新
し
き
村
で
は
広
大
な
田
ん
ぼ
で
稲
作
が
、
そ
し
て

美
術
館
が
あ
り
、
南
伊
豆
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
は
世
界

の
若
者
が
集
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
、

と
い
っ
た
具
合
に
発
展
を
続
け
て
い
た
の
で
す
。

2018年 7月 3日（火）～8日（日）第一期

於：平塚市美術館アートギャラリー（入場無料）
10：00～16：50（初日 14：00～、最終日～15：00）

神奈川県平塚市西八幡1-3-3　TEL：0463-35-2111

2018年10月 22日（月）～26日（金）第二期

於：鎌倉芸術館ギャラリー3（入場無料）
10：00～17：00（初日 14：00～、最終日～15：00）

神奈川県鎌倉市大船6-1-2　TEL：0467-48-5500

主催：新しき村神奈川支部　TEL：0467-46-6864（久保）
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■
櫻
扇
︵
お
う
せ
ん
︶
書
道
会

代　

表　

佐
藤
慶
子

	

０
９
０
─
８
３
４
３
─
７
１
１
９

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
普
及
に
よ
り
日
本
人
は
手

書
き
文
字
の
良
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
伝
統

の
書
道
を
学
び
直
す
こ
と
に
よ
り
筆
と
墨
で
書
く
漢

字
、
仮
名
の
美
し
さ
に
触
れ
手
書
き
文
字
の
暖
か
さ

と
す
ば
ら
し
さ
を
と
り
戻
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
お

り
ま
す
。
結
果
、
集
中
力
、
洞
察
力
、
忍
耐
力
が
身

に
つ
き
ボ
ケ
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

創　

設　

２
０
１
５
年
９
月

会　

員　

15
名　

小
学
生
と
大
人

活
動
日　

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日
・
14
～
18
時

	

第
４
土
曜
日
・
14
～
16
時
30
分

会　

場　

入
間
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

主
な
行
事　

書
き
初
め

新
メ
ン
バ
ー
へ
の
期
待　

書
道
に
ま
じ
め
に
と
り
く

ん
で
く
だ
さ
る
方

■
四
季
歩
会

代　

表　

久
保
高
起

	

０
９
０
─
４
８
１
５
─
７
５
８
５

　

創
立
42
年
を
迎
え
、
活
発
に
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
季
を
通
じ
て
山
野
を
歩
き
、

自
然
に
親
し
み
、日
帰
り
山
行
・
宿
泊
山
行
等
を
「
楽

し
く
・
仲
良
く
・
安
全
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
毎
月
会

報
で
報
告
や
計
画
等
を
会
員
に
周
知
。

創　

設　

１
９
７
６
年
７
月

会　

員　

54
名
（
男
性
27
名
、
女
性
27
名
）
50
〜
70

代
が
多
い
。

活
動
日　

定
例
山
行
は
、
毎
月
３
～
４
回
実
施
（
土

日
が
多
い
が
、
平
日
実
施
も
有
り
）。
定

例
会
合
は
、
毎
月
第
３
水
曜
日
19
：
00
～

会　

場　

東
部
公
民
館
。

主
な
行
事　

新
年
山
行
・
街
歩
き
（
１
月
）、
餅
つ

き
山
行
（
５
月
）、
夕
暮
れ
高
尾
（
８
月
）、

お
月
見
山
行
（
10
月
）、忘
年
山
行
（
12
月
）

新
メ
ン
バ
ー
へ
の
期
待　

18
才
以
上
の
経
験
者
・
初

心
者
、
共
に
歓
迎
し
ま
す
。
一
緒
に
山
を

楽
し
む
仲
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

サ
�

ク
ル
メ
ン
バ
�

大
募
集

サ
�

ク
ル
メ
ン
バ
�

大
募
集

桐
朋
学
園
音
楽
部
門

 
https://w

w
w

.tohom
usic.ac.jp/

桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学

 
http://w

w
w

.toho.ac.jp/college/

白
百
合
女
子
大
学

 
http://w

w
w

.shirayuri.ac.jp/student/

せ
ん
が
わ
劇
場

 
http://w

w
w

.sengaw
a-gekijo.jp/

実
篤
記
念
館

 
http://w

w
w

.m
ushakoji.org/

奏
音
の
小
箱

 
https://w

w
w

.canonnokobako.com
/

イ
ベ
ン
ト
ニ
�
�
ス

ア
ク
セ
ス

イ
ベ
ン
ト
ニ
�
�
ス

ア
ク
セ
ス
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41　

１．目　的
　2018 年は新しき村創立 100 周年、調布市実
篤公園オープン 40 周年、調布市武者小路実篤
記念館開館33周年の節目の年にあたる。（一財）
新しき村及び調布市が主催する各種の記念事業
に対し、仙川地区を中心とする地元の市民、商
工農業者、学園関係者として、支援と協力の活
動を行うとともに、必要となる独自の事業等も
行う。
２．会　員
　“実篤と新しき村”への関心と賛同を持つ有
志個人をもって会員とする。
３．事　業
⑴　（一財）新しき村及び調布市の各種記念事
業への協力と支援。
⑵　その他必要となる事業
４．運　営
　会員の中から、“代表委員”数名、“監査”2
名を選出し、日常の運営等にあたる。ただし、
会合は会員及びオブザーバーに対して、いつも

開かれている。また、有識者・専門家からなる
“顧問＝アドヴァイザーグループ”を構成し、
助言と協力を得る。
５．経　費
　会の運営に要する経費は、会費及びその他の
収入をもってまかなう。会費は、1口 1,000 円
とする。
６．事務局
　会の事務局は「せんがわまちニティ情報セン
ター」内におき、実務等を担当する。
７．期　間
　会の活動期間は 2018 年 4 月から 2019 年 3 月
までとし、事業及び決算報告を行った上、解散
する。
８．その他
　運営に関する事項は、必要な都度協議の上定
める。

（付則）
　この会則は、2018 年 6 月 1 日から実施する。

“実篤と新しき村”	仙川フォーラム’18　会則 2018 年 6 月

四季折々の和菓子

餡の輪

桐朋学園正門通り tel/fax 03-6875-2705

BOUTIQUE

出張専門
日本料理

さがん
☎3307-8448

https://i-bless.tumblr.com/https://i-bless.tumblr.com/https://i-bless.tumblr.com/

多目的創造スペース多目的創造スペース多目的創造スペース

滝坂小学校正門前　☎03-5879-7897滝坂小学校正門前　☎03-5879-7897

03－3300－2661
11：30 ～ 14：00
18：00 ～ 21：00
水曜定休

2Fランチ　11：30～13：30
ディナー　17：30～22：30

仙川商店街南側　笹本ビル 1F
Tel.03-3307-7033 ／水曜定休

http://www.sasara-sasara.com

お弁当（778 円）予約承ります
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用
金
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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2	

　仙川の商店街においても、
お店の変貌は激しい。個人営
業主の個性あるお店も増えて
いるが、新規開店の多くはチ
ェーン店。調布市条例で、チ
ェーン店の地元商店組合・会
への加盟の “ 努力義務 ” 化を。
そして、『せんがわ・21』へ
の協賛も。
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表紙タイトル（創刊号より）：山岡義典
口絵写真：衛藤譲二　大村哲夫
グラビア写真：桐朋学園音楽部門
編集デザイン・制作：山下琢
題字・カット：こやまきょうへい
データ入力：山下琢
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配布：子吉信成、桑原昇、竹中求
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森良一（若葉町 2）、川口信子（仙川町 2）、川原慎一（若葉町 2）、諏訪部彰三（三鷹市大沢 4）
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松尾欣治（日の出町大久野）、諸伏三紀（世田谷区千歳台 4）、平野秀治（相模原市上鶴間本町 1）

　せんがわまちニティ情報センターは、仙川における総合的な情報センターとして、仙川
の資料室・広報室・企画室の役割を担い、雑誌社やボランティアバンク、シンクタンクの
機能を追求しています。有志のボランティア活動が基本で、チエ・情報とパワー・カネを
持ち寄り、センター及び「せんがわ 21」の維持運営にあたっています。現在、定期刊行
のために取材・編集及び制作スタッフを募集しております。また、資金面でのご支援もい
ただきながら、新しき街・せんがわづくりのための諸活動を展開していきます。
□カンパ誌代はとは─コミュニティ共有財への“先読後志”での誌代
　　　　　　　　　　　　カンパ誌代……1冊 300 円
□賛助会員とは─センターの目的と活動に賛同し、維持のために支援してくれる人
　　　　　　　　　　賛助会員会費……一口 5,000 円のカンパ
□維持読者とは─『せんがわ 21』の刊行維持のために支援してくれる人
　　　　　　　　　　維持読者会費……一口 1,000 円のカンパ
◆お申し込み・会費は郵送あるいは当方へお電話くだされば取りに伺います。なお、下記
の口座もご利用ください。当該支店にお申し込みいただければ、手数料はかかりません。

	 郵便振替：口座番号００１５０−６−５７０６８８
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せんがわ 21　人財＆カンパ大募集 ! !
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─
会
計
報
告

─

○
賛
助
会
費
受
領
（
一
口
五
千
円
）

根
岸
繁
雄　

榎
本
照
運　

内
田
武　

大
村
哲
夫

川
口
信
子　

山
下
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小
幡
邦
仁　

平
野
秀
治

大
和
田
正
治	

計
48
口

○
維
持
読
者
会
費
受
領
（
一
口
千
円
）

中
澤
軍
治　

上
野
正
治　

仙
川
洋
し
ょ
く
屋

伊
藤
義
男　

松
尾
欣
治　

小
島
靖
行

井
上
早
苗　

谷
川
利
夫　

本
庄
清
志

田
中
次
郎　

中
山
操
子　

吉
澤
喜
美
子

宮
本
良
博　

市
村
凱
夫　

松
尾
洋
介

藤
丸
卓
男　

金
森
和
彦　

片
平
裕
二

小
西
政
親　

前
田
速
夫　

伊
藤
恭
子

	

計
30
口

○
カ
ン
パ
誌
代
（
一
冊
三
百
円
）

　

35
名
35
冊	

１
０
、５
０
０
円

○
委
託
販
売
（
一
冊
七
〇
〇
円
・
二
一
〇
円
）

　

14
号
14
冊　

21
号
５
冊　

22
号
17
冊

	

１
４
、４
２
０
円

○
広
告
収
入
（
第
22
号
）

　

69
件　

４
８
８
、０
０
０
円

○
合
計　

７
８
７
、９
２
０
円

　

各
位
の
ご
支
援
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

編

集

室

か

ら

▼
第
一
特
集
。
現
在
、
仙
川
地
区
に
は

医
院
30
、
歯
科
医
院
26
あ
り
。
高
齢
の

た
め
、
新
患
者
は
受
け
入
れ
難
い
と
掲

載
せ
ず
も
。
長
年
、
誠
に
お
つ
か
れ
様
。

ウ
ェ
ル
エ
ー
ジ
ン
グ
の
た
め
に
は
、
融

合
統
合
医
療
と
在
宅
往
診
が
大
切
に
。

▼
第
二
特
集
。
毎
週
、〝
蝶
た
ち
〟
へ

の
定
点
観
察
の
超
マ
ニ
ア
振
り
。
学
術

的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
、
趣
味
道
楽
の

三
昧
境
に
乾
杯
！　

次
号
は
誰
か
な
。

▼
第
三
特
集
。
３
年
前
の
夏
（
19
号
）

に
「
実
篤
空
間
と
仙
川
ま
ち
ニ
テ
ィ
」

の
大
特
集
。
新
し
き
村
百
周
年
を
迎
え

〝
今
と
こ
れ
か
ら
〟
へ
の
重
厚
な
５
氏

の
論
考
を
熟
読
さ
れ
た
い
。
現
代
日
本

の
状
況
に
〝
返
し
風
〟
で
棹
さ
し
、
新

し
き
・
美
し
き
村
・
街
、
社
会
・
世
界

を
実
現
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
仙
川

に
住
む
私
達
に
と
っ
て
の
永
続
す
る
課

題
。
11
月
イ
ベ
ン
ト
へ
の
お
知
恵
を
。

▼
小
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
進
化
中
。
本
誌

創
刊
号
～
17
号
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

ご
高
読
可
。
ど
う
ぞ
‼

□
『
せ
ん
が
わ
21
』
読
者
の
集
い

◦
７
月
21
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
30

◦
８
月
25
日
（
土
）
15
：
00
～
17
：
00

　
　

本
誌
編
集
室

　
　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

編
　
集
　
後
　
記

▼
転
職
を
し
て
職
場
が
仙
川
か
ら
離
れ

る
こ
と
に
。
引
越
し
先
を
あ
れ
こ
れ
健

闘
し
た
の
で
す
が
、
結
局
今
ま
で
と
同

じ
若
葉
町
一
丁
目
に
落
ち
着
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
仙
川
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
今
号
は

ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、次
号
こ
そ
は
！
（
桑
原
昇
）

▼
可
読
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と

な
る
。
で
は
詰
め
組
み
に
お
い
て
は
ど

う
か
。
個
々
の
場
面
に
お
い
て
手
詰
め

を
行
う
場
合
は
制
作
者
の
意
図
の
下
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ

る
が
、
書
体
に
は
詰
め
情
報
が
あ
る
。

無
論
の
こ
と
書
体
の
持
つ
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ナ
ル
情
報
は
そ
の
性
能
を
減
ず
る
こ

と
の
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
一
方
で
い
わ
ゆ

る
本
文
書
体
の
字
形
は
は
し
ば
し
ば
活

字
に
由
来
し
て
お
り
、�

（
山
下
琢
）

▼
本
誌
は
年
２
回
の
刊
行
（
予
定
）。

日
常
的
に
は
小
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
の
リ

ン
ク
集
を
、
仙
川
ま
ち
ニ
テ
ィ
の
各
種

情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
貴
機
関
・
団
体
・

企
業
・
店
舗
各
位
も
ご
参
画
下
さ
い
！

せ
ん
が
わ
芸
哲
大
学
を
何
と
か
創
設
し

た
い
ナ
ァ
…
…�

（
青
野
友
太
郎
）

せ
ん
が
わ
21　

第
23
号

仙
川
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
た
ち

入
間
町
２
丁
目
緑
地
の
蝶
た
ち

「
新
し
き
村
」
１
０
０
周
年
を
迎
え
て

発
行
日
：
２
０
１
８
年
７
月
１
日

頒
価
：
カ
ン
パ
誌
代　

３
０
０
円

発
行
部
数
：
４
０
０
０
部

編
集
長
：
佐
美
佑

編
集
発
行
人
：
青
野
友
太
郎

編
集
及
発
行
所
：

せ
ん
が
わ
ま
ち
ニ
テ
ィ
情
報
セ
ン
タ
ー

東
京
都
調
布
市
仙
川
町
１
・
１
６
・
１
８

第
一
杉
田
ビ
ル
３
階

〒
１
８
２
︱
０
０
０
２

Ｔ
＆
Ｆ　

０
３
・
３
３
２
６
・
２
７
０
７

sengaw
a21.aono@

jcom
.hom

e.ne.jp
http://w

w
w
.sengaw

a21.net/

印
刷
・
製
本　

カ
ロ
ン
企
画

02_本体.indd   44 18/06/19   11:10



　44

─
会
計
報
告

─

○
賛
助
会
費
受
領
（
一
口
五
千
円
）

根
岸
繁
雄　

榎
本
照
運　

内
田
武　

大
村
哲
夫

川
口
信
子　

山
下
琢　

小
幡
邦
仁　

平
野
秀
治

大
和
田
正
治	

計
48
口

○
維
持
読
者
会
費
受
領
（
一
口
千
円
）

中
澤
軍
治　

上
野
正
治　

仙
川
洋
し
ょ
く
屋

伊
藤
義
男　

松
尾
欣
治　

小
島
靖
行

井
上
早
苗　

谷
川
利
夫　

本
庄
清
志

田
中
次
郎　

中
山
操
子　

吉
澤
喜
美
子

宮
本
良
博　

市
村
凱
夫　

松
尾
洋
介

藤
丸
卓
男　

金
森
和
彦　

片
平
裕
二

小
西
政
親　

前
田
速
夫　

伊
藤
恭
子

	

計
30
口

○
カ
ン
パ
誌
代
（
一
冊
三
百
円
）

　

35
名
35
冊	

１
０
、５
０
０
円

○
委
託
販
売
（
一
冊
七
〇
〇
円
・
二
一
〇
円
）

　

14
号
14
冊　

21
号
５
冊　

22
号
17
冊

	

１
４
、４
２
０
円

○
広
告
収
入
（
第
22
号
）

　

69
件　

４
８
８
、０
０
０
円

○
合
計　

７
８
７
、９
２
０
円

　

各
位
の
ご
支
援
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

編

集

室

か

ら

▼
第
一
特
集
。
現
在
、
仙
川
地
区
に
は

医
院
30
、
歯
科
医
院
26
あ
り
。
高
齢
の

た
め
、
新
患
者
は
受
け
入
れ
難
い
と
掲

載
せ
ず
も
。
長
年
、
誠
に
お
つ
か
れ
様
。

ウ
ェ
ル
エ
ー
ジ
ン
グ
の
た
め
に
は
、
融

合
統
合
医
療
と
在
宅
往
診
が
大
切
に
。

▼
第
二
特
集
。
毎
週
、〝
蝶
た
ち
〟
へ

の
定
点
観
察
の
超
マ
ニ
ア
振
り
。
学
術

的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
、
趣
味
道
楽
の

三
昧
境
に
乾
杯
！　

次
号
は
誰
か
な
。

▼
第
三
特
集
。
３
年
前
の
夏
（
19
号
）

に
「
実
篤
空
間
と
仙
川
ま
ち
ニ
テ
ィ
」

の
大
特
集
。
新
し
き
村
百
周
年
を
迎
え

〝
今
と
こ
れ
か
ら
〟
へ
の
重
厚
な
５
氏

の
論
考
を
熟
読
さ
れ
た
い
。
現
代
日
本

の
状
況
に
〝
返
し
風
〟
で
棹
さ
し
、
新

し
き
・
美
し
き
村
・
街
、
社
会
・
世
界

を
実
現
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
仙
川

に
住
む
私
達
に
と
っ
て
の
永
続
す
る
課

題
。
11
月
イ
ベ
ン
ト
へ
の
お
知
恵
を
。

▼
小
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
進
化
中
。
本
誌

創
刊
号
～
17
号
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は

ご
高
読
可
。
ど
う
ぞ
‼

□
『
せ
ん
が
わ
21
』
読
者
の
集
い

◦
７
月
21
日
（
土
）
13
：
30
～
15
：
30

◦
８
月
25
日
（
土
）
15
：
00
～
17
：
00

　
　

本
誌
編
集
室

　
　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

編
　
集
　
後
　
記

▼
転
職
を
し
て
職
場
が
仙
川
か
ら
離
れ

る
こ
と
に
。
引
越
し
先
を
あ
れ
こ
れ
検

討
し
た
の
で
す
が
、
結
局
今
ま
で
と
同

じ
若
葉
町
一
丁
目
に
落
ち
着
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
仙
川
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。
今
号
は

ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、次
号
こ
そ
は
！
（
桑
原
昇
）

▼
可
読
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と

な
る
。
で
は
詰
め
組
み
に
お
い
て
は
ど

う
か
。
個
々
の
場
面
に
お
い
て
手
詰
め

を
行
う
場
合
は
制
作
者
の
意
図
の
下
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ

る
が
、
書
体
に
は
詰
め
情
報
が
あ
る
。

無
論
の
こ
と
書
体
の
持
つ
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ナ
ル
情
報
は
そ
の
性
能
を
減
ず
る
こ

と
の
な
い
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
あ
る
は
ず
だ
が
、
一
方
で
い
わ
ゆ

る
本
文
書
体
の
字
形
は
は
し
ば
し
ば
活

字
に
由
来
し
て
お
り
、�

（
山
下
琢
）

▼
本
誌
は
年
２
回
の
刊
行
（
予
定
）。

日
常
的
に
は
小
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
の
リ

ン
ク
集
を
、
仙
川
ま
ち
ニ
テ
ィ
の
各
種

情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
貴
機
関
・
団
体
・

企
業
・
店
舗
各
位
も
ご
参
画
下
さ
い
！

せ
ん
が
わ
芸
哲
大
学
を
何
と
か
創
設
し

た
い
ナ
ァ
…
…�

（
青
野
友
太
郎
）

せ
ん
が
わ
21　

第
23
号

仙
川
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
た
ち

入
間
町
２
丁
目
緑
地
の
蝶
た
ち

「
新
し
き
村
」
１
０
０
周
年
を
迎
え
て

発
行
日
：
２
０
１
８
年
７
月
１
日

頒
価
：
カ
ン
パ
誌
代　

３
０
０
円

発
行
部
数
：
４
０
０
０
部

編
集
長
：
佐
美
佑

編
集
発
行
人
：
青
野
友
太
郎

編
集
及
発
行
所
：

せ
ん
が
わ
ま
ち
ニ
テ
ィ
情
報
セ
ン
タ
ー

東
京
都
調
布
市
仙
川
町
１
・
１
６
・
１
８

第
一
杉
田
ビ
ル
３
階

〒
１
８
２
︱
０
０
０
２

Ｔ
＆
Ｆ　

０
３
・
３
３
２
６
・
２
７
０
７

sengaw
a21.aono@

jcom
.hom

e.ne.jp
http://w

w
w
.sengaw

a21.net/

印
刷
・
製
本　

カ
ロ
ン
企
画

02_本体.indd   44 18/06/19   21:29



せんがわ 21　23 号　P21-24 DIC 220 DIC 197

歯科医院
仙川町

アイエスビル歯科医院 仙川町 1-18-9IS ビル 2階 TEL：03-3305-0041
http://www.k-japan.jp/sengawa/index.shtml

阿部歯科医院 仙川町 1-12-43-2F TEL：03-3300-1184　FAX：03-3300-1455
http://www.abe-dc.net/

石川デンタルクリニック 仙川町 1丁目 18-2　3110 ビル 3F TEL：03-6909-1710 FAX：03-6706-1740
http://www.i28.jp/medical/

市野歯科医院 仙川町 1-15-4 鍋屋ビル 2階 TEL：03-3307-6418　FAX：03-3307-6418

大塚矯正歯科医院 仙川町 1-12-3 TEL：03-3308-0707　FAX：03-3308-5966
http://www.o-ortho.jp/index.html

木村デンタルオフィス仙川 仙川町 1-27-25
仙川デルタスタジオ 1F

TEL：03-5384-6500
http://www.kimuradent.com/

工藤歯科医院 仙川町 1-20-16　ヴィバーチェ仙川２
F

TEL：03-3300-0468　FAX：03-3300-0468
http://kudo-dental.net/

仙川デンタルケア 仙川町 3-10-6　Brillia 仙川 101 TEL：03-3326-4618　FAX：03-3326-4617
https://www.sengawa-dental.com/

たま歯科医院 仙川町 1-32-39 TEL：03-3305-7005　FAX：03-3305-7333

ちゃいるど歯科医院 仙川町 1-19-17　仙川パティオ２F TEL：03-5315-7477　FAX：03-3308-8200
http://www.eedent.jp/child1

なのはな歯科医院 仙川町 3-9-7 エテルノ上原 1Ｆ TEL：03-5314-0841　FAX：03-5314-0841
http://nanohanadc.com/

ひろみ歯科医院京王仙川 仙川町 1-12-40 TEL：03-3308-8241　FAX：03-3308-8242
http://www.hiromi-dental.tokyo/

ブライトデンタルクリニッ
ク 仙川町 1-13-16　清水屋ビル１Ｆ TEL：03-3326-1188　FAX：03-3326-1186

http://www.bdc2441.com/
目黒歯科医院 仙川町 1-9-7 TEL：03-3308-6602　FAX：03-3308-6602
めら歯科医院 仙川町 2-21-9　植松ビル１Ｆ TEL：03-5314-6446　FAX：03-5314-6447

森歯科医院 仙川町 3-2-2　丸商ビル１Ｆ TEL：03-3308-2251　FAX：03-3308-2251
http://www.dent-mori.jp/

山根歯科医院 仙川町 1-18-31　井上ビル１F TEL：03-3300-3031　FAX：03-3300-3031

若葉歯科医院 仙川町 1-33-35 TEL：03-3308-8018　FAX：03-3308-8033
http://www.wakaba-d.or.jp/

緑ヶ丘
松田歯科医院 緑ヶ丘 1-4-35 TEL：03-3326-8884　FAX：03-3326-8884

緑ヶ丘歯科 緑ヶ丘 2-5-2
グリーンヒルズ仙川１Ｆ

TEL：03-3308-4182　FAX：03-3308-4178
http://sites.google.com/site/midorigaokadental/home

若葉町
石川歯科診療所 若葉町 2-1-1　川原ビル２Ｆ TEL：03-3300-9573　FAX：03-3300-9573
仲島医院歯科 若葉町 1-27-5 TEL：03-3300-0755　FAX：03-3300-0755

みのん歯科医院仙川 若葉町 2-1-7 島忠ホームズ 2F TEL：03-3326-4182
http://www.minon-sengawa.com/

入間町
石川歯科医院 入間町 1-42-35 TEL：03-3300-8241 FAX：03-3300-8241

ゆう歯科医院 入間町 1-29 西友調布入間町店 2F TEL：03-5314-3381
http://www.you-shika.jp/

病院など

山田病院 東つつじヶ丘 2-36-1 TEL：03-3308-8281　FAX：03-3305-8780
http://www.myclinic.ne.jp/hpyamada/pc/

杏林大学医学部付属病院 三鷹市新川 6-20-2
TEL：0422-47-5511（代表）
http://www.kyorin-u.ac.jp/hospital/

至誠会第二病院 世田谷区上祖師谷 5-19-1 TEL：03-3300-0366（代表）
http://www.shiseikai-daini-hosp.jp/

東京慈恵医科大学附属第三
病院 狛江市和泉本町 4-11-1 TEL：03-3480-1151（大代表）

http://www.jikei.ac.jp/hospital/daisan/index.html

調布市休日夜間急患診療所 調布市小島町 3-68-10（調布市医師会
館裏）調布市医療ステーション内 TEL：042-484-1455

医院
仙川町

愛和クリニック 内科、呼吸器内科 仙川町 1-15-47
ひなたビル１階

TEL：03-3307-5477 FAX：03-3307-5479
http://www.aiwa-clinic.jp/

うさみ整形外科
スポーツ整形・リウマ
チ科・リハビリテーシ
ョン科

仙川町 1-53-4
パールレジデンス 1F

TEL：03-5315-5345
http://ashitokutsu.com/

永研会クリニック
整形外科・リハビリテ
ーション科・形成外科・
皮膚科・美容皮膚科

仙川町 1-11-8
仙川 FTビル 2F

TEL：03-5315-1181

http://eikencl.jp/

川端皮膚科クリニック 皮膚科 仙川町 1-13-16 TEL：03-3308-2286 FAX：03-3308-2286
http://www.kawabata-cl.com/

菊池医院 内科 仙川町 1-14-2 TEL：03-3300-5020

きしおか眼科 眼科 仙川町 3-1-16
ステイヒルズ仙川 2階

TEL：03-5314-3626 FAX：03-5314-3627
http://www.kishioka-eye.com/

くしやまクリニック 内科・小児科・循環器科 仙川町 1-11-2 TEL：03-5313-5151 FAX：03-5313-5151
くらしなクリニック仙
川

心療内科・精神科・メ
ンタルクリニック

仙川町 1-12-45
サンエービル 2階

TEL：03-5313-3781
http://www.kurashina-clinic.com/

すぎさか胃腸クリニッ
ク

胃腸内科、内視鏡内科、
消化器内科、内科

仙川町 1-50-1
パール仙川 III3 階

TEL：03-5315-8858
http://www.sugisaka-clinic.com

せたがや仙川クリニッ
ク

内科、糖尿病内科、神
経内科、アレルギー科、
皮膚科

仙川町 2-21-13
仙川ビル B館 3階

TEL：03-3305-3400 FAX：03-3305-3402

http://www.sengawa-cl.com
仙川駅前いたがきメン
タルクリニック 心療内科、精神科 仙川町 1-18-2　3 階 TEL：03-5315-5505 FAX：03-5315-5506

http://www.sengawa-mental.com/
仙川駅前すずきクリニ
ック

内科、皮膚科、アレル
ギー科、小児科

仙川町 1-18-2
3110 ビル 3階

TEL：03-3309-1777
https://www.sengawaclinic.com/

仙川さとうクリニック 内科、小児科、アレルギー科、皮膚科 仙川町 2-18-15 TEL：03-5315-7373 FAX：03-5315-7373

仙川耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 仙川町 1-12-46　2F TEL：03-5313-3281 FAX：03-5313-3281
仙川町クリニック 内科、消化器科 仙川町 1-9-37　1F TEL：03-5384-4343 FAX：03-5384-4343
仙川脳神経外科クリニ
ック 脳神経外科、内科 仙川町 3-9-5

モンヴィラージュ仙川 1F
TEL：03-5969-8061 FAX：03-3305-3060
https://sncl.jp/

仙川皮フ科クリニック 皮膚科、アレルギー科 仙川町 1-8-1サンモールＴビル 2階
TEL：03-3309-4082
http://www.sengawa-hifuka.com

塚本内科クリニック 内科 仙川町 3-1-1　1F TEL：03-5315-2393 FAX：03-5315-2394

村上こどもクリニック 小児科、アレルギー科、内科 仙川町 3-7-15 TEL：03-3300-4633 FAX：03-3300-4633
http://www.murakamikodomo-clinic.com/

やまぐち小児科 小児科 仙川町 3-9-7-103 TEL：03-5314-3800 FAX：03-5314-3802
http://www.ne.jp/asahi/yamaguchi/pediatrics

山城整形外科 整形外科、外科、リハ
ビリテーション科

仙川町 1-20-16
ヴィバーチェ仙川 1階 TEL：03-3305-2267 FAX：03-3305-2267

若葉町

仲島医院 内科、循環器内科、皮
膚科 若葉町 1-27-5 TEL：03-3300-0755 FAX：03-3300-0755

わかば町クリニック
内科、胃腸科、循環器内科、
皮膚科、形成外科、脳神経内
科、ペインクリニック内科

若葉町 2-1-6
TEL：03-5313-3331 FAX：03-5313-3330
http://wakaba-clinic.com/index.html

入間町

イカリクリニック 胃腸内科、外科、内科、
リハビリテーション科 入間町 3-9-23 TEL：03-3789-8200 FAX：03-3789-8201

岡田医院 外科、内科、皮膚科、
整形外科 入間町 1-33-5 TEL：03-3482-5156 FAX：03-3482-5156

成城皮膚形成外科 形成外科、美容皮膚科、
皮膚科、内科 入間町 3-10-4

TEL：03-3482-8244 FAX：03-3482-8245
http://www.seijokeisei.com/

※掲載の可否を問い合わせの上、作成しております。

特集　せんがわのホームドクターたち
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４
月
１
日
か
ら
京
王
線
仙
川

駅
の
列
車
接
近
メ
ロ
デ
ィ
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。「
列
車
接

近
メ
ロ
デ
ィ
」
と
は
、
駅
に
列

車
が
近
づ
く
と
ホ
ー
ム
で
流
れ

る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
電
子

音
で
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り

「
キ
ュ
ー
ピ
ー
３
分
間
ク
ッ
キ

ン
グ
」
の
テ
ー
マ
「
お
も
ち
ゃ

の
兵
隊
の
マ
ー
チ
」
を
桐
朋
学

園
の
鷹
羽
弘
晃
先
生
が
ア
レ
ン

ジ
し
、
鷹
羽
先
生
と
打
楽
器
科

の
横
内
奏
さ
ん
が
演
奏
し
た
も

の
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
調
布
駅
で
は

い
き
も
の
が
か
り
「
あ
り
が
と

う
」（
ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
の
テ
ー

マ
）、
つ
つ
じ
ヶ
丘
駅
で
「
思

い
出
の
ア
ル
バ
ム
」
な
ど
京
王

線
の
近
隣
駅
の
列
車
接
近
メ
ロ

デ
ィ
が
鷹
羽
先
生
の
編
曲
で
流

れ
て
い
ま
す
。

　
仙
川
駅
前
看
板
が
十
五
年
ぶ
り
に
更
新
さ

れ
、
本
年
４
月
１
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
看
板
を
所
有
す
る
自
治
会「
仙
川
町
・

緑
ヶ
丘
・
若
葉
町
親
和
会
」
は
か
ね
て
よ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
検
討
し
て
お
り
、
資
金
面
の

問
題
で
停
滞
し
て
い
ま
し
た
が
、桐
朋
学
園
・

白
百
女
子
大
学
の
協
賛
を
受
け
更
新
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
制
作
・
デ
ザ

イ
ン
は
本
誌
に
も
協
力
頂
い
て
い
る
仙
川
地

図
研
究
所
が
引
き
受
け
て
い
ま
す
。
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桐朋学園アネックス桐朋学園調布キャンパス

桐朋木の香りコンサート
桐朋学園大学音楽学部ピアノ 部会主催　コンサートシリーズ

桐朋学園アネックス

桐朋木の香りコンサート
桐朋学園大学音楽学部ピアノ 部会主催　コンサートシリーズ

桐朋学園仙川キャンパス
木造校舎

写真提供 : 桐朋学園音楽部門
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株式会社コトリボイスは声優・ナレータープロ
ダクション。昨年の 2 月に続いて第二回の公
演を 10 月の末に実施しました。ご好評いただ
いたアニメーション作品への生アフレコはもち
ろん、新作の朗読劇もハートフルなものから謎
解きまで。全三公演で 100 名以上のお客様に
お越し頂きました。今年はワンコインで気軽に
観られるイベントも考えています。ぜひ一度、
ご覧ください。CM ナレーションや司会などの
ご相談も、お気軽にどうぞ！ 

株式会社コトリボイスは声優・ナレータープロ株式会社コトリボイスは声優・ナレータープロ
ダクション。昨年のダクション。昨年の 2 月に続いて第二回の公

ご覧ください。ご覧ください。CM ナレーションや司会などの
ご相談も、お気軽にどうぞ！ご相談も、お気軽にどうぞ！

世田谷区上祖師谷5-31-10 ブリーズコート上祖師谷301
TEL：03-6884-6951 ／ email：info@kotori-voice.jp ／ URL：http://kotori-voice.jp/
世田谷区上祖師谷5-31-10 ブリーズコート上祖師谷301
TEL：03-6884-6951 ／ email：info@kotori-voice.jp ／ URL：http://kotori-voice.jp/
世田谷区上祖師谷5-31-10 ブリーズコート上祖師谷301
TEL：03-6884-6951 ／ email：info@kotori-voice.jp ／ URL：http://kotori-voice.jp/
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神 代 書 店
書籍と文具

桐 朋 学 園 前 ☎ 3300－5633

地元で愛され 60 年

仙川商店街通り中央 ☎ 03 - 3300 - 5016 http://www.sengawa.com/satodenki_sengawa/

1957年創業 2015年店舗改築へ 2016年新装開店

海を臨む 2万坪の 新しき村南伊豆

e-mail ikoinosato@teraikooi.com
URL http://teraikoi.com/

TEL 0558-62-3141
FAX 0558-62-3181

静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂 899
代表　金子晶子

祝〈新しき村〉創設 100周年
村
民
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「桐朋シェイクスピア～その悪と愛～」
桐朋学園芸術短期大学専攻科演劇専攻は、昨
年夏に『桐朋シェイクスピア』（越光照文学
長演出）として、「リチャード三世」「ロミオ
とジュリエット」「リア王」「夏の夜の夢」を
本学小劇場において上演しました。「リア王」
は 10 月に北京で開催された第 1 回世界演劇
教育連盟（WTEA）国際演劇フェスティバル
でも上演され、最優秀作品として「ベスト・
パフォーマンス賞」を受賞しました。

越光照文
桐朋学園芸術短期大学学長。劇団
青年座所属。日本演出者協会会員。
ATEC（アジア演劇教育センター）
理事。主な演出作品に「風のクロ
ニクル」「ONE WEEK」「亜矢子」
「火の起源」「見よ、飛行機の高く
飛べるを」「虹のクロニクル」「紙
屋悦子の青春」。
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特集２　入間町2丁目緑地の蝶たち
特集３　「新しき村」100周年を迎えて
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